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　朝、自分の部屋で眼めが醒さめると、

「えっ？」

　天井に、僕の実妹である貫ぬく井いくるみさん（十歳）の巨大なポスターが貼はり付けられていた。

「………………」

　起き抜けの脳みそが正しく情報を処理しきれず、よそ行きのキャミソールに身を包みお花畑で微笑ほほえむ写真の中の妹としばし見つめ合う。

　いや、違う。違います。断じて僕──貫井響きようは、そんな社会や時勢の荒波に正面から立ち向かう、プログレッシブな生き様を身上としている人間ではありません。

　そもそも、昨日の夜まではこんなポスターどこにもなかった。

「あ、やっと起きた。おはよ、お兄ちゃん」

　ようやく頭の中がクリアになっていよいよ危機感も増してきたころ、声に振り向けば当の妹本人が僕の勉強机の上で直立して壁かべに別のポスターを貼り付けているところだった。

　──我が家の前でランドセルを背負い、振り返りながら白い歯を覗のぞかせている自分自身のポスターを。

「お、おはよう。……くるみ、なにしてるの？」

　たまらず尋たずねると、くるみは寝間着のワンピースを翻ひるがえしながら振り返って腕を組み、冷たい眼で僕を見下ろす。

　……ちょっとパンツが見えてしまっていることは指摘すべきだろうか。すべきではないだろう。ただ黙って眼を逸そらそう。

「なにって、ガス抜きよ」

「ガス抜き？　なんの？」

「お兄ちゃんの、に決まってるでしょ」

　淡々と説明するくるみの言葉が僕にはよく理解できない。

「ええと。部屋に妹の写真が貼ってあると、どんなガスが抜けるのでしょう？」

「そこから説明しないといけないなんて、いよいよキケンね……」

　溜ため息いき交じりにぴょんと勉強机から飛び降り、今度はベッドに乗っかるくるみ。そして僕の身体からだをまたいで立ち、びしっと右手の指を突き出してくる。

　……もっとパンツが見えてしまっている。粛しゆく々しゆくとピンク色を視界の外へ。

「お兄ちゃん、ここのところ小学生まみれの生活を送っているでしょ。しかもみんなかわいい子たちだから、いつかうっかりヤマシイ気持ちが生まれちゃうかも。そうなったら大変だから、タイホされるまえに私の写真で小学生欲を満たしなさい」

　くるみさん渾こん身しんのギャグかとも思ったけど、顔を見る限り大まじめらしい。

「生まれないよ……」

「だからそれは、私と一緒に暮らしてるおかげでしょ。でなきゃ今ごろお兄ちゃんなんて見慣れない小学生の魅み力りよくにデレデレのメロメロだったに決まってるわ。感謝しなさい！」

　しゃがみ込んで僕のお腹なかにぺたんと座り、人差し指で鼻先を突つついてくるくるみ。これ、どう説得したら誤解がとけるんだろう。のっけから理屈が吹っ飛んでるし、善意の行動だと信じ切ってるみたいだし、何を言っても聞く耳を持ってもらえないような気がしてならない。

「気持ちはうれしいけど、実の妹の写真を部屋にでかでかと飾っていたら父さんも母さんも心配するんじゃないかな……」

　仕方がないので、あえて否定はせずに別方向から切り崩くずしを狙ねらう。たぶん、今の部屋の状況もくるみが抱いだいている危き惧ぐと変わらないレベルで社会的にかなりの危険域だ。

「む、それもそうね。お兄ちゃんのシスコンがバレバレになっちゃうのはまた違う問題になるかも……」

　またそういう特殊な単語を……。最近の小学生は耳が肥えているのかな。というか僕ってシスコンなのだろうか。もちろんくるみのことは大好きだけど、それはごく普通の家族愛じゃないかなと思う。

　でも愛の形なんて曖あい昧まいなものだから定義づけは難しいとも言えるし、うーん。

「わかった、じゃあポスターはやめる」

　妙に悩んでしまっているうちにくるみは部屋に持ち込んでいた脚きや立たつに上り、おもいっきり背伸びして天井のポートレートを外す。よかった、もっと説得に苦労するかと思ったけど意外にあっさり引き下がってもらえた。違う意味で犯罪係数がうなぎ登りになっていることが伝わったらしい。

「じゃあ代わりにこれ。毎日肌はだ身み離さず持ってるのよ」

　くるみは続けて壁かべのポスターも外してから、半身を起こした僕に二枚の紙きれを差し出す。

　……ポスターと同じ絵柄の、トレーディングカード的なくるみさんグッズだった。

　左上のマークによるとレア度はＳＲらしい。ポスターといい、どうやってこんなの作ったんだろう。

「あ、ありがとう。パスケースと財布に入れておくよ」

　ただこれなら周りには目立たないし、ありがたくもらっておこう。動機はさておき、僕のためにいろいろ想おもってくれたという事実は素直に嬉うれしいし。

「もし何かまちがいを犯しそうになったら、そのカードを見つめてゆっくり深呼吸しなさい」

「犯さないってば……」

「だといいけど。さ、そろそろお風呂に入りましょ。お兄ちゃんがゴネるから三十分くらいで出なきゃ学校に遅刻しちゃうじゃない、もう」

　あきれ顔で溜ため息いきをついてから、くるみは僕の手を握って浴室まで引っ張っていく。三十分なら充分だと思うんだけど、くるみは本当にお風呂が好きだなあ。先に出ようとすると怒るから、長湯が苦手な僕は毎朝少しのぼせてしまう。

　それにしても。ポスターはなんとか回避できたけど、少し前からこうして毎日小学五年生の妹と一緒に入浴してる事実が明るみに出ても絶対色相チェック的なモノに引っかかるよな、と改めて。これも二人だけの秘密の営みにしておかないと。







「んふー。やっぱり朝のお風呂はすっきり眼めが醒さめて良いい感じ」

「そうだね。僕もくるみのおかげで良い習慣がついたよ」

　というわけで、全裸の妹と汗がまとわりついた身体からだを湯船で清める。六月も後半に差し掛かって寝苦しい夜が増えてきたから、通学前の貴重な時間を費やす価値は充分だ。男で朝風呂というのはけっこう珍しいのかもしれないけど、気がついたら僕にとっても大切なひとときになっている。

「そうよ、感謝しなさい。本当は一人でのびのびしたいのに、しかたなくお兄ちゃんのことも入れてあげてるんだから」

「うん、ありがとう」

　ここでもし『それなら明日からくるみだけで入って良いよ』なんて言おうものなら大きな雷が落ちることは、長年共に暮らしている家族なのでさすがにわかる。せっかくの厚意。これからも感謝を嚙かみしめながら狭い湯船をいっしょに使わせてもらおう。

　ただひとつ、以前は僕に背中を向ける体勢でお湯に浸つかっていたのに、だんだんとくるみさんも気を許してくれたのか今は堂々と真っ正面を向きながらお入りになられるようになったことだけが悩みの種だ。非常に目のやり場に困る。

「～♪」

　ああもう、そうやってバスタブの縁ふちに両りよう肘ひじを載せて寄りかかったりしたらダメだって……。いろいろフルオープンすぎます。

「……ところでさ、お兄ちゃん今日もバンドの練習？」

　ぶっきらぼうに尋たずねながら、腰を浮かせて僕の下腹部に両足の裏をぐいぐい押しつけるくるみ。それもやめなさい……。マルチアングルで危険なことになってるから。

「うん、もうすぐ本番だから僕もしっかりサポートしないと。ライブにはくるみも来てくれるんだよね？」

　努めて事務的に左右の足首を摑つかんで押し戻し、こちらからも訊きいてみる。たぶん、答えは確かめるまでもないだろうけど。

「うん、行く。行くけど別にお兄ちゃんのことは関係ないから勘かん違ちがいしないでよね。タダで招待券もらったし、演奏するの友達だし」

「もちろんわかってるよ。ありがとう」
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「わかったようなこと言うな！」

「わぷっ!?」

　お湯ぶっかけられた。何度裸の付き合いを繰り返してもお年とし頃ごろの妹の気持ちを理解するのは難しい。

「……あはは」

「なんで笑ってるの。お兄ちゃんちょっとヘン」

　でも、悪い気持ちには全然ならなかった。──友達。くるみの口からするりとその言葉が出てきたことが、なによりも嬉うれしくて。

　ほんのちょっと前まで引きこもりだった僕を導いてくれた、三人の少女。彼女たちもまた、かつては少し内向的なところを抱かかえていたんだけど、くるみをはじめとした多くの人の温かさに助けられて今はどんどん外の世界との輪を広げている。

　そして。言うまでもなく、僕自身にとってくるみもまた立ち直るきっかけをくれた恩人のひとりで。

　連綿とした繫つながりが大好きな人たちの世界を彩いろどっている実感に、幸せな気持ちが溢あふれてくる。

「次のライブ、成功させてあげたい……ううん。成功のために、僕にできることは全部やりきらないと」

「そりゃ、こんなオオゴトにしちゃったのはお兄ちゃんだもんね。ちゃんと責任を取りなさい」

　素っ気なく言い残して腰を上げ、バスタブをまたぐくるみ。

「そうだね、そうする」

　本当なら一回きりの思い出づくりで終わるはずだった三人のライブを、もっと見たい、もっと続けて欲しいと願ってしまったことで、僕と、かわいらしい小学生たちのバンドとの物語に、『続き』が生まれた。

　これからどうなるかなんて、何もわからない。だけど今は、がむしゃらに前だけを見て進んでいくしかない。

　あの時わがままを通してよかったと、いつか笑いながら嚙かみしめられるように。

「ほら、お兄ちゃんもそろそろ上がらないと学校遅刻しちゃうよ？」

「ん、そっか」

　ドアノブに手をかけたくるみが、振り返って僕を促うながす。いっしょに出ると着替えるとき窮きゆう屈くつかなと思ったんだけど、まあいいか。言われるまま二人で浴室の外へ。

「はい、髪ふいて」

「おっけーです」

　パンツだけを穿はいて、タオルを差し出してくるくるみ。僕もすぐ上がるように言ったのはこのためかな。もちろんおやすい御ご用ようだけど、できればせめてもう一枚上に何か羽織って欲しい。

「お兄ちゃん、やさしくしてね？」

「うん、上手うまくできるかわからないけどがんばってみる」

　大鏡の前で相変わらず視線の置き所に困りながらそっとくるみの頭を起毛で包み込む。女の子の髪って、自分のとはぜんぜん違うなあ。すごく柔らかくて、繊せん細さいな感じだ。

「……練習してくるのは良いいけど、あんまり遅くならないでね。ちゃんと晩ご飯の時間までに帰ってくること」

「わかった。ごめんね、くるみ。いつも家のこと任せきりで」

「まったくよ。お兄ちゃんは私がいないと生きていけないんだから」

　否定できない。ウチは両親が共働きで、研究職だから家に帰ってこない日も多くて、家事全般のうち五割以上はくるみのお世話になっているような状況だ。

　あらためて、妹のやさしさに甘えすぎだよなと思う。自分勝手に生きるばかりじゃなくて、たまにはなにか恩返しをしないとだめだよな。

「……近いうち、二人で少しだけ遠くまで遊びに行こうか。頼りないと思うけど、遊園地でもどこでも連れてくよ」

　思いつきで、そんなことを言ってみる。お兄ちゃんと遊んだってぜんぜん面白くない！　なんて怒られても仕方ないなと覚悟していたけれど、

「……約束」

　意外なことに、くるみは右手を掲げて僕の顔の前に小指を突き出してきた。鏡越しに表情を窺うかがうと、仕方ない、という感じなのかはたまた妥だ協きようなのか、微妙に不機嫌そうなふくれっ面つらだった。頰ほおがちょっと赤いけどそれは湯上がりだからだろう。自分の顔も似たようなものだし。

「うん、約束」

　とにかく、肯定してくれたことが嬉うれしかったから僕も同じように鉤かぎの形を作ってそっとくるみの小指の先と絡からめる。よし。なるべく早く実行に移さないと。

　スケジュール帳がどんどん小学生との予定で埋まっていく、何ともいえない充足感。恩人と共に過ごせる時間以上に大切なものなんて、この僕には考えられない。




　天使たちとの日常は、今も変わらず続いていた。
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『そ、それでは最後の曲です。聴きいて下さいっ』

　今はもう本来の役目を果たし終えた古い教会に、あどけない声が反はん響きようした。

　ショートスケールの楽器が普通のサイズに見えてしまうほど小さな身体からだを精一杯伸ばし、長い髪を片側だけ結わえた少女は、未いまだ途切れぬ緊きん張ちようとあと少しで演奏を無事やりとげられる満足感を同居させながら、控えめにはにかんでいる。

　ギター＆ボーカルを担当する彼女の名は、五ご島とう潤じゆん。この児童養護施設『リトルウイング』で暮らす、僕にとっての大切な恩人の一人だ。

「そら。……いいわよ」

「はむ。じゃあ、はじめるね」

　そして、潤の歌と演奏を時には支え、時にはぐいぐい引っ張ってくれるリズム隊の、紅葉もみじ谷だに希のぞ美みと金かね城しろそら。

　希美はベース担当。同年代の中では背が高くて手足が長いから、ギターに比べてどうしてもサイズが大きくなってしまうベースはまさに適任だ。勝ち気なお姉さん気質で、それでいて芯しんには女の子らしい繊せん細さいさを併あわせ持っているところも、曲調によって大きく役割が変わるこの楽器との相性の良さに繫つながっているのかもしれない。

　ドラムでリズムに息い吹ぶきを与えるのはそらの役目だ。お昼寝が大好きで気がつけばうとうとしている普段の様子からは信じられないほど、正確無比なビートを刻んでみせるそらの演奏なくしてこのバンドは成立しない。きっとあらゆる意味でのマイペースさが、ブレのない安定感を生み出しているのだろう。

　ステンドグラスの柔らかな光と、舞台を彩いろどる白いレース。静せい謐ひつな空気の中で、力いっぱいのロックを奏かなでる女子小学生３Ｐスリーピース。織りなすギャップが、不思議な世界観を形作って今日も僕の……いや、たくさんの人たちの眼めを、心を引き付けている。

　うん。やっぱり、ここでライブする三人の姿が、僕は大好きだ。身勝手なのは承知だけど、この場所を無くさないで欲しいと願ったことを、絶対に後こう悔かいだけはしない。

　潤たちの演奏も、日を追うごとに上達している。同じ施設でずっと共に生活している三人だから、三つの音色と歌の馴な染じみの良さならそれこそプロにだってひけを取らないだろう。

　お客さんも大入り。三人の同級生に加え、そしてこの施設で暮らすもう一人の女性であり、もう一人の僕の恩人、鳥とり海うみ桜花さくらも、再びたくさんの友達を招待してくれた。

『──ありがとうございましたっ。よ、よかったらまたぜひ来て下さい！』

　最後の曲が鳴り終わり、ステージに届けられる盛大な拍手。薄うす暗ぐらいＰＡ席からでも、お客さんの皆が皆、心から楽しんでくれていたのがありありと伝わってきた。

　第二回目のライブも、無事大成功。間違いなくそう断言できる。

　──でも。

「まずいな、このままだと……」

　僕はひとり、喝かつ采さいの中で唇くちびるを嚙かむ。

　違う。演奏は本当に素晴らしかった。潤じゆんたちに悪いところなんてひとつもない。

　……失敗したのは、この僕自身だ。







「お、お疲れ様でしたっ。その……どうでしたか、響きようさん……？」

　ライブを終えて舞台袖そでに戻ってきた三人を迎えると、玉のような汗を浮かべた潤がおっかなびっくりに上うわ目め遣づかいで尋たずねてくる。

「めちゃめちゃ良かったよ！　みんな本当に上達したね」

「わにゃ……え、えへへ」

　もちろん思ったままの賛辞を届け、そっと頭を撫なでてやる。こそばゆそうに眼めを細める潤の顔を見ていると、感動が再び蘇よみがえってきた。普段は引っ込み思案なところがある子だから、緊きん張ちようから解き放たれて心底安あん堵どしているのだろう。そんな潤が精一杯のライブをしたいという想おもいで声を振り絞っていたことを実感して、労ねぎらいの気持ちは増すばかりだ。

「ちょっと響。がんばったのは、潤だけじゃないんだけど？　ちゃんと平等に褒ほめてよ」

「うん、もちろん希のぞ美みもそらも最高の演奏だった！」

「……むー。だーかーらー。そ、それだけ？」

　つんつんと袖口を引っ張られて振り返れば、少しふくれっ面つらの希美。誤解をなくそうともう一度褒めてみたんだけど、希美は依い然ぜん不服そうだ。まだ『平等』じゃないっていう意味かな。

　うーん、潤にして、希美にはしていないことといえばこれくらいだけど……。

「ええと。希美も、たいへんよく頑張りました」

「と、当然よ。………………えへ」

　半信半疑ながら、今度は希美の頭を撫でてみる。それでふくれっ面が収まるということはなかったんだけど、ついうっかりという感じで一いつ瞬しゆん笑みも漏もれてきたので選せん択たくは正しかったらしい。あはは、大人おとなびているけどちゃんと子どもらしいところもあって、相変わらず希美はかわいいなあ。

「響にー響にー。ここも、おさわりしてほしい」

　小学生が発するプレミアムなイオンに包まれていると、今度はそらが僕の左手首をぎゅっと握り、自分の頭の方へ持っていく。据すえ膳ぜん食わぬはなんとやらなのでご厚意に甘えてそらの頭もなでなで。

「はむ。響にーの手、やっぱり気持ちいい」

　とろんと力を抜き、僕の身体からだに寄りかかってくるそら。気に入ってもらえたなら本当に嬉うれしいけど、このまま寝ちゃいそうなのが少し心配かな。まだ三人とも汗に濡ぬれたままなので、まずは風邪かぜを引かないようシャワーを浴びてきてもらわないと。

「みんな、とりあえずお色直しに行こうか。その後で来てくれたお客さんたちと打ち上げパーティだ」

「はいっ。えへへ、パーティも楽しみだな」

「みんなも、演奏気に入ってくれていれば良いいんだけど……」

「いっぱい拍手してくれたから、きっとだいじょうぶ」

　元気よく頷うなずき、潤じゆんも希のぞ美みもそらも言われた通り居住スペースの浴室に向けて歩き出す。本当に大盛りあがりだったから、希美の心配はまったくの杞き憂ゆうだろう。きっと大歓声で迎えてもらえるはずだ。

「……あの、響きようさんっ」

「ん？」

　確信と共に見守っていると、先頭を歩いていた潤が勝手口のドアノブに手をかける寸前で振り返り、少し改まった様子で僕に呼びかけた。なんだろう。

「今回も、たくさん練習を見てくれて本当にありがとうございましたっ。これからも、よろしくお願いします！」

「……うん、もちろん！」

「や、約束だからね！」

「はむ。響にーの曲、大好きだから、もっともっと覚えたい」

　改めての有り難がたい言葉に感激しつつ、何度も頷く。希美もそらも変わらぬやる気を披ひ露ろうしてくれて、身が引き締まる思いだった。

　ほんと、僕こそ頑張らないと。

　……このままじゃ、みんなに悲しい記き憶おくを植え付けることになってしまう。

「ふー……」

　三人が外に出た直後、ついに抑えきれなくなった溜ため息いきが漏もれた。

　楽屋にあてがったこの小部屋は、元懺ざん悔げ室。

　そろそろ、審判を受けなければならない時間だよな。

「響、おつかれ。ほんとチビどもますます良い音出すようになったな～。俺おれも鼻が高いよ」

　軽い調子で話しかけて下さったのは、佐さ渡わたり正まさ義よしさん。ここ、『リトルウイング』を一手に支える、みんなの育ての親だ。

「はい。三人とも、すごいです。……あの、正義さん」

「ん？」

　男二人きりとなったところで、僕は不ふ甲が斐いなさを全身に宿しながら一歩正義さんに近付く。

「これ、今日の売り上げ……です」

　それから、用意しておいた巾きん着ちやく袋ぶくろの中身を全すべて差し出した。

　──合計、千円。たった二枚しか売れなかった本日のチケット代を。

　ライブは大入りで、すごく盛り上がった。それは断じて噓うそじゃない。

　なのにこれだけしか売り上げがなかった理由は実に単純で、子どもたち、そして僕と桜花さくらの知り合いは初ライブの時と同じく招待扱いにして、チケット代を頂かなかったためだ。

　だって、この先負担になるのが目に見えているから。ライブをする度たびに毎回呼んで、毎回チケット代を請せい求きゆうしていたら絶対義務感で気重になる。それは来て下さるお客さんだけじゃなく、潤じゆんたちもまた同様だ。仲間との繫つながりと、ライブの運営はどうしても切り離しておきたかったから、あえてそうすることに決めたのだった。

　結果、この体ていたらく。準備にあたって今回潤たちには練習だけに集中してもらっていたので、売り上げ不振は完全に僕のプロモーション不足が原因だ。

「……ふむ」

　あご先をつまみながら、僕の手元を見つめる穏おだやかな表情が、逆に辛つらい。

　ここを手放してリトルウイングの規模縮小を検討していた正まさ義よしさん。なのに僕は『イベントスペースとして成功させてみせるから、引っ越しをもう少し待ってほしい』と、畏おそれ多くも待ったをかけた。

　それでいてこの状況、もはやなんの言い訳も出てこない。

「二枚も売れてたのか。やるじゃん」

「……えっ？」

　呆あきれられるか、突き放されるか。二つに一つだと思っていたから、口笛を鳴らす仕草と共に正義さんが微笑ほほえむのを見て、心底意外な気持ちになる。皮肉とかではないみたいだ。常にきっぷのいい人なので、ダメ出しなら必ず歯に衣きぬ着せぬ言い方を選んで下さるはずだし。

「昔、俺おれもバンドやってたんだぜ。無名なうちにチケットさばくのがどれだけキツいかなんて、身をもって知ってるっての。……知り合いに無理矢理売りつけてお茶を濁にごす悪あく循じゆん環かんも、な。だからもし、響きようが友達からせびった金積み上げて『売り上げです』って持ってきたときはお説教タイムだなって思ってたんだけど。わはは、そこをちゃんと回避したんなら最初としては及第点ってとこか」

「正義、さん……」

「ま、これはもらっておこう。けじめだしな。第二回ライブのノルマ、確かに受け取りました。次はもっとがんばりましょう！」

　いけない、泣きそう。何度も思ってきたことだけど、この人かっこよすぎる。それだけに自分の情けなさが募って、無力感に頭をガンガン殴なぐられる。

「響ならわかってると思うけど、これで満足したって意味じゃねーぞ。言うまでもなく維持費としてはぜんぜん足りん。軌道に乗るとしても時間がかかるのは承知。でもやっぱ、限度はある。この先少しずつでも状況が上向きになっていく気配がないようなら、その時はその時で……やっぱりけじめはつけなきゃな」

「はい。頑張ります、ありがとうございます……」

　貫ぬく井い響きよう、十五歳。人の器うつわの大きさに心打たれる一日だった。

　だからこそ、本当にこのままじゃダメだ。優やさしさに甘えるばかりで何も行動を起こさなければ、それこそ恩を仇あだで返す行為の極みになる。

「さ、チビたちが戻る前に打ち上げの準備終わらせちまおう。いつまでも仕事サボってんじゃねぇって桜花さくらに怒られちまう。暗いフンイキもそこまでな。最高のライブの後に湿った顔を見せるような、ロックに対する冒ぼう瀆とくは俺おれがゆるさん」

　肩を叩たたいて下さった正まさ義よしさんに頷うなずき、精一杯の笑顔を浮かべる。潤じゆんたちにも心配をかけるわけにはいかないし、今はあくまでこの最高の一日を嚙かみしめよう。

　そして、明日から。気持ちを新たにしてできる限りのことをする。

　この教会と、潤たちのバンド。両方が揃そろったあの美しい空間を、なんとしても失いたくない。




　　　　♪




「うーん……」

「なーんか、浮かない顔してるね～」

「桜花。……わ、と!?」

　翌日。お昼休みに高校の屋上で思案を重ねていると、頭の上にいちご牛乳の角パックを載せられた。

「くれるの？」

「あげない。あたしの」

「ぬか喜びとはご無む体たいな」

　落っことさないように注意しながら摑つかみ取り、ラベルを自分の顔に近づけたところで犯人にもぎ取られてしまう。八や重え歯ばを覗のぞかせいたずらな笑みを浮かべた桜花に、僕は消費税分くらいの不満を織り交ぜて苦笑を向けた。

　……本心を言えば、こんな風に気さくなコミュニケーションを取ってもらえることが嬉うれしくて仕方なかったりするのだけど。

「パンならあげるよ。売るほどあるし」

「実際売ってるもんね。ありがとう、遠えん慮りよなくもらっちゃっても良いいかな」

　Saonoisサオノアという店名が記されたビニール袋を両手で広げてくれる桜花にお礼を告げて、今朝けさ焼きたてと思おぼしきチョココロネを一つ賜たまわる。くるみ特製のお弁当もお昼ごはんとしてちゃんと持ってきてあるんだけど、ここのパンは本当に美味おいしいからデザートに一つくらい軽く別腹に収まるはず。

　駅前からやや外れたパン屋さんで、桜花さくらがアルバイトをしていることを知っている人はかなり少ない。今朝けさも、登校前に少しだけ働いてきたそうだ。こうして眼めの前で制服をおしゃれに着こなしているクラスのアイドルが、ほんの数時間前まではほとんどメイド服みたいなエプロンドレスを身に纏まとっていたという事実を知ったら、きっと驚おどろく人ばかりだろうな。

　きつい箝かん口こう令れいが敷かれているので、間違っても僕からは漏もらせないものの。

「で、何悩んでたの？」

　カレーパンを頰ほお張ばりつつ（超余談だけど僕もカレーパンといちご牛乳の組み合わせは好きだ）、桜花がフェンスに肘ひじを突いて僕の顔を覗のぞき込む。隠してもしょうがないので素直に告白してしまおう。

「チケット、ほとんど売れなかったからさ。二回目のライブ」

「結局来たのは知り合いばっかりだったからね～。だから言ったじゃん、あたし含めて高校生組からはお金とりなよって。みんな初めから払うつもりだったのに」

「うん、気持ちは嬉うれしかったんだけど、恩のある人たちには来たいとき自由に来て欲しいから。これからも、長く活動続けていくつもりなんだし」

　そのためには、ちゃんと収益を上げられるようにならなきゃいけないんだけど。

「ま、あたしはともかく毎回だとだんだん辛つらくなってきちゃう子が出てくるかもか。ていうかあたしはともかくって、同じ屋根の下に住んでる身で言う台詞せりふじゃないよね」

「ううん、桜花が潤じゆんたちのライブを本当に楽しみにしてくれてるのはわかってるつもりだから。……って、それこそバンドメンバー以外の僕が言う台詞じゃないか」

「あはは、演奏はしてなくても、楽曲提供者じゃない。そ、そういう意味でも、あたしは楽しみにしてるってば」

「……本当に？　ありがとう。すごく、嬉しい」

「…………う。あーもー、あんまハズいこと言わせないでよ」

　ぷいと顔を背そむける桜花。僕もなんだかこそばゆくなって、ふと沈黙が訪れる。でも気まずさとは少し違う感覚だった。会話が途切れちゃうと普段はどうしていいかわからなくなる時ばかりなのに、今はこのそわそわした空気すら大切にしたいと思う。

　元引きこもりなのに、なんて贅ぜい沢たくなお昼休みを過ごしているんだろう。

　ん、とはいえあんまり人のぬくもりに酔よっていられるような立場でもないのだった。浮かれポンチ禁止。

「……でもさ、チケット二枚は知らない人に買ってもらったんだよね？　どこ経由？」

「一応自分のブログでは宣伝しておいたんだ。今度、僕の曲を演奏してもらえますって」

「あ、見た見た。そっか、ブログから問い合わせてくれたんだ」

「うん。バンドの詳細は全然書いてなかったからびっくりさせちゃったかもだけど、『良かった』って感想ももらえて安心したよ」

　我ながら、よくあの謎なぞ告知で来て下さったなと思う。ありがたくてつい長文のお礼メールを送ってしまった。

「……来てくれたのって……男？」

「うん、男。二人とも僕たちと同い年だって。いい人そうだった」

「そっか。……ふぅ」

「ふぅ？」

「蚊かがいたの。でかいやつ」

　もうそんな季節か。僕も刺されないように注意しよう。

「とにかく、宣伝の効果があって良かったじゃない」

「二枚だけどね。もちろん二枚でもすごくありがたいけど、もう少し別の方法も考えないとダメみたい。ビラ配りも、もっとしっかりやらないと」

　前回、今回と連続でまったく効果がなかったから心が折れかけていたけど、地道な活動も根気よく続けるしかない。それに加えて、別のアイデアもなんとか捻ひねりだして……。

「あのさ、響きよう」

「ん？」

　決意と熟考を再開した矢先、少し改まったような口調で桜花さくらがもう一度僕の顔を覗のぞき込む。

「ほんとは、気付いてるんでしょ。もっと効果抜群なプロモーションがあること」

「………………」

　返事に迷う。図星と言えば図星だった。真っ先に浮かぶ、浮かんでしまう手段は、いくら繰り返しても毎回同じ。僕と三人、そして桜花と繫つながることができたきっかけを思い返せば、ある意味必然とも言える解答が、唯ゆい一いつある。

「でも、それは……」

「躊ちゆう躇ちよしちゃう理由も、なんとなくわかるといえばわかるんだ。けどさ、ひとつだけあの子たちの『姉』として伝えさせて。……小学五年生って、響が思っているよりはもっとずっとオトナかもよ」

「大人おとな……？」

「もう充分、自分で何かを考えられるお年とし頃ごろってこと。三人のこと大切に思ってくれるのはありがたいけど、おっかなびっくりすぎるのも逆に傷つけちゃうかもね」

「おっかなびっくり、か……」

「ふふっ、ごめんごめん。一方的に言いたいこと言っちゃって。あたし、そろそろ戻るね。じゃ、また後で」

「……うん。パン、ありがとう！　相談に乗ってくれたことも！」

「いつでもご遠えん慮りよなく～」

　颯さつ爽そうと立ち去っていく桜花の後ろ姿を見送ってから、とりとめもなく雲を見上げる。

「っと、そろそろお弁当食べないと時間なくなるか」

　せっかく妹が早起きして作ってくれたのに、残したら申し訳が立たない。

　気持ちを切り替えて蓋ふたを開くと、丁てい寧ねいに小分けされた色とりどりなおかずが一いつ斉せいに食欲を刺激する。くるみ、いつの間にかここまで料理上じよう手ずになっていたんだなあ。

「自分で考えられるお年とし頃ごろ、か」

　その意味を、完全に理解したと断言できる自信はない。

　でも、確かにそうなのかも。こんなに味も見た目も完かん璧ぺきなお弁当と向き合ってしまうと、貫つらぬいてきた姿勢に揺らぎを感じずにはいられなくなる。

　僕、間違ってたのかな。いろいろ。




　　　　♪




「……あ」

　授業を終え、帰り道も悶もん々もんとしながら自分の部屋に戻ってパソコンを開くと、チャットアプリにたくさんのメッセージ履り歴れきを発見した。

　僕がこのアプリで直接やりとりする相手はたった一人だけなんだけど、ここのところバタバタして、あんまりログインできてなかったからな。もしかしたら心配してくれているのかも。急いでオンラインにすると、幸いなことにすぐ回線は繫つながった。




【ひびき】ごめんごめん。今学校から帰ってきたとこ。

【霧きり夢ゆめ】学校、ねー。本当にもう引きこもってないんだ。ふーん。




　相変わらず返信が早い。生身の『彼女』と面識はないけれど、相当なブラインドタッチの達人であることだけは明らかだ。

　霧夢というのはもちろんハンドルネーム。画像投稿サイトを中心にたくさんのファンを持つ、いわゆるネット絵師さんだ。偶然聴きいた僕の曲を気に入ってくれたそうで、イメージイラストを描かかせて欲しいというありがたい申し出を受けてから、こうして直接やりとりする仲にまで進展した。

　この出会いがなければ『ひびきＰ』はもっとずっとマイナーなままだったはずで、潤じゆんたちとの邂かい逅こうにも至れなかった可能性が高い。霧夢もまた、僕にとって大切な恩人の一人なのだ。

　つくづく、いろんな人に支えられて今があることを実感する。ほんの少し前まで自覚がなかったことを罪に感じるくらい、幸せな毎日だ。




【ひびき】おかげさまでなんとか。良くしてくれる人ばかりだし、楽しくやってる。

【霧きり夢ゆめ】私は楽しくない。引きこもっててくれた方がいっぱいチャットできるのに。

【ひびき】そんな、やっと更正したのに……。




　苦笑しつつ、文字を打ち込んでいく。どうも本日の霧夢はご機嫌斜めな感じだ。ながらく僕がオフだったせい……なんて思い込んだら自意識過か剰じようか。

　それより不機嫌といえば、自分の返し方もそんな風に見えてしまうような気がしてきて、送ってからちょっと後こう悔かい。語尾に草の一本でも生やせばだいぶ印象が変わったんだろうけど、彼女が顔文字も記号も一切使わないタイプなのでなんとなくいつも遠えん慮りよしてしまうのだった。全すべて相手に合わせようとしてしまうコミュ障の悪い癖くせ。

　彼女、と表現している通り、霧夢は女の人らしい。ネット越しだから証明できるわけではないけど、物腰を通じて疑わしく思ったことはない。言葉遣づかいからはとくだん女性を感じないのにそんな印象を持つということは、たぶん本当なのではないだろうか。

　その他ほかの詳細プロフィールは一切不明。何の気なく尋たずねてもあやふやにされちゃうことが多くて、少しミステリアスな雰ふん囲い気きの持ち主だったりもする。




【霧夢】だから更正なんて必要なかったんだって。ひびきは年中無休で私の暇ひまつぶしの相手してなさいよね。

【ひびき】あはは……。とにかく、ずっと留守でごめん。




　確かにちょっと前まで僕のオンライン率はコンビニ並だったから、急に生活リズムが変わって不便をかけていたところはあるのかも。といっても、新曲の相談を除けば与よ太た話ばなしの相手くらいしか務まってないんだけど。

　ところで霧夢の方は普段何をしている人なんだろう。昼に高確率でオンだし、学生という感じはしない。その辺のことはいつ質問しても答えてもらえないからもう尋ねないけど、既すでに社会に出て働いてる目上の人だとしたらだいぶ失礼な話し方をしていることになるんだよな……。敬語を使うなと言ってくれたのは霧夢なんだけど、それでも未いまだに少し気になる。




【霧夢】ま、いーけど。ていうかずっと留守にしてたのは学校のせいだけ？　なんか土日もわりといない気がするよ？

【ひびき】あー、うん……。正直、学校の方はそこまで関係なくて……。

【霧夢】他にもあるわけ？　なに？




　少し、迷う。霧夢にも僕の現状を残さず話してしまうべきだろうか。一方的に愚ぐ痴ちを漏もらすだけになってしまいそうで気が引ける部分もあるんだけど、霧夢なりの意見を訊きいてみたいというのも本心だ。

　それに、恩人に対してあまり隠し事はしたくないしな……。




【ひびき】実は、さ。




　意を決して、話す。潤じゆんたちとの出会い、ライブ、僕の無む謀ぼう、二度目のライブでお客さんを集められなかったこと。今まで伝えていなかった一部始終を、僕以外のプライベートな部分だけ隠して霧きり夢ゆめにも聞いてもらう。




【霧夢】この前のブログで変な告知書いてたと思ったら、そんな突拍子もないこと始めてたのね……。なによ、もうネットの活動には飽あきたわけ？

【ひびき】それは断じて違うよ。もちろんひびきＰとしても音楽を頑張る。だけど、どうしてもあのバンドのことも見守り続けたいんだ。




　めずらしく、霧夢の即レスが止まった。呆あきれているのか、青あお臭くささに辟へき易えきしているのか。どちらにせよ自覚はあるので言い訳はせずにじっと反応を待つ。




【霧夢】ま、私とのコラボやめないなら良いいけどさ～……。むー。なんか、ないがしろにされてる感じ。

【ひびき】してないってば。霧夢がいなかったら僕なんてとっくにダメになってた。

【霧夢】そこ大事！　今の言葉プリントアウトして部屋中に貼はり付けておくこと！




　貼り物攻めが続くな……。妹の写真に比べればまだセーフゾーンかもしれないけど、本当に部屋中に貼ったらけっこうな狂気を醸かもし出しそうだ。




【ひびき】だ、大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと胸の中に刻み込まれてるから。

【霧夢】本当でしょうね？　はー、しかたない。それなら海より広い心の持ち主である私が有り難がたいお言葉を聞かせてあげるけど。あのさ、ひびき。……バカなの？

【ひびき】有り難いお言葉です……。

【霧夢】だってバカでしょ。チケット売りたいなら、なんでそのバンドの動画なりＰＶなり、ネットにアップしなかったのよ。それが一番宣伝効果あるに決まってるじゃない。本当に良いバンドなら、だけど。




　やっぱり、真っ先にたどり着く結論はそこだよな……。もちろん思い浮かばなかったわけなんてない。僕自身、そんな風にネットを介して人と繫つながってきたのだから。その効果の絶大さなら、誰だれよりも肌はだで理解しているつもりだ。

　なのにあえてその選せん択たく肢しから目を背そむけ続けてきたのは、霧きり夢ゆめにはまだ話していない特殊な事情が理由だ。

　はたして、それを伝えても同じ結論が返ってくるのだろうか。




【ひびき】うん、言いたいことはすごくよくわかる。でも、どうしても踏み留とどまっちゃうわけがあってさ……。実は、話してるバンドって、小学五年生の女の子三人組なんだよね……。

【霧夢】いｂｐｙ




　いｂｐｙ？　……誤送信だろうな。思いっきり取り乱させてしまったらしい。というかこれはなにやら危険な誤解が生まれつつある予感が。




【ひびき】や、違うよ!?　小学生だから惚ほれ込んだとかそういうことじゃないよ!?　いや実際すごくかわいい子たちでそのギャップに惹ひかれたところもあるんだけど断じてそれはやましい意味じゃなくて！

【霧夢】もういい喋しやべるな。うっかり手近にあるネトゲの通報ボタン押しそうになるから。




　それを押してもあまり意味は……というか違うんです本当に。通報は勘かん弁べんして下さい。




【ひびき】そうじゃないんです霧夢さん。だから、小学生だといろいろ気を遣つかわなきゃと思うところもあって。ネットだと歯に衣きぬ着せない意見とかも飛び込んでくるから。そういうのをあの子たちの眼めに触れさせるのは、どうかなって思って躊ちゆう躇ちよして、さ。




　顔を突き合わせないやりとりだからこそ、ネットの世界は時に辛しん辣らつだ。僕だけが受けるなら迷いはしなくとも、無む垢くな子どもたちを矢や面おもてに立たせるのはいよいよ身勝手がすぎるのではないかと、懸け念ねんせずにはいられない。

　だから、思いついてもネットという選択肢はずっと封印してきたのだ。




【霧夢】………………相談は、したわけ？

【ひびき】相談？

【霧夢】そのバンドの子たちに、こういう方法もあるけどって訊きいたの？　ひびきがうだうだ悩む前に、まずはそこからでしょ。まさか、してないの？

【ひびき】してない。どのみち僕の横暴で振り回すことになりそうだから……。

【霧きり夢ゆめ】あのさー。それって、失礼だよ。その子たちに。小五だよ？　赤ん坊じゃないよ？　もう自分で考えて行動できる歳としだよ。横暴かどうかを決めるのはひびきじゃない。その子たちでしょ。




　立て続けに、同じ形で諭さとされた。桜花さくらが僕に伝えたかったのも、きっと一緒だ。

　──小学生とは、何か。

　その命題に、僕はまっすぐ向き合えていなかったのかもしれない。




【霧夢】バンド続けたい、教会でライブしたいって気持ちは、一緒なのよね。

【ひびき】……うん。僕以上に、あの子たちが今の家に愛着を持っているのは確かだから。




　正まさ義よしさんに負担をかける結果になっていることは申し訳なく思っても、その一点は疑わない。潤じゆんたちの活動を続けたいという気持ちが伝わっていなかったら、僕がこんなに熱量を保ち続けていられるはずなんてなかった。




【霧夢】なら、訊きいてきなさいよ。訊いて、結論はその子たちに出させるべき。……それに、さ。ネットだって悪いところばかりじゃないでしょ？　この頼もしい霧夢さんにひびきが巡り逢あえた場所だよ？

【ひびき】はは、そうだったね。その通りだ。




　ネットに救われた僕だからこそ、ネットの『明めい』の力をもっと信じて良いいのかもしれない。そのうえで、やるべきか否いなかは三人と、三人の保護者である正義さんに委ゆだねる。そうしないことの方が、よっぽど横暴でわがままな行動だったのかも。

　……よし、胆はらは固まった。桜花と霧夢に、改めて深く感謝。

　霧夢も、口調は多少キツいけど本当にいい人だよな。なんだかんだ言って最後まで相談に乗ってくれたし。




【ひびき】ありがとう。おかげで無限ループから脱出できそうだよ。

【霧夢】ほんと、感謝しなさいよね。私の包容力に。…………と、ところで、なんだけど。

【ひびき】ん？　なに？

【霧夢】ひびきってさー。小学生は……アリ？




「ぶっ!?」

　唐とう突とつになんてことを訊くんだ……。




【ひびき】あ、アリって……そんな、小学生だからどうこうなんて思うわけないよ！

【霧きり夢ゆめ】……ふうん。それって、小学生だからダメってことはないって意味よね。そ、そっか。そーなんだ。なるほどねー。わかった。じゃ、またね。

【ひびき】え、ちょ、ま。




　なんか曲解を抱かかえたまま霧夢がログアウトしてしまった。ちゃんと弁解できなかったのが若じやつ干かん心配だ。

　それはそうと、霧夢の語る女子小学生の心境には妙な説得力が宿っていたような気がする。

　やっぱり、自称通り女の子で間違いないということかな。




　　　　♪




「おう、いんじゃね？　チビどもが賛成なら」

　次の日の練習後。正まさ義よしさん、桜花さくら、潤じゆんたち三人に全員集合してもらい意を決して打診したところ、思いの外ほかあっさり正義さんの了承を得ることができてしまった。

「むしろ、なんで最初からやろうとしなかったんだ？　ひびきＰのくせに」

「小学生ですし、人目に付くところに動画なんてアップロードして良いいものかと……」

「わりとごろごろ転がってるぞ、『小学生が演奏してみた』的な動画くらい。潤たちとどっちが上手うまいか興味あるから、俺おれわりと見てるし」

「えっ、そうなんですか!?」

「検索してみ？」

　居間のデスクトップを指さす正義さんに導かれるまま、動画サイトにそれっぽいワードを打ち込んでみると確かに何ページ分も結果が表示されてしまった。

　なんだ、あるんだ普通に……。まがりなりにもネットで音楽をやっていながらの無知に忸じく怩じたる思いだったけど、言い訳としてはなかなか『小学生』なんていう単語をキーボードで綴つづる勇気が出なかったというのもあり。

　そういう部分も含めて、過か敏びんになりすぎていたのかもしれない。防犯的な意味でも、同年代の子がプロのアイドル活動をしてたりすることを思えば御ご法はつ度とというほどではないのかな。年上が様々な危険から守ってあげなきゃいけないというのは、何かをする、しないにかかわらず同じだろうし。

「……潤、希のぞ美み、そら。三人はどう思う？」

「自信はないけど……やってみたいですっ」

「ここでバンド続けたいのは、希美たちだって同じなんだから当たり前でしょ」

「はむ。もっとお客さん呼ばなきゃだめなら、なんでもがんばるよ？」

　パソコンから離れ改めて三人と向き合い質問すると、淀よどみなくまっすぐな瞳ひとみで頷うなずきを返してもらえた。この前の売り上げ不振についてはずっと潤じゆんたちの前で話題に出すことを避けていたんだけど、みんなとっくに気付いていたみたいだ。はっきりと覚悟が決まっている様子に、僕はますます反省を深める。

　やっぱり桜花さくらと霧きり夢ゆめの言った通りなんだな。無自覚に、小学生という存在を低く見ていた。

　もっと対等に、それぞれをひとりの人間として捉とらえて良かったんだ。小学生だから──なんて色いろ眼め鏡がねは、小学生に失礼。

　僕が三人に惚ほれ込んだのは、小学生だからじゃない。惚れた相手が、たまたま小学生だった。それが何よりの証拠だろう。

「わかった。ありがとう……じゃないな。うん、みんなでいっしょに頑張ろう」

「決まりみたいね。具体的な動画のプランとかは浮かんでるの？」

　拳こぶしを握る僕に、桜花が微笑ほほえみながら首を傾かたむける。最初に間違いに気付くきっかけをくれた同級生の質問を受けて、僕は思案を次の段階に進める。よし、せっかくだからこのまま企画会議を始めさせてもらおう。

「スタジオライブは当然アップするとして、それ以外にミュージックビデオみたいなのも作ったら面白いかなと思ってるんだけど、そっちはどこでどんな風に撮れば良いいかまだ固まってなくて……」

　演奏だけを切り取っても素晴らしいバンドだと確信してるけど、ビジュアル面の可か憐れんさとのギャップもまた潤たち三人の魅み力りよくだろう。なら、別方向からのアピールも有効に違いない。

「はむ。みゅーじっくびでおは、お外で撮る？」

「そうだね。スタジオライブは室内になるから、そっちは外の方が良いかな……」

「おそと……。公園で、遊んだりするのはどうでしょう？」

「えー子どもっぽい。希のぞ美みはもっと清せい楚そな感じが良いな。お花畑でにっこり、みたいな」

「わにゃ、ごめんなさい……」

　問題は僕にその手の撮影に関する知識が皆かい無むだという点なんだけど、子どもたちも積極的に意見を聞かせてくれるおかげでおぼろげにイメージが浮かんできた。うん、潤はしょんぼりしてしまったけど無む邪じや気きに遊ぶ姿というのも良いと思うし、お花畑も王道できっとばっちりだ。

「……ふむ。なー響きよう、実は次の土日、俺おれたちみんなでキャンプ場行く予定なんだけど、なんなら響も付いてくるか？　草原とか山とか、それこそお花畑もアスレチックフィールドもあるし、撮影チャンスになるかもしれんぞ。あと……川もある」

　と、ここで正まさ義よしさんから願ってもないお誘さそいが。キャンプか。それは確かにロケーションとして最高かも。いろいろ施設も充実しているみたいだし、近所であちこち探すよりずっとみんなの負担も少なくなりそうだ。

　でも、良いいのかな。せっかく家族水入らずの予定なのにご迷惑かけちゃって……。

「響きよう！　行きましょう！」

「響にー、きてほしい。キャンプして遊ぼう？」

「撮影も精一杯がんばるので、お願いしたいですっ！　響さんと、いっしょがいいですっ！」

　そんな逡しゆん巡じゆんを、子どもたちの熱ねつ烈れつ歓迎が吹き飛ばす。希のぞ美みもそらも立ち上がって前のめりで僕の腕に触れ、普段は控えめな潤じゆんもまた意外なほど積極的な誘さそいの言葉を聞かせてくれた。

　みんな、ありがとう……。これでもなお遠えん慮りよを続けるなんて、ちょっと無理そうだ。

「すみませんが、お言葉に甘えても良いでしょうか……？」

「おう来い来い。寝泊まりの道具なら余ってるし、それに……俺おれとしても来てもらった方がいろいろ都合が良い」

「──ふ、そっか。響も来るなら、ますます気合が入るわ」

「桜花さくら……？」

　何だか約一名、妙に攻撃的な雰ふん囲い気きを醸かもし出してる方がいらっしゃるのが気になるけど。

　でも、来て欲しくないという感じではないから大だい丈じよう夫ぶ……なのかな。気合って、テントを立てたりするためのものなんだろう、きっと。恥ずかしながらキャンプ未経験なので、足手まといにならずちゃんと手伝えれば良いなあ。

「おし決まり！　週末はキャンプとビデオ撮影会！」

　正まさ義よしさんの一声で、晴れて会議は終了。もう一度お礼を告げて家路につくと、歩いているうちに待ち遠しさがどんどん膨ふくれあがる。

　キャンプか。バンド成功のための目的はもちろんとして、いつもとは違う環境でリトルウイングのみんなと交流を深められること自体もすごく楽しみだ。

　間違いなく、素敵な週末になりそうな予感。

「…………あ、しまった」

　ただ、ひとつ。乗り越えねばならない嵐あらしがあるかもしれないけど……。







「は!?　潤たちとキャンプ!?　遊園地は!?」

　危き惧ぐした通り、帰宅直後に貫ぬく井い家の天気は大荒れとなった。

「もちろん連れてくよ！　絶対に！　でも本当にごめん！　来週、来週は空あけておくから！」

　土ど下げ座ざ。ひたすら土下座。くるみと出かける日程はまだ決めてなかったのでダブルブッキングをしでかしたわけではないけど、こちらから誘っておいて先に別の予定を入れてしまったのだからこれは完全に僕が悪い。

「お兄ちゃんのヴァカ！　もういっしょにお風呂入ってあげない！」

「そんなことは言わずにどうかご慈じ悲ひを……」

　ここで『そうですか』とか、『お風呂は僕が頼んだわけじゃ……』とか口にしようものなら溶岩にガソリンを注ぐ結果になるのは目に見えているのであえて反論は放り捨てる。

　そうしてひたすら謝り続け、火急にバンドのプロモーションが必要なことを根気強く説明した結果、どうにか一応の了承を得ることはできたものの、夜が更ふけてもくるみの機嫌はずっと悪いままだった。

「小学生のビデオ撮りたいならまず私に相談しなさいよ、いくじなし！」

「や、だから僕の趣味で小学生のビデオを撮るわけでは……」

「うるさい！　ほら、さっさと髪洗って！　痛くしたら蹴けるからね！　シャンプーは二回！」

「はい……」

　幸いにしてお風呂はちゃんと一緒に入ってくれた。
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　今後に希望が膨ふくらむ予定が決まった後も、日々のバンド練習は余念なく続ける。できるだけ良いい音楽を届けるという軸の部分を疎おろそかにするわけにはいかないから、毎日が真剣勝負だ。

「うん、今日もばっちりだったよ！」

「わにゃ、よかった……」

　教会の地下にある秘密基地みたいな防音室で演奏を終えたばかりの三人に微笑ほほえみかけると、ほっとした様子の潤じゆんを皮切りに皆が満足げな表情を浮かべた。作曲のクオリティを別にすればライブ自体にはなんの不安もないから、あとはなんとかして知名度を高めるだけだ。

「それじゃ、練習はここまでにして週末の撮影について会議をしようか」

「はむ。する。寝ないでがんばる」

　提案してカーペットが敷かれた休きゆう憩けいスペースに座り込むと、ドラムセットから立ち上がったそらがほわほわと歩み寄り、僕の膝ひざを枕まくらにして横になる。もう既すでにおひるねフォーメーションだけど、決意表明を信じて好きにさせよう。

「曲、新しいの使うんでしょ？　できたの？」

　続けて希のぞ美みも潤と共にやってきて、早くも瞼まぶたを落としかけているそらのほっぺたを軽くつまみながら僕に問いかける。既に完成している曲を使う方が段取りは楽かとも思ったんだけど、インパクト重視で新曲を仕上げていこうと先日提案させてもらったのだった。

「うん。まだ仮歌なんだけど、一応は。聴きいてもらっても良いかな？」

「はいっ、聴きたいです！　えへへ、響きようさんの新しい曲、楽しみ」

　澄んだ瞳ひとみで正座する潤に照れ笑いで応じつつ、自前のポータブルプレーヤーをスピーカーに接続する。

「じゃあ、再生します」

　んん。やっぱり、新しい曲を聴いてもらうときの緊きん張ちよう感かんは何度繰り返しても薄うすれたりしないな……。至近から確かな息い吹ぶきを感じている状況だと余計に背筋が伸びる。三人は優やさしいから、ストレートな酷こく評ひようを向けられる可能性はほとんどないとわかっていても、なお。

　ボタンを押し、四分弱のプレゼンテーション。今回の曲は、ミドルテンポのポップロック……のつもり。ビート感重視のシンプルなドラムとベースに、あまりヘビーにならないようきれいな音作りを心がけたギターが絡からむ、あえて音数を少なくした素そ朴ぼくな曲調だ。歌詞がまだついてなくて、メロディはデジタルボーカルソフトの無調教『ラララ』打ちだけど、こういう雰ふん囲い気きに潤の儚はかなげなウィスパーボイスは相性抜群であるはず。三人でそのまま再現しやすいという意味でも、動画でライブ感を出すのに適しているのではないだろうか。

「……どう、かな？」

「はむ。かわいい曲。眼めがさめました」

「優しいメロディで、すうっと身体からだの中に入っていく感じがして、すごく良いと思いますっ！」

　曲が終わっておっかなびっくり尋たずねると、そらはむくりと半身を持ち上げ、潤じゆんも無む垢くに瞳ひとみを輝かせてくれる。よかった、この反応ならお世せ辞じを加味しても二人からは及第点をもらえたみたいだ。

「うん、希のぞ美みも好き。でも歌詞がないとどんな歌になるのかよくわからないじゃない。ちゃんとキャンプまでに完成させてよね？」

　いっぽう、希美は『まだ判断をしきれない』という意で人差し指を僕の前に掲げる。それももっともな意見で、全体の完成度を確かめるならば当然詞と曲がセットとなっている状態で聴きいてもらう必要がある。

　でも実は、まだ歌詞がないのは『あえて』だったりする。仕上げをサボったとか、思いつかなかったとか、そういう不ふ手て際ぎわとはまた別の理由で、勝手ながら仮歌の段階で聴いてもらったのだった。

「うん、そのことなんだけどさ。……今回の曲、歌詞は三人でつけてみないかな？」

「えっ!?　……私たち、三人でですかっ!?」

　僕の提案に、バンドメンバーたちと驚おどろきの表情を向け合ってから尋ね返す潤。

　これはビデオ撮影とは別に、前から一度頼んでみたいと思っていたことだ。繫つながりの深いバンドだからこそ、みんなの気持ちをストレートに乗せた歌を作った方が、よりいっそう心に響ひびく曲が完成するんじゃないか。そんな予感が、僕の中で自然と芽生えていた。

「で、でも。希美たち、歌詞なんて書いたこと一度もないのよ!?」

「はむ。おもしろそうだけど、うまくできるかわからない」

「難しく考えなくて大だい丈じよう夫ぶだよ。みんなで相談して、なにげなく思った言葉を集めてくれればそれで良いいんだ。もちろん詰まったりしたら、頼りないと思うけど僕も相談に乗るし。どうかな、やってみない？」

　不安に思うのももちろんわかる。それでも、何より僕自身がみんなの歌詞を見てみたいという期待を抑えきれなくて、強制にならない範囲でさらにリクエストを重ねさせてもらう。

「わにゃ。きちんと、メロディに合う言葉が私たちに見つけられるでしょうか……？」

「そこも気にしないで。もし、入りきらなかったり短かったりしたらメロディの方をいじるから。ただ、三人がふだん考えていることとか、想おもい出とかを、自由に形にしてみない？　なんていうか、写真をアルバムにまとめるような感じで」

「はむ。潤たんと、ぞみたんと、わたしの、言葉のアルバム？」

「言葉の、アルバム……。それ、なんとなく素敵な響きね」

　そらが何気なく発した一言で、顔を見合わせる希美と潤。

「ぞみ、くーちゃん。私……挑戦してみたいかも。うまくできないかもしれないけど、作ってみたい。私たちの、言葉のアルバム」

「…………うん、そうね。い、いいわ響きよう。そこまで言うなら希美たちの才能を見せつけてあげる！　……でも。ひとつ約束。もしヘンだと思ったら、正直に言って響きようが直してね、絶対に！」

　そして、嬉うれしいことに三人は決意を満面に頷うなずきを返してくれた。

「よかった、すごく嬉しいよ。……うん、もし必要なときは僕も手伝うって約束する」

　勝手にわかったようなことは言えないけど、もしかするとみんな、それぞれの気持ちを一つの形にまとめるというテーマに魅み力りよくを見いだしてくれたのかも。同じ屋根の下で暮らす家族だからこそ、そんな風にして産まれ、形に残った歌は、三人にとって掛け替えのない宝物になるはずだ。

　助言するという返事に噓うそはないけれど、なんとなく今回の作詞に僕が介入する必要はないだろうなという前向きな予感を抱いだく。みんなの純真な想おもいがぎゅっと詰まった言葉が紡つむがれたなら、余計な手直しはきっと無ぶ粋すいでしかない。

　なんだか、早くも完成が楽しみで仕方なくなってきた。変に急せかして三人を焦あせらせないように、これから常に注意していないと。







　作詞を依頼してから数日が過ぎ、いよいよ旅行が前日に迫った金曜日。

「きょ、響。……歌詞、できたんだけど。わ、笑わないでよ！　絶対に笑わないで、でも悪いところはちゃんと教えること！」

　練習前、希のぞ美みが顔を背そむけつつ僕にノートを突き出した。

「わにゃ……」

「はむ」

　潤じゆんは不安げな上うわ目め遣づかいで希美に寄り添い、そらは早く感想が聞きたくてしょうがないとばかりに背伸びして僕の反応を窺うかがっている。

「本当にありがとう。では、拝見させて頂きます」

　最大限の敬意で受け取り、示されたページに目を落とす。

「……思った通りだ。すごい、完かん璧ぺきだよ」

　そこに記されていた言葉は、期待通り……いや、期待以上の輝きを放っていた。

　韻いんを踏んだりとか、英語を織り交ぜたりとか、そういう技巧とは無縁の無む垢くなフレーズだけで構成された三人の想いは、だからこそ最短距離で僕の心の一番深いところまで突き抜ける。

「ほ、本当ですかっ!?」

「はむ。わたしもこの歌詞、好き。みんなといっしょだから、書けた」

　ほっとする潤。えっへんと胸を張るそら。

「そ、そう……。それで、良いいのね。……うん。希美たちこそ、ありがとう。歌詞書くの、思ってたよりずっと楽しかった。良いものができたかはわからなかったけど、やって良かった」

　希美も照れくさそうに頰ほおを染めながら、提案させてもらった立場として冥みよう利りに尽きる言葉を聞かせてくれる。

　うん、すごく順調だ。あとは動画と合わせて三人の魅み力りよくを余すことなく届けられれば、必ずたくさんの人が注目してくれるはず。

　確かな実感を胸に、いざ大切なミッションを孕はらんだキャンプ旅行へ。

　期待と、同行させてもらえる感謝がとめどなく興奮を生み、この日の夜はなかなか寝付くことができなかった。




　　　　♪




「うん。撮影日和びより、かな」

　翌日の天気は晴れと曇くもりの中間くらい。梅雨つゆの真っ只ただ中なかだから雲ひとつない快晴とまではいかなかったけど、週明けまで雨の心配はほとんどないようだ。時期を考えればかなり恵まれた空模様だと思う。

　良いい流れの中にあることを確信しながら、むくれるくるみに最後のお詫わびを告げてリトルウイングへ。

「おはようございます！　すみませんが、二日間お世話になります！」

「おう、来たな響きよう！　わはは、他人行ぎよう儀ぎな挨あい拶さつはやめろって。こっちとしてもしっかり役立ってもらうつもりなんだからな！」

　到着すると、門前に停とめられたワゴン車に総出で積み荷が行われている真っ最中だった。少し遅くなってしまったかと申し訳なく感じながら手伝いに加わる僕の背中を、軽快にバシバシ叩たたく正まさ義よしさん。

　リトルウイングの男手は普段一人だけだから、力仕事で難儀することがあるのかもしれない。よし、可能な限りサポートを務めてみせるぞ。……筋力にはまったく自信ないけれど。

「響さん、おはようございますっ！　えへへ、楽しみですね」

　密ひそかな決意に燃える僕に、潤じゆんが礼儀正しくぺこりと頭を下げた。いつも以上に表情がキラキラしていて、見ているだけで幸せな気分になってくる。キュロットスカートと白いシャツという、普段よりアクティブな出いで立ちもなんだか新鮮で目を惹ひかれた。
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　希のぞ美みもそらもよく似た服に身を包み、うきうきと互いに日焼け止めを塗り合っている。

「うん！　本当に待ち遠しいよ。それにしてもみんな、キャンプ大好きだったんだね。知らなかったよ」

　しみじみと、受けた印象をそのまま口にする僕。

「え、ぜんぜん好きじゃないわよ？」

　しかし、返ってきたのは希美の怪け訝げんそうな顔だった。そらもきょとんと首をかしげている。

「……あれ？　そ、そうなの？　思ってたよりずっとアウトドア派なのかと」

　仕方なく付いていく、という雰ふん囲い気きには全然見えない気がするんだけど、照れ隠しか何かで否定しているわけでもなさそうだ。どういうことだろう。

「普段のキャンプは、もううんざり」

「で、でも今回は、響きようさんがいっしょなので」

「はむ。響にーといっしょなら、ぜったいに楽しい」

　予期せぬ言葉に、胸の奥がじーんと熱くなった。

「み、みんな……。本当にありがとう」

　そこまで僕のことを、慕ってくれていたなんて。幸せすぎて天に召されそうだ。教会の前だからあながち冗談でもなくこのまま嬉き死ししてしまうのではないかと心配になる。

「な、言ったろ。みんなお前が来てくれることは大歓迎なんだって。……おし、荷物は全部積んだな」

　肩を抱だいて下さる正まさ義よしさんに、再度の感謝を込めてお辞じ儀ぎ。ダメだ、まだ死ねない。恩を返すために、この旅行を全力で楽しみながら役目を全まつとうしよう。

「おーい桜花さくら、そろそろ出発するぞ！　いつまで厚化粧してんだ！」

『──化粧じゃない！　スキンケア！　響の前でヘンなこと言うなあほマスター！　今行くってば！』

「わはは、色気づきおって」

　決意に燃える僕と並んだまま、正まさ義よしさんがリトルウイングの居住スペースに向けて大声でひどいことを叫ぶ。すぐさま桜花さくらが応じて、ちょっと不機嫌そうに家の鍵かぎを振り回しながら早足でこちらにやって来た。

「おはよ、響きよう。……化粧とかしてないから。すっぴんだから」

「あはは……。疑ってないよ、もちろん」

　そして僕の鼻先に指を突きつけ、くっきりした大きな瞳ひとみで睨にらみを利きかせる。距離の近さにドキドキしてしまったけれど、桜花に化粧っ気がないのは確かだと思う。普段から、制服は着き崩くずしていても顔には何もしていない……というか、何もする必要がないんだろうなと密ひそかに思っていたし。本人の言う通り、紫外線対策とかその辺に時間がかかっていたのだろう。

「桜花、そういう服もすごく似合うね。かっこいい」

「うぇ!?　そ、そうかな……」

　それはさておき、今日の桜花はいつになくボーイッシュだ。夏用のキャスケットを目ま深ぶかに被かぶり、上は黒のポロシャツ、下はカーキ色のクロップドパンツにスニーカー。そのまま男性用に流用できそうなものばかりなのに、不思議とチャーミングさが強調されている。

「うんうん。元が完かん璧ぺきだから、なにを着ても素敵なんだろうなあ」

「……よ、余計なこと言わなくて良いいし！　さっさと出発するし！」

　見つめ続けたせいか、桜花は少し頰ほおを赤らめて踵きびすを返してしまった。……怒らせちゃったかな。手放しに褒ほめすぎて噓うそくさく聞こえたのかも。もちろん本心なんだけど、コミュニケーション慣れしてない元引きこもりなので加減がよくわからないのだった。

「……ねー響。桜花だけじゃなくて、希のぞ美みたちにも言うことないの？」

「あっ、ごめん！　三人ともとってもかわいいよ、その服！　ずっと思ってたのに口に出してなかったね、そういえば」

「ふ、ふん。それなら良いんだけど………………えへ」

「や、やったねぞみ、くーちゃんっ。響さんが、響さんがかわいいって……！」

「はむ。みんなで選んだんだよ？　響にーが好きなら、わたしたちももっと好きになる」

　希美と潤じゆんとそらの場合はしっかり褒めた方が喜んでもらえるし、くるみも同じだから届けるべき言葉は年とし頃ごろによってまた違うのだろうか。生きることが日々是これ勉強だ。

「おっし、みんな乗ったな～？　そんじゃ発進！」

　いろいろ考えてしまったりもしつつ、全員で車に乗り込み一泊二日のキャンプ旅行が幕を開ける。運転手は言わずもがなの正義さんで、中列に僕と桜花が並び、子どもたち三人が後列。助手席が空あく形になるのは申し訳ないなとも思ったんだけど、『余計な気はつかわんでガキ同士で盛り上がってろ』と言って頂き、有り難がたくもこの配置に。

「くー」

「……わにゃ」

「すぅ……すぅ……」

　出発してから一時間くらいはみんなでゲームをしたり大盛り上がりだったものの、まずそらがうとうとしはじめて、つられるように潤じゆんと希のぞ美みも自然と夢の中へ。もしかしたら、三人とも僕と同じく昨日の夜はなかなか寝付けなかったのかも。キャンプはあまり好きじゃないと言っていた希美の言葉が多少引っかかるけれど、きっとそんな気がする。

「三人ともかわいいなあ」

「…………ロリコン」

　ついつい振り返って寝顔に見とれてしまっていると、桜花さくらに心外なことを言われた。かわいいものを素直にかわいいと言わせてもらえないこんな世の中じゃ。

「ポイズン」

「へ？」

「なんでもない。……ところで桜花はキャンプ好きなの？」

　ふと気になって尋たずねてみる。意外、というと失礼かもしれないけど、今日の旅行に対してまったく難色を示す様子がなかったことに実は多少『そうなんだ』という感覚があった。むしろ子どもたち以上に、アウトドアから遠いイメージを持っていたんだけど（誰だれより遠いのが自分自身だというのはもちろん承知の上）。

「んー。好きとか嫌いとか、そういう感情からは、もう離れちゃってるかな」

「感情が、離れちゃってる？」

「うん。……遊びじゃないしね」

「…………桜花？」

　またしても急に、桜花の双そう眸ぼうから攻撃的なオーラが滲にじみ出てきたような。

　ええと。ただのキャンプ……なんだよね？　この旅行って。

　いや、もちろんビデオ撮影というミッションを成し遂とげなきゃいけないことはちゃんと意識している。遊びじゃない、というのはそのことだろうか。でも会話の流れからしてちょっと違うような気もするし……。

「おーい、海見えるぞ！　一いつ瞬しゆんだけど！」

「あ、すごい！」

　混乱に苛さいなまれていたところに正まさ義よしさんの声が響ひびき、はっと顔を上げれば窓の外には山と山に囲まれた紺こん碧ぺきの大おお海うな原ばらが。吸い込まれそうな絶景だなあ……。僕たちの暮らす街は沿岸寄りで、その気になれば家から海まで自力でたどり着けるんだけど、今までは個人的にあまり縁のない場所だったので恥ずかしながら物珍しさを感じてしまった。

「そうだ、響きよう。今度は海にも行こうよ。いっしょに」

「えっ!?」

「……嫌いや？」

「そ、そんなわけないよ！　は、はいよろこんで！」

　唐とう突とつな桜花さくらのお誘さそいに、声を裏返しながらどこかのマニュアルに載っていそうな返事をしてしまう。……嬉うれしい。もちろんとてつもなく嬉しい。

　けど、海か。僕、泳げるのかな……。それ以上に、水着とか着た記き憶おくがないし。

　水着……。海……桜花……水着………………だ、ダメだ！　不ふ埒らちなことを考えるな！

「……はむ。うーみー」

　僕が邪じや念ねんを振り払っているうちに、気付けば眼めを醒さましていたそらが窓にぺとりと額を押しつけ、澄んだ瞳ひとみを外に向けていた。

「そら、海好きなの？」

「なんだか、落ち着く」

　どこか儚はかなげな雰ふん囲い気きを宿しながら、頷うなずくそら。

　ん、そういえば。確かそらの姓せいの『金かね城しろ』って、沖おき縄なわとかあっちの方に多い名字じゃなかったっけ。

　なにか、関係あるのかな。

　……って、やめやめ。そういう詮せん索さくは必要ない。みんなは、リトルウイングの家族。僕にとっては、それだけで充分だ。

　よし、何か違うことを考えよう。

　海。そら。海。水着。

　そらって白い水着とか似合いそうだよな。すごくかわいいだろうな。

「…………ぐ」

「どしたの、響きよう？」

「ちょっと、自己嫌けん悪おが……」

　なんだって僕は、そらの水着姿を想像してにやついてしまったのだろう。

　これじゃポイズンできないぞ……最低だ。

　紳士にあるまじき俗なる感情を消し去り、密ひそかに神様へ懺ざん悔げ。

「響にー。どこか、痛い？」

「わ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなんでもないよ！」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしてたせいだろうか。心配してくれたそらがするりと座席を乗り越え、僕と向き合う形で太ももに腰を下ろした。かっと顔が熱くなるのを感じつつ、善意での行動を邪険にするわけにもいかず。

「っと、危ない……！」

「はむ。ありがとう響にー。だっこだっこ」

　しかも車が山道に入って揺れが激しくなったので、そらの身の安全を第一に考え、そっと腰を支えてやることに。

「……ロリコン」

　ポイズン……できない。ぷいとそっぽを向き窓に片かた肘ひじを突く桜花さくらに、弁解の言葉を用意しそこねる僕であった。

　ロリコン、なのかなあ。かわいいものは誰だれから見てもかわいいと思うんだけどなぁ……。

　だんだん、自分で自分がわからなくなってくる。

「ふわぁ。……あっ、くーちゃんずるいよ！」

「……んん？　こ、こら！　なにひとりで響きようのことセンリョーしてるの！」

　深い人生の悩みに苛さいなまれていた最さ中なか、潤じゆんと希のぞ美みも眼めを醒さまし、そらの体勢を見るや二人も身を乗り出してくる。

「べ、べつに希美はそんなに興味ないけど……不平等はよくないわ！　ほ、ほら潤！　希美たちも前に行くわよ！」

「わ、わにゃ。三人いっぺんだと響さんにご迷惑かも……。あう、でもでも、羨うらやましい……」

　そして状況はさらなるカオスに突入。一人掛けのシートに身を押し込むように、子どもたち三人がそろって僕の身体からだにしがみついてきた。

「ちょっとこら！　やめなさい！　車揺れるから危ないでしょ！　潤も希美もそらもちゃんと座ってシートベルト！」

　身じろぎひとつできず困り果てていたところで、桜花が助け船を出してくれた。全員を強引に後部座席へ戻し、呆あきれ顔で腕組みをするみんなのお姉さんに、密ひそかな感謝を募らせる。

　いや、もちろんスキンシップをはかってもらえたことはこの上なく嬉うれしかったんだけど。

「はむ。さくねー、てきびしい」

「嫉しつ妬とよ嫉妬。高校生のくせにオトナゲないわ」

「えっと。……さくちゃんも、響さんに抱だいてもらいたかった？」

「ぶっ!?　ちちち違うわよそんなわけないでしょ！　だだ、誰がっ……！」

　不平を漏もらす三人に対し、顔を真まっ赤かにする桜花。というか潤、その言い方はなんとなく語ご弊へいが……。言葉のアヤとはいえ桜花に対し非常に申し訳ない気持ちになる。

「ああ、もうっ！」

　ぷっくり頰ほおを膨ふくらませ、自分の席の上で体育座りになる桜花。

　こ、こういう時、僕はなにを口にすればいいんだろう。

　たぶん、なにも口にすべきではないのだろう。経験上、そう結論づける。大事なことは、全部くるみが教えてくれました。




　　　　♪




「おっしゃ、着いたぞ～。お前らやけに大盛り上がりだったなー、わはは」

　しばらくして、森が開けたところで正まさ義よしさんは車を駐とめる。路程の終盤は一眠りした子どもたちが元気を取り戻したいっぽう、反比例するように僕と桜花さくらは微妙に会話が途切れがちだったので、到着と同時に図らずもほっと溜ため息いきを漏もらしてしまった。

「さて、と。まずはテントの設営ね」

「了解。恥ずかしながら知識はないけど、手伝えることはどんどん言いつけて」

「うん、ありがと。マスターが手続きから戻って来る前に、とりあえず荷下ろしだけ終わらせちゃおっか」

「わかった」

　てきぱきとした桜花の指示に従い、大物を優先してトランクから用具を出す。

「くーちゃん、ポールの反対側、持ってもらっても良いいかな？」

「はむ。おまかせ」

「うぇ、マスター缶ビール積み過ぎ……。これは責任持って自分で運ばせましょ」

　潤じゆんもそらも希のぞ美みもすごく手慣れていて、リトルウイングのみんなにとってキャンプは恒こう例れいイベントのひとつなんだなということが肌はだで伝わってきた。

「おっし、テント出来上がり！」

　間もなく宿泊手続きを終えた正義さんも加わって、木々に囲まれた草原の一角に今夜の宿が完成する。確かに力仕事もあるにはあったけど、みんなのチームワークが抜群で想像よりずっと早く、ずっと楽に作業が終わってしまった。正直なところ、僕が加わったことで時間短縮に繫つながったかどうか、まったく自信が持てない。

　やっぱり、気き遣づかいで『来てくれると助かる』って言ってもらえたのかな。だとしてもすごく嬉うれしいのに変わりはないんだけど、少し恐縮も覚えてしまう。

「すみません、あんまりお役に立てなく……」

　複雑な心境で、僕は肩をすぼめつつ正義さんと桜花の方を向く。

「……え？」




　──すると、そこには二人の修しゆ羅らが居いた。




「そんじゃ、早速戦闘開始と参りますか……！」

「ふ。いい年なんだし、気張らなくて良いわよ。大物は、あたしが仕留めてあげるから」

　いや。並んで佇たたずんでいるのは、確かに正義さんと桜花だ。

　でも、何かが違う。オーラが、違う。

　正義さんはいつの間にか濃い色のサングラスをかけ、足あし許もとは宇宙空間でも耐えられそうに見えるくらい重厚なブーツに変わっている。桜花は先ほどまで穿はいていたクロップドパンツを脱ぎ捨て、さらに短いボロボロのデニム姿に。靴くつは同じく異様なほどの重装備だ。

「抜かせ。誰だれが桜花さくらに俺おれの神かみ業わざを授けてやったと思ってる」

「は、神業？　初歩の初歩だけでしょ。あたしのテクは、あたしで完成させた」

　そして、もうひとつ。二人に共通する装備。

　漆しつ黒こくの、鋭く先の尖とがった、天を突くほどの暴力的な長さを誇る──。

「…………釣つり、竿ざお？」

　間の抜けた声を漏もらしてしまった僕に、桜花は呆あきれ混じりで半眼を向ける。

「ロッドと言いなさい。ファイトは優ゆう雅がに。優雅さはまずイメージから、よ」

「け、なにがロッドだ。釣り竿は釣り竿だろうがよ。なんだって俺に逆らってルアーマンになんて成り下がったかね、お前は」

「成り下がった？　成り上がったの聞き間違いよね？　その日のパターンを読み取って、ベイトにマッチした仕掛けを打ち込み、ターゲットを一いち網もう打だ尽じんにする。この柔軟性と戦略性、餌えさ師しにはたどり着けない領域だわ」

「餌えさ釣づりの序の序も学ぶ前から鞍くら替がえしといて知ったかで語るんじゃねぇ。本音は虫が怖くて触りたくないだけだろうがどうせ」

「怖くないし！　ワームなら余裕で触れるし！」

「切れた輪ゴムだろうがあんなもん！」

「あれが輪ゴムに見えるんなら次の誕生日プレゼントは老眼鏡だわね！　だいたい今日マスターが付けてるの、毛け針ばりじゃないの！」

「毛針は餌釣りのトモダチだ！」

「屁へ理り屈くつにも程ほどがある！　ならスプーンだって餌釣りになるでしょ！」

「ならねーよ！　魚もなにが悲しくて金属片で命奪うばわれなきゃいけねーんだ！　戦場かよ！」

「そうよ戦場よ！　敬意と信念とカルマを抱かかえて、あたしは尊とうとい命を頂きに行く！」

　一いつ瞬しゆんたりとも会話に加わる隙すきを与えず、意味のわからない単語を喧けん々けん囂ごう々ごうと応おう酬しゆうさせながらどこかへ歩み去って行こうとする二人。

「あ、あの……。正義さん、桜花……？」

「あ、ごめんね響きよう！　あたしたち、ちょっと釣りに行ってくるから。晩ご飯は期待しておいて。イワナとヤマメをたっぷり食べさせてあげる！」

「やー、マジで響が来てくれて助かったわ。普段はチビどもから目を離せないから管かん釣つりのニジマスしか手を出せなかったんだけど、おかげで今日は上流まで行けるぜ！　ほんじゃ戻ってくるまでビデオ撮るなり遊ぶなり好きにしててくれ。危ないとこには行くなよ～」

　おろおろと呼びかければ、二人は思い出したように振り返って一瞬笑顔を覗のぞかせ、かと思えばすぐに口げんかに復帰してしまう。……本気で、僕たちのこと忘れかけていたような。

「どう？　なんとなくわかった？　希のぞ美みたちがあんまりキャンプ好きじゃないって言ったわけ」

　隣となりに立ち、やれやれと項うな垂だれる希美。……うん。すごく、よくわかった。

「はむ。釣つれても釣れなくても、マスターとさくねーはいつもけんか。わたしたちは、釣りが終わるまで遊べない」

「そっか……。一緒に釣ったりとかは？」

「絶対嫌いや。空気が重すぎ。希のぞ美みたち三人だけでしりとりでもしてた方がマシ」

　尋たずねると、希美とそらは激しく首を振って全否定。さっきの口論で惨さん状じようが想像できてしまったから、僕ももうそれ以上は何も言えなかった。

「で、でも今日は本当に楽しみだったんですっ！　響きようさんが、私たちといっしょにいてくださるから……」

　なるほど、ちょっと熱ねつ烈れつすぎるとまで感じた歓迎の理由はそこだったか……。むしろ合が点てんがいってすごくすっきりした。

「響にー、遊ぼう？　すぐに撮影でもいいよ？　なんでもいいから、楽しいこと、しよう？」

　切実に訴えかけるそらの眼めを見て、僕は初めてこの子たちに対し『かわいそう』という感情を抱いだいた。

「うん、そうしよう」

　任せて。みんなのことは、責任を持って面倒を見るから……！

　それにしても。

　正まさ義よしさんはそんなにイメージから外れるわけではないけど、桜花さくらも釣りキ……フィッシング愛好家だったとは。またひとつ、意外な一面を知ってしまった。

「ところで『管かん釣つり』って？」

「管理釣り場。キャンプ場で、ニジマスを放流してる小川が近くにあるの。そこなら子どもでも安全だけど……行かないわよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。訊きいてみただけ」

　答えてくれた希美も、潤じゆんもそらもかなり釣りに対し警戒心が高まっているようだ。興味のない人に情熱を振りまきすぎるとドン引きされるという実例をはっきり見た。

　僕も、音楽に関しては気をつけないとな……。







　皆と軽く相談して、時間切れで撮影できなくなるよりはと早速プロモーションビデオの作成を始めることにした。

　といっても、コンセプトは三人の繫つながりの深さを何気ない風景から醸かもし出せれば、という感じなので、僕がビデオを回し続けること以外は特別何かを求めるわけじゃない。

　それこそ、保護者になったつもりでありのままを記録し、あとから良いいシーンをピックアップすれば狙ねらい通りの動画が完成するはずだ。

「響さん、本当にただ遊んでいるだけで良いんですか？」

「うん、楽しんでるところも絶対必要になるから、まずはカメラを意識しないで自由にしてて欲しいんだ」

　父親から拝借したハンドカメラを構えつつ、遠えん慮りよがちな潤じゆんににっこり微笑ほほえむ。くるみの小学校入学の時に新調したはいいけど次第に両親とも仕事が猛もう烈れつに忙しくなって、今ではほとんど出番がなくなった我が家お蔵くら入りのアイテムなので、ありがたいことに二つ返事で貸してもらえた。型かた番ばんは古めでも画質はかなり良く感じたから、もしかするとけっこう良い品なのかも。

　操作方法もしっかり予習してきたので問題なし。ちなみに試し撮りの被写体はくるみ。『めんどくさいなー』と言いつつ、わりと自由に撮影させてくれたので本当に優やさしい妹だ。突然水着に着替えてきたときはどうしようかと思ったけど。断ると機嫌悪くなりそうだったので撮ったけど。この旅行を渋しぶ々しぶ許してもらっている身だけに、しばらく『ノー』は口にしづらい。

「うん、響きようもそう言ってくれてるんだし、遊びに行きましょ！　最初はどこにしよっか？」

「はむ。わたし、アスレチックしたい」

「良いいわね、希のぞ美みも賛成！」

「わにゃ、全部クリアできると良いな……」

　そらの提案で行き先も決まったみたいなので、案内してもらいつつ早速カメラの録画ボタンを押す。どこにどんな名シーンが転がっているかわからないから、一いつ瞬しゆんたりとも気が抜けない。

　しかしほんと、三人とも可愛かわいらしい。こうしてフレームを通して見ると、それだけで新鮮な感動がある。

　……ロリコン、なのかな。

　否いな！　信念を曲げちゃダメだ！　かわいいは世界の共通項！　かわいいは正義！　胸を張るんだ！

　心の揺らぎが手ブレに繫つながらないよう細心の注意を払いながら、広大なキャンプ場内を歩くこと五分ほど。生け垣がきで作った迷路とか、浅い池の間に張り巡らされた滑かつ車しやとか。手の込んだ遊具がたくさん並ぶ広場に到着した。なるほど、これはいかにも子ども心をくすぐりそうだ。

　隠さず言えば、僕もちょっとだけ遊んでみたいくらいだし。もちろん本日は任務があるので撮影に徹てつするけれども。

「最初は……ロープの塔に登りましょ！　先に頂上まで行ったら優勝！　はいスタート！」

「ふぇ!?　ず、ずるいよぞみ～！」

「ぞみたん、ふらいんぐ」

　不意に駆け出した希美を追い、潤とそらも足取りを速める。僕はいったん先回りして、複雑にロープが絡からんだピラミッドの斜め下に立つ。この位置だと逆光でハレーションが起こる可能性もあるけど、もしかしたらそれがかえって面白い映像効果になるかも。

「ほらほら、潤もそらも早く～！」

「うう、これ以上高いところはやっぱり怖いなあ……」

「はむ。ゆらゆら揺れると、眠くなってくる」

　夢中になって、普段より子どもらしい無む邪じや気きさを覗のぞかせる希のぞ美み。怖がりながらも、一歩一歩上を目指す頑張り屋さんの潤じゆん。いつでも変わらずマイペースなそら。三人が三人とも良いい表情を見せてくれて、いきなり撮れ高は最高潮だ。

「ぷらーん。見て見て響きようにー。だいこんのなる木」

　ついカメラを持つ手に力が入ってしまう僕に呼びかけ、網あみ目めの間から両足を落とすそら。

「あはは、そらの足は大だい根こんって感じじゃないけどね」

　ほっそりと綺き麗れいなラインは、根菜のイメージとはあまり重ならないかな。色白なところだけは、多少シンクロしているかもしれないけど。

　さておき、これも魅み力りよくたっぷりなシーン。しっかりとカメラに記録しておかないと。

「……う!?」

　そう思ってズームボタンを押してしまったことを、深く後こう悔かい。

　し、しまった。よく見るとロープでそらのキュロットスカートがたくし上がって、内うち股またから別の色の布がちらりと……いや断じてよく見てないけど！

　慌あわててズームアウト！　で、でも……録画してしまった。おそらく……いや確実に。

　まずい。この動画、単純所持してるだけで末期的によろしくないことになってしまうのでは……。

　無論、後々問題の箇か所しよはデータの欠片かけらも残さず消去せねばと誓いを立ててもなお、手に持つカメラが突とつ如じよとして重みを増したようにずっしりと心身にのし掛かってくる。

　こ、この先も要注意だ。別の意味でどこにどんなシーンが転がっているかわからないから、別の意味で一いつ瞬しゆんたりとも気が抜けない……。




　　　　♪




　一通りアスレチックを堪たん能のうする子どもたちを見守った後は、希美のリクエストでお花畑のある区画に移動する。

「おお、綺麗だね！」

「でしょでしょ！　ここ、お気に入りなの」

　感かん嘆たんの声を上げる僕の一歩前に躍り出て、両手を広げながらくるりと一回転する希美。なんとなく高貴な印象の顔立ちをしている子だから、一面の花をバックにするとひときわ魅力が引き立つような感じがする。

「よかった、満開だねっ」

「ちょうちょさんも、たくさん」

　もちろん潤とそらも花畑との相性は最高。ここでも良い画えが撮れること請うけ合いだ。

「これ、なんて名前の花かな？」

「ゼラニウムよ。センテッドゼラニウム。八月になるとひまわりがいっぱい咲くところもあるけど、今の季節はここがいちばん綺き麗れいなの」

「ゼラニウムか。名前だけは聞いたことあるよ。希のぞ美み、花に詳しいんだね」

「うん。お花、大好き。今年の夏休みはね、何かお花を育てて栽さい培ばい日記を付けようと思ってるの。アサガオとかじゃなくて、もっと珍しいやつ。アサガオも好きだけど」

　何気なく質問すると、希美が嬉うれしそうに答えてくれた。きらきらした表情から本当に花が好きなんだなと伝わってきて、ますます微笑ほほえましさが膨ふくらむ。

　……夏休みか。その頃ころもこうして、みんなと楽しく過ごしていたい。だからこそ、今やれることを全力投球で頑張らないと。

「みんな、もっと近くで見ましょ！」

「うんっ。……えへへ、もう良いい香りがする」

「はむ。おひるねしたくなる香り」

　ここでも希美が先頭に立って、二人を引き連れていく。人が大勢いたりするとけっこう緊きん張ちようするタイプらしくて、一転控えめになってしまうこともある子だけど、こうしてリーダーシップを発揮している時が一番自然な面持ちをしているんじゃないかな。

　はは。なんて、知った風な口をきくのもおこがましいか。

「よし、撮影再開だ」

　カメラの電源を入れ直し、遅れて僕も白とピンクのコントラストの中へ。色鮮やかな花と小学生の競演を形に残すべく、つかず離れずで三人の姿を見守る。

「わにゃ……」

　しゃがみ込み、胸いっぱいに香気を吸い込む潤じゆん。ぽわんと幸せそうに頰ほおを緩ゆるめる様子は、普段だとなかなか拝むことのできない柔らかさに溢あふれている。このシーンは高確率で採用かな。

「響きようにー。ちょうちょさんと、合体」

「すごい……！　そら、少しだけそのままでお願い」

　かと思えば、今度はそらの鼻の上にモンシロチョウが止まるという奇跡が。これは創つくり出そうと思って創り出せる絵え面づらじゃないので本当にラッキーだ。少しむず痒がゆそうに瞼まぶたを震ふるわせているところまで含めて、非常にチャーミングで感動すら覚える愛いとおしさだった。

　すごいぞ、お花畑。撮影を始めた矢先から、名場面のオンパレードじゃないか。

　それに、ここなら大して起伏もないのでアスレチックみたいなハプニングは起こらないだろうし。そういう意味でも、安心してじっくりビデオを回し続けられる。

「──きゃ、きゃああっ!?」

「え!?」

　と、油断してしまった直後、響ひびき渡る希美の悲鳴。な、何かトラブルか!?

「大だい丈じよう夫ぶ!?　どうしたの!?」

　大わらわで駆け寄って、状況把は握あくに努める僕。

「た、助けて響きようっ！　ハ……ハチが！　ハチが服の中に入っちゃったのおっ！」

「えっ……な!?　の、希のぞ美み！　ちょ、ちょっ、待っ!?」

「お願い、出して！　早く、早く出してええええええっ！」

　次の瞬しゆん間かん、希美は眼めを逸そらす間も与えずに上着のボタンを二つ外し、僕の眼の前でガバッと襟えり口ぐちをお開きになられたのであった……！

　だ、出してって、服の中に手を入れて蜂はちを追い立ててくれということだよな。それはいろいろと問題が……。で、でも刺されたりしたら可か哀わい相そうだし、もし毒の強い種類だったら病院に行かなくちゃダメになるかも。
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　んん、ここは緊きん急きゆう事態としてやむなしか！

「わ、わかった。ちょっと待ってて！」

　覚悟を固め、背はい徳とく感かんを振り払いつつシャツの中へ右手を忍び込ませる。希美は三人の中では発育の良いい方で、さりとて小五だからまだ女性特有の下着を身に着ける段階には達しておらず、上半身の布陣はある意味いちばん無防備な時期とも言えた。

　……いや、別にもっと平へい坦たんだったり、逆に下着の砦とりでがあったりしたら攻め込みやすいというわけではないんだけど、どうにも心理的に。

「…………こ、このへん？」

「ち、違うの……！　そこじゃなくて、もっと、お、奥の方まで……！」

　無茶を言う希のぞ美みさん。必死になる気持ちはよくわかるものの、これ以上進撃すると肌はだと肌との接触はもはや避けようもない。

　しかし、ここまでやらかしておいて助けてあげられなかったら、なにもしない方がマシだったとも言えるわけで。……行くしか、ないのか。

　よし、腹をくくろう。まずは希美の身の安全を第一に。犯した罪は後から誠心誠意償つぐなうしかない。

「わ、わかった……！　入れるよ、希美……！」

「早く、早くうっ……！」

　涙目に頷うなずき、僕はじっくり、ゆっくりと希美に挿さしこんだ自らの身体からだの一部を前へと──

「……あ」

「響きよう……？　出た、の？」

　ほんの幽かすかに進めた瞬しゆん間かん、小さなミツバチが悠ゆう々ゆうと襟えりから飛び立っていった。

　……ふぅ。よかった、大事なくて。あの蜂はちなら相当な無茶をしなければ刺されることはなかったような気がするけど、なんにせよこれで危機は回避できた。

「うん。もう大だい丈じよう夫ぶだよ、希美」

「ほっ。よ、よかったぁ。えへへ、ありがとう響」

　にっこり笑いかけると、希美もようやく安あん堵どしてはにかみながら視線を下げる。

「……っ!?」

　そして、自分の胸元に僕の手が入りこんでいる光景を目に留めるや、ようやく構図的問題に気がついてみるみるうちに顔を真まっ赤かに……っていうかしまった！　僕は僕で、どうしてすぐに抜こうとしなかったんだ!?

「ひゃ、ひゃうううっ!?」

「ご、ごごごごごごめんっ！　本当にごめんっ！」

　瞬速でしゃがみ、胸をぎゅっと抱だき寄せる希美を前にして、申し訳なさで木こっ端ぱ微み塵じんにはじけ飛びそうになる。ど、どうしよう。切腹すべきだろうか。

「うう、ううううう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　真っ赤になって涙目でこちらを睨にらみつつも、自分から頼んだという手前か言葉が出てこない様子の希美。怒って良いいと思います……。与える被害を最小限に留とどめられなかったのは僕の責任です……。

　さすがに学習したので録画は停止してあったから、映像に残ってしまったわけではないけど、そういう問題じゃないよな。

　というか、もし女子小学生の胸元に手を突っ込んでる証拠動画が記録されていたら、いよいよもって釈明不能だ。




　　　　♪




　ミスは別問題として、着々と集まっていく動画の素材。

　このご時世、たとえ健全な目的でも小学生の撮影は社会的生命を賭かける覚悟が必要であることを学びつつ、次なるロケーションを求めて再び四人で移動を開始する。

「希のぞ美み、本当に申し訳ない……」

「も、もう良いいってば。お願いしたのは希美なんだし。それより、思い出しちゃうからこれ以上話題にするの禁止っ」

「わ、わかった。……ありがとう」

「こ、こっちこそ……助けてくれてありがと」

　幸いにして、通報にも告こく訴そにも踏み切らない意向を示して頂けたので、僕の生活はすんでのところで日常につなぎ止められた。その優やさしさに感謝しつつ、心の中だけでもう一度反省の念を刻み込んでおく。

　もう二度と、けしからん状況は作り出さないぞ。故意偶然に関かかわりなく、絶対に……！

「ぞみ、ハチさんに刺されなくて良かったねっ」

「はむ。ききいっぱつ。……響きようにー。こんどはどこに行く？」

「うーん。みんなの行きたい場所で良いけど、少し静かなところとかがあればそういう雰ふん囲い気きでも撮ってみたいかな」

　希美を励はげましつつ、僕に次なる目的地を尋たずねてくれる潤じゆんとそら。ここまでは華はなやかな画えが多く集まったから、落ち着いた場所でしっとりしたムードを演出するとアクセントになるかもしれない。

「それなら……。森の中に遊歩道がありますけど、行ってみますかっ？」

「あ、それは良いかも。危なくなければだけど」

「あぶなくないよ。わたしたちだけでも、おさんぽしていいところ」

　だとすれば持ってこいだ。よし、お言葉に甘えて案内してもらおう。

「みんなが先に行きたい場所とかがなければ、ぜひお願いします」

「いいわ、少しゆっくりしましょう」

　希美からも賛成してもらえたので、行き先決定。一度テントの近くまで戻って、さらに森の奥の方へと進む。

　遊歩道の始まりを示す立て看板に沿って木陰に入ると、一気に体感温度が下がった。すごく良い気持ちだ。木こ漏もれ日がキラキラと美しいし、踏み固められた土の上はとても歩きやすい。今までとは趣おもむきの違うシーンが撮れそうな予感に、疲れも吹き飛んだ。

「じゃあ、また撮影させてもらうね。今まで通りカメラは意識しないで、みんなのペースで歩いてくれれば良いいから」

「はむ。のんびりおさんぽ」

　カメラを掲げ、三人の数歩後ろを追従。そらは普段に比べて眠たげな表情を覗のぞかせることは少ないし、希のぞ美みも手を後ろに組んでリズミカルに足を送り出している。撮影をあまり負担に感じず散策を楽しんでくれているのが伝わって、僕の中でもますます皆と静かな時間を共有できる喜びが溢あふれてきた。

「……あれ？」

　そう思った直後、異変に気付く。

「わにゃ……」

　二人と違って、潤じゆんだけが妙にそわそわと落ち着かない仕草を垣かい間ま見せているのだ。

　どうしたんだろう。ついさっきまでは元気そうだったのに、なんだか足取りも重くて、ほとんど口を開くこともなくなってしまっている。

「潤、具合……悪い？」

「い、いえっ！　そんなことはないですよっ!?　え、えへへへへ……」

　心配になって尋たずねてみると笑顔で両手を振ってもらえたけど、ぎこちない印象は拭ぬぐえない。

「……はうぅ」

　しかも、ほとんど間を置かずまたもじもじと歩幅を狭せばめてしまったし。絶対に、何かしら不調を抱かかえているとしか思えなかった。

「お願いだから、隠さないで。撮影ならまだまだ時間はたっぷり残ってるし、今無理する必要なんて全然ないんだから」

　録画を止め、正面に回り込んで肩に手を添えながら真剣に言い聞かせる。責任感の強い子だから気付かれまいとする心境も理解できるけど、ここで見過ごしたら監督役を仰おおせつかった意味がない。

「きょ、響きようさん……。ええと、ええとぉ……」

　どきりとしつつ、まだ迷っているのか内うち股またになって視線を逸そらす潤。強く言いすぎて怯おびえさせちゃったかな……。ひとまずこれ以上は追い詰めないで、自分から話してくれるまで待った方が良い雰ふん囲い気きだ。

「……ははぁ。わかったわ」

　そう思って沈黙を貫つらぬいていると、希美が溜ため息いき交じりに呟つぶやいた。場にそぐわないほどやけに呆あきれ顔だけど、何か思い当たる節があるのだろうか。

「はむ。響にー。潤たん、おしっこがまんしてる」

「はう!?　く、くーちゃぁん……！」

　さらにそらがど真ん中ストレートな直球を投げ込むと、潤は耳まで真まっ赤かにして涙目で慌あわてふためく。

　な、なるほど……。なかなか言い出せなかったわけも、希のぞ美みにあまり危機感がなかったわけも、そう言われて一発で理解できた。

「ご、ごめん。デリカシーなく尋たずねちゃって……」

「ううう、いえ……。響きようさんは、ぜんぜん、悪くないです……」

「そうよ。どうして遊歩道に入る前に行きたいって言わないのよ。昔からそうだから、潤じゆんは何度も──」

「ぞ、ぞみぃ！　ご、ごめんなさい……！　あまり、お手間をかけたらいけないって思って……。もう少しくらい後でも、大だい丈じよう夫ぶだと思って……」

「大丈夫じゃないから昔はしょっちゅう──」

「うええええん言っちゃダメぇえええ！」

「の、希美。潤も気を遣つかってくれたんだからそれくらいにしようよ」

　気配からして触れないであげた方が良さそうな過去を紐ひも解とこうとする希美を僕からも制し、潤の頭を軽く撫なでながらなるべく軽い口調でもう一度伝える。

「よし、それならお手洗いに行こう。今度からは、我慢しないですぐに伝えてね」

「ううう、ごめんなさい……」

「いやいや、ビデオが大切だからって思ってくれたんだよね？　こっちこそ気を遣わせちゃったから申し訳ないよ」

　軽く頭を下げると、潤の切せつ羽ぱ詰まった顔つきがいくらか和やわらぐ気配。少しでも内心の負担を減らしてあげられたなら良いいんだけど。

「ええと、ここから一番近いお手洗いは……？」

「はむ。テントのところまで戻った方が良いかも」

　となるとそれなりに距離があるな。事態は一刻を争うみたいだし、急がないと。

「よし。潤、走れる？」

「は、走るのは……ちょっと。と、というか、も、もう……はうう……」

　い、いけない。そうこうしてる間に臨りん界かい点てんに到達してしまったのか……!?　戻ってる暇ひまはないとしたら、どうすれば良いんだ？

「そこの葉っぱの陰でしてくれば？」

「響さんの前でそんな恥ずかしいことできないよぉ……！」

　こらこら希美、レディになんて提案を。

　さりとて、タイムアップに到達してしまえば潤はさらに自責の念に駆られるだろうし……。僕はどんな事態でも受け入れられると思うけど、論点はそこじゃないよな。く、どうしたら良いんだ。

「響にー。潤たんのこと、肩車してあげて？」

「そうか、それなら！」

　途方に暮れていたところで、そらがナイスアイデアを授けてくれる。潤じゆんほどの小柄なら僕でもなんとか運びきれるだろうし、唯ゆい一いつの希望の道を示してもらえた気分だった。

「ごめん、カメラ持ってもらえるかな？」

「はむ。かしこまり。だいじに運びます」

　そらにも手を貸してもらい、両手をフリーにして僕は潤の眼めの前でしゃがみ込む。

「さ、乗って。あと少しだけ頑張ろう！」

「きょ、響きようさん……。本当に、本当にごめんなさい……。ありがとうございますっ」

　一いつ瞬しゆんだけためらいつつも、何度もお礼を口にしながら潤は僕の首筋に足をからませる。遠えん慮りよしないよりする方がよりバッドエンドに近いことを悟ったためか、幸いにして提案はすぐに受け入れてもらえた。

「よし、出発」

　あとはひたすら、急ぐのみ。震ふるえる潤を全身で受け止めつつ、今来た道を脇わき目めも振らず引き返していく。

「…………っ」

　次第に潤の両足に込める力が強くなっていくのは多少気になる要素ではあったけど、今は余計なことに気を取られている場合ではない。

　……いや、痛いという意味では全くなくて。ただ、内ももとか……その間とか。あまりにも明確に潤の存在感が肌はだで感じられてしまうことが、なんとも表現に困る状態というか。

　──って、だから余計なことに気を取られちゃダメだ！

　たぶん、この体勢が楽なんだろうから喜んで支えてあげよう。

　いわゆる、堰せきというか、ダムの水門というか、そういう心意気で。

　──思考禁止！　どれだけデリカシーがないんだ僕は！

「よし、見えてきた！　もう少しだから頑張って！」

「は、はいぃっ！」

　自責の念と共に駆けること三分弱。ようやくテントのある広場まで出て、公衆トイレも目前まで迫ってきた。

「はぁ……はぁ……！　こ、ここからなら歩ける？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですっ。本当にごめんなさい、急がせてしまって……」

「あはは、これくらいなんてことないよ。さ、早く行っておいで」

「はいっ！」

　笑顔で手を振り、肩から下ろした潤の姿が扉の奥に消えたところでようやく大きな溜ため息いきを漏もらす。

「ふぅ……」

　いやはや、日ひ頃ごろの運動不足が祟たたってそれなりにハードな行程だった。体力作りのために、朝のランニングとか始めた方が良いいかもしれないな。

「間に合った？　まったく、潤じゆんはしょうがないわね……」

　少し遅れて到着した希のぞ美みと、ほんのり笑みを向け合う。どうあれ平へい穏おんに事が済みそうだからなによりだ。

「はむ。すくーぷしょっと」

　そんな僕たち二人の横を、ビデオカメラを片かた眼めに当てたそらがするりと走り抜け、そのまま潤を追う形で女子トイレの中に飛び込んでいく。

　……。

　………………。

　…………………………。

　………………………………えっ。

　……………………………………スクープ、ショット？

「ま、まさかそら……!?」

「い、いやいや。いやいやいやいや！」

　驚きよう愕がくに奥歯を震ふるわせる希美と、ひきつった笑みの奥で嫌いやな予感に全身を蝕むしばまれる僕。

　ち、違うよね。

　そんなわけ、ないよね。

　まさか今そらが構えて飛び込んだカメラが、録画状態だなんて……ことは。

「はむ。響きようにー、お返しします」

「っ!?　あ、ありがとう預かってくれて……」

　戸惑いの中、潤より先に戻ってきたそらが、僕にカメラを差し出す。

　受け取らないわけにもいかないので握りしめつつ、まずは恐る恐る稼か働どう状況をチェック。

　現在、録画は行われていない。

　はたしてこれが最後に止まったのは、いつだ。遊歩道か、それとも……。

　願わくば……いや、後ご生しようだから遊歩道であってくれ。

「ね、ねえそら。ひょっとして……」

「はむ。わたし、ぐっじょぶ？」

　──やめて！　そんな意味深に親指を天に向けないで！

「お、お待たせしましたっ。わにゃ、余計に時間を掛けることになっちゃって本当にごめんなさい……」

　魂たましいの叫びとほぼ同時に、今度は潤本人がしょんぼりしながら戻ってくる。

「ね、ねえ潤。……大だい丈じよう夫ぶ、だった？」

「えっ？　う、うん。ちゃんと、間に合ったよ」

　多少落ち込んではいるが、雰ふん囲い気きからも希のぞ美みとの会話からも、重大な問題に今もなお苛さいなまれてるといった様子はない。

　だから、さすがに考えすぎだ、取り越し苦労だとは思うものの……。

　ううむ。このカメラの中身……。たった一日で強きよう烈れつなブラックボックスと化してしまったような気がしてならないぞ。




　　　　♪




　改めて遊歩道を一周したところで日も傾いてきたので、今日の撮影は終了してテントまで戻ることに。充分に素材（もちろん健全な意味で！）は集まったから、明日もう少しカメラを回せば素敵な動画を仕上げることができそうだ。ディレクターが素人しろうとだろうと、三人の飾らない魅み力りよくが確かな自信を与えてくれる。

　しばし休きゆう憩けいしていると桜花さくらと正まさ義よしさんも戻ってきて、今度は全員で夕食の準備。

　釣ちよう果かは上々だったみたいで、カゴの中はたくさんの川魚で溢あふれていた。疑っていたわけじゃないけど、二人とも腕前の方も相当みたいだ。出発の時は呆あつ気けにとられてしまったものの、これを見てようやく尊敬の念も浮かんできた。

「ごめんね響きよう。本当はもっと大物を見せてあげたかったんだけど。……マスターが一級ポイントを根ね掛がかりで潰つぶしたりしなきゃこんな体ていたらくには」

「おい待て人のせいにするなよ。タイトに攻めた結果の根掛かりはしょうがねーだろうが。桜花こそ手当たり次第に金属片飛ばしまくって一いつ瞬しゆんで魚スレさせやがって」

「仮にスプーンでスレたんならマスターの毛け針ばりに食ってくるでしょ。根拠もなく不調の原因をなすりつけないで、ずうずうしい」

「誰だれが不調だよ。数なら俺おれの方が多く上げただろ」

「今日イチのサイズ出したのはあたしなんですけどー？」

　未いまだに二人の間で口論が絶えない辺りはもう苦笑いしか浮かんでこないけど。そして会話に出てくる用語の半分以上がよくわからない。

　深入りしないでおこう、釣つりに関しては……。

　ともあれ、食材も集まって本日の夕食はイワナとヤマメの塩焼き、子どもたちが仕上げてくれた具だくさんのみそ汁、そして僕にとっては人生初となるバーベキューと飯ごう炊だきのごはんという、非常に希少価値溢れるご馳ち走そうとなった。料理の心得がないせいで洗い物と食卓の準備しか手伝えなかったのが心苦しい限りだけど、かぐわしい香りと立ち上る湯気、それに静かな夜を照らすガスランプに食欲がとめどなく刺激される。

　なんだかいいな、キャンプって。早くも虜とりこになってしまったかも。

『いただきます！』

　連れてきてもらえたことにもう一度感謝しながら全員で声を揃そろえ、いよいよ実食。やっぱり、最初は新鮮な魚を頂いてみようかな。

「響きようはこれ食べて。あたしが釣つったヤマメだからこっちの方が美味おいしいよ」

「誰だれが釣っても変わんねーよ。わはは、まーいいけど」

　炭の上に並べられた竹たけ串ぐしに手を伸ばそうとすると、桜花さくらが数ある中から一本を選えりすぐって持たせてくれた。もちろんありがたく受け取り、期待に胸を膨ふくらませかぶりつく。

「……美味しい！　なんだかすごく旨うま味みが濃いっていうか、売ってる魚とは違う感じがする」

「えへへ、でしょ。渓けい流りゆうの魚はあんまりスーパーとかには置いてないしね」

「うん。ヤマメとかイワナって確か高級魚だよね。初めて食べたけど感動だよ……！」

　実際に焼くところを見ていなければ、塩だけで味付けされているなんて信じられないくらい複雑な甘味や香りが口の中に広がる。高校生が偉えらそうに語ることじゃないだろうけど、これはちょっと他ほかではなかなか味わえない逸いつ品ぴんではないだろうか。

「え、ヤマメもイワナも高いの？　ちっちゃい鮭さけみたいだから、鮭くらいかと思ってた」

「さくちゃんとマスターが釣ってきてくれるから何度も食べてるけど、そういえばスーパーでは見たことないかも……」

「はむ。マゴチとかアオリイカも、おうちでは食べるけどあんまり売ってない」

　潤じゆんと希のぞ美みの意外そうな声に僕も驚おどろきと納なつ得とくを同時に得る。そうか、ある意味当然だけど家に釣り人が居いるといろんな魚を食べられるという利点があるんだな。そらが口にしたマゴチやアオリイカなんかも、たしかお寿す司しや刺身の高級なネタになるような魚だったはず。

　なるほど、釣り……侮あなどりがたし。

　今日の出来事を総合すると自分でやってみようという気にまではならないけれど。

「ほら、次はイワナも食べてみて。また違った風味があって美味しいんだよ」

「響、お魚も良いいけど希美たちの作ったお味み噌そ汁しるもちゃんと食べなさい。自信作なんだから」

「えへへ、バーベキューもどうぞっ。タレは自家製なんですよっ」

「ごはんもちゃんと炊たけたよ？　いっぱい食べて？」

　さらに桜花が、希美が、潤が、そらが。どんどん僕の前に料理を取り分けてくれる。どれも本当に美味しくて、嚙かみしめる度たびに幸せが溢あふれてきた。

　白い歯を見せる正まさ義よしさんに見守られながら、和気あいあいと更ふけていく夜。

　キャンプ初日は、たくさんの実りと思い出に溢れた一日となった。







　食事と片付けを済ませた後は場内の温泉に浸つかり、明日に備えて就寝態勢に。

　温泉では特にトラブルもなく（いちいち宣言するのもなんか変だけど）、今日はこのまま平へい穏おんな眠りの時間が訪れそうだ。

　……と、決めつけるのはまだ少しだけ早かったみたいで。

「はむ。響きようにー、いっしょの寝袋で寝よう？」

　瞼まぶたをとろんとさせながらそらが放った一言で、にわかに『えっ!?』という表現しがたい張り詰めた空気がテント内に満ちる。……主成分は『不安』と『心配』だろう。

「そ、それは……ど、どうなんだろう？」

「いや？」

「嫌いやじゃないよ！　嫌とかじゃないん……だけど」

　なんと説得したものか。神様に誓ってやましい気持ちはないんだけど、僕がどうあれ周りがなんとなく気にしちゃうだろうからなあ。……特に桜花さくらからは微妙にロリコン疑惑を抱いだかれているみたいだし。

「そ、そんなのレディにあるまじき行為よ、そら！　希のぞ美みは反対！　同じ寝袋なんて、はしたないのよ！」

「わにゃ、私も入ったら……狭すぎますよね……」

「……って、潤じゆんまで何言ってるの!?　だ、ダメ！　希美だけ仲間はずれはダメ！　だから希美も入る！　響といっしょに寝る！」

　戸惑っているうちに状況がさらにややこしくなってきた。というか希美さん主張変わるの早すぎです。

　ううむ、どう答えたら良いいものやら。心身の潔白を証明するには断るべき場面なのは明らかだけど、子どもたちを傷つけるようなことも言いたくない。

「こら、響をあんまり困らせないの！　ちゃんとひとり一つの寝袋で寝なさい！」

　言葉に詰まっていたところに、桜花から救いの手が。ありがとう、助かります……。

　優柔不断だったせいで疑惑は解けないままになるかもしれないけどその辺はやむなし。保身よりも優先すべきは小学生への偽いつわりなき気持ちだ。

「あ、また嫉しつ妬と」

「はむ。さくねー、わりとやきもちやき」

「えっと……さくちゃんも響さんといっしょに寝たい？」

「違う！　なんでそうなるの!?」

「寝たくないの？　ほんとに？」

「寝たくな………………う、うう！　もー希美っ！　ヘンなことばっか言わないで！　潤も！　そらも！」

　とにかくこれで無事解決……と思いきや、予想外に桜花の方が押され気味だ。桜花、優やさしいから僕の前で『寝たくない』とか言い辛づらかったのかな……。そこまで気を遣つかってくれなくても大だい丈じよう夫ぶだったのに。

「……あーあ、もったいない。ちゃんと寝たいって素直に言えば、今日は桜花に譲ゆずってあげても良かったのに」

「私も、さくちゃんにはいっぱいお世話になってるから、我慢するよ？」

「はむ。さくねーになら、響きようにーをお任せします」
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　にやにやからかう希のぞ美み。純真さを表にぐっと拳こぶしを握る潤じゆん。なぜか三つ指突いてお辞じ儀ぎするそら。唇くちびるを震ふるわせながら言葉に詰まる桜花さくら。

　優やさしさと優しさが交差して生まれた妙な行き違い……なのだろうか。僕は一体、どんな反応をするのが正解なんだろう。

「わはは、あんま桜花を困らせてやるな。それにアレだぞ、響と桜花を同じ寝袋で寝かせたりなんかしたらコドモがデキるぞ」

「できるわけないでしょバカマスター！　なななな、なんてこと言うのよっ！」

　そこに、さらなる燃料を注ぎ込む正まさ義よしさん。というか、ダメだこの人……。普段は本当に素晴らしい人格者なのに、情操教育の面ですごくダメだ……。

「うそ。子どもできるの？」

「はむ。できたら、わたしたちの弟か妹？」

「わぁ……！　さくちゃんさくちゃん。やっぱりさくちゃんが響さんと寝てっ」

「寝ません寝ません寝ませんっ！　寝袋は全員自分のを使う！　これで決定！　異論は認めません！」
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「わにゃ」

「あっ」

「はむ」

　子どもたちがますます純真に瞳ひとみを輝かせてしまい、収拾がつかなくなる寸前。半ば強引に宣言してみんなに寝袋を被かぶせていく桜花さくら。僕からは何もできなくて本当にごめんなさい……。

「はい準備完了消灯おやすみなさい！　あとマスターは地じ獄ごくに落ちろこの不良神父！」

「わはは、お前もまだまだガキンチョだな～。ほんじゃお休み」

　一いつ瞬しゆんたりとも隙すきを与えず消灯までてきぱきと準備を進め、テントの隅すみで大きな音をたてて横になる桜花。途中から僕の方を一瞬たりとも見てくれなかったな……。情けなくおろおろするばかりだったから呆あきれられたのかも。さもありなんという感じで無念の極み。明日きちんと謝ろう……。

　──すー。すー。

　しばらく不満げにこそこそ話を続けていた子どもたちだったけど、ほんの数分ほどで穏おだやかな寝息を漏もらし始めた。撮影でだいぶ引っ張り回しちゃったから、疲れも溜たまっていただろう。頑張ってもらった分、帰ったら全ぜん身しん全ぜん霊れいを尽くしてビデオを仕上げないと。

　意気込みを胸に、僕も明日に備えてまどろみにそっと身を預ける。







（ねえ、まだ起きてる？）

（くー）

（わにゃ……？　ぞみ、どうしたの？）

（さすが潤じゆん。よくぞ起きててくれたわ。……あのさ。さっきの話、どう思う？）

（さっきの話？）

（マスターが言ってたことよ。……本当に、響きようと桜花をいっしょに寝かせたら子どもができるのかしら？）

（不思議だけど、マスターが言うなら本当なのかも……？）

（……実験、してみたくない？）

（じっけん……？　ええと。気になるけど、さくちゃんも響さんももう眠ってるみたいだし……頼んでもダメって言われるんじゃないかなぁ）

（眠ってるからこそチャンスよ。桜花のこと、こっそり響の寝袋の中に入れてみましょう）

（ええっ……!?　そんなことしたら怒られ……ない、のかな。さくちゃんも、本当は響さんと寝たそうだったし）

（大だい丈じよう夫ぶよ。むしろ喜んでもらえるわ、きっと。ほら、そらも起きて。理科の実験よ）

（くー……はむ？　じっけん、やる……）




　──ん？

　なんだか三人の囁ささやきがまた聞こえたような気がして、一いつ瞬しゆん眼めが醒さめかける。

　ああ、でもダメだ。眠い……。

　ただ寝付けないだけかもしれないし、なにか気になることがあるなら、明日訊きいてみよう。




（……潤じゆん、足持って。そらは腰）

（はむ。りょうかい）

（さくちゃん、背高いのに軽いね）

（野菜とパンとお魚しか食べないせいね……。もっとお米食べないと大きくならないんだわ。希のぞ美みたちも気をつけましょう）

（でも、さくねーおっぱいは大きい）




　申し訳なくもそう決めて再び眠りに身を預けようとした矢先、今度は押し殺した声がどんどん近付いてくる気配。さすがにスルーするのも難しくなって、自我がどんどん覚かく醒せいの方に向かっていく。

　──どさっ。

　そして、間近で大きな音がして周囲に謎なぞの圧迫感が宿ったのをきっかけにようやく瞼まぶたを持ち上げると、

「い!?」

「…………すぅ、すぅ」

　なぜか、寝袋の中に、長いまつげを閉じて寝息を立てる桜花さくらの姿が……！

「え、え、え……!?」

　乱れそうになる呼吸を無理矢理抑えつけながら、事態の把は握あくに努める。

　……間違いない。子どもたちのいたずらだ。

　しかしそれがわかったところで、どう対処すべきかは全然浮かんでこない。

　花のような甘い香り。密着する柔らかな肌はだの感触。闇やみの中でもはっきり輪りん郭かくがわかるほど整った顔立ち。

　全すべての『異変』が、僕から冷静な思考を奪うばう。

　どうする、どうする、どうする。

　桜花を起こす……。でも、こうなった理由はさておき今の状況に気付いたら嫌いやな思いをさせてしまうこと請うけ合いだよな。

　僕の方が寝袋から出る……。無理だ。もともと一人用の中に押し込まれているから、身じろぎ一つで確実に気付かれる。

「んん……あ、れ？」

「っ!?」

　ぐるぐると答えの出ない思考を繰り返しているうちに、桜花さくらも違和感に気付いて眼めを醒さましそうな気配。条件反射で僕は思わずぎゅっと両眼を閉じてしまう。

　最低だ……。狸たぬき寝入りなんて、もっとも情けない選せん択たくを。

　でも、『お互い気付かなかった』ことにしてしまうのが、もっとも穏おん便びんに済みそうだという予感もあって、つい選択権を桜花に委ゆだねてしまったのだった。

「な……な……なっ!?」

　喉のどの奥から震ふるえ出るような声が、至近距離で響ひびく。本当に申し訳ない。二、三発殴なぐられる覚悟ならできている所存です。

「うわ……うわうわうわ……」

　……あれ。どんな反応であれ、桜花がすぐに飛び出していくことだけは間違いないと思っていたのに、予想と違って触れ合う肌はだと肌の距離に、なかなか変化が起こらない。

「ふ、ふわ……ふ……」

　それどころか、頰ほおに当たる桜花の息い吹ぶきがだんだんと近付いてきているような気が……!?

　状況を把は握あくしたい。でも今さら目を開けるわけにもいかなくて、暗くら闇やみの中ひたすらこそばゆさと、汗ばむ互いの肌の感触と、ずっと吸い込み続けたくなってしまう香気の誘ゆう惑わくに堪たえ忍ぶ。

　一秒が何万倍にも引き延ばされているかのような、天国と地じ獄ごくのハイブリッド空間が僕の周りに停てい滞たいし続ける。

「……っ!?　な、なにやってんのよあたしは……っ!?」

　全すべての苦楽に耐えかねて、頭の中でなにか大事なピンが吹っ飛びそうになる寸前、ようやく桜花がごくりと生なま唾つばを飲み込む音と共に動き出した。よ、よかった。寝袋のジッパーが開き、再び優やさしく閉じられる音を密ひそかに聞きながら、僕はそっと胸をなで下ろすのだった。

「ばか……あたしの、ばか……っ」

　自分の寝床に戻りながら呟つぶやく桜花に、深く感謝。

　きっと僕の自発的な行動じゃないと気付いてくれて、なるべく静かに寝袋を出るためいろいろ考えていたんだろうな……。その優しさにまるまる甘えることになってしまったのに、お礼を伝えられないのがもどかしい。

　悶もん々もんとしてしまう内心と、まだ少し寝袋の中に残る桜花の香りとで、この後もう一度眠りにつくまでかなり長い時間を要してしまった。




　　　　♪




「おはよう桜花さくら。子どもできた？」

「できないって言ってるでしょ！　ていうかやっぱり希のぞ美みたちの仕し業わざだったのね！　あ、ん、た、ら～っ！」

「わにゃーっ!?　さくちゃん、喜んでくれると思ったのに～っ！」

　翌朝の天気は大荒れ。いや、外は晴れていたんだけど、もっぱらテント内が。

「おーおー、朝から元気良いいな～」

「うるさい！　元はといえば全部マスターが悪いんだからね！」

　歯ブラシを片手に、吞のん気きな笑い声を響ひびかせる正まさ義よしさん。うん、僕も戦犯は正義さんだと思う……。いたいけな子どもたちの前で、際きわどい発言は控えた方がよろしいのではないかと。

「くー」

　ところで、この騒さわぎの中いっこうに熟睡から目覚める気配のないそらはさすがというか。

「お、おはよう」

「っ!?　お、おはよ……響きよう」

　僕としては何と声をかけるべきかわからず、とりあえず挨あい拶さつを伝えると桜花はびくりと振り返り、頰ほおを赤らめながら恥ずかしそうに身をよじる。

　その仕草に図らずもドキリとさせられた。なんだか昨日の距離感が蘇よみがえってきて、無む性しように身体からだが熱くなる。

　身勝手だけど、とても口にはできないけれど。

　あの一件も、僕にとっては忘れられない思い出になったかな……なんて、よこしまな感想が芽生えてしまった。

「……はむ？　おはよう、響にー。ビデオ、撮る？」

「う、うんそうだね。朝の支し度たくが終わったら、仕上げの撮影を終わらせようか」

　ほどなく、そらも眼めを擦こすりながらむくりと身を起こしたので、みんなでテント内を片づけ、昨日の魚の残りとおにぎりで朝食を済ませて、正義さんと桜花にも見守ってもらいながら子どもたちの楽しそうな様子を記録していく。

　後半の撮影はひたすら順調に進み、特にトラブルもなく完了。朝に仕込んだカレーをお昼に食べて洗い物を済ませると、名残なごり惜しくも帰宅の時間が訪れてしまった。

「あの、響さんっ。たくさん遊んで下さって、ありがとうございましたっ！」

「響も、キャンプ楽しかった……？」

「うん、もちろん！　厚かましいお願いだけど、またいっしょに来られたら嬉うれしいよ」

　車に揺られながら、潤じゆんと希美が少し不安げな表情を見せたので偽いつわりなき首しゆ肯こうで答えると、二人とも心底安あん堵どしたようにぱっと面持ちを華はなやがせてくれた。

「響きようにー。またみんなで、来よう？　やくそく」

「うん、こちらこそよろしくお願いします」

　シートから身を乗り出すそらにも即答すると、隣となりで桜花さくらがお姉さんらしい慈じ愛あいを満面に眼めを細める。みんなの輪の中に受け入れてもらえたんだという実感が、もう何度目かも思い出せない感かん慨がいを届けてくれた。

「正まさ義よしさん、本当にありがとうございました！」

「おう、また行こうぜ！　こっちとしては来てもらった方が嬉うれしいってわかったろ？　だから懲こりてなかったら遠えん慮りよはすんな」

「はいっ、ぜひよろしくお願いします！」

　家まで送ってくれるという申し出を近くだからと丁重に断り、リトルウイングの前で正義さんとみんなにお礼。いろいろハプニングもあったけど、全部込みで本当に楽しい旅行だった。

「じゃあ響、また学校でね」

「うん。潤じゆんと希のぞ美みとそらもまた明日練習で。それまでにビデオも編集しておくよ」

「はいっ！　えへへ、楽しみです」

　桜花、そして三人ともいっときのお別れを交わし、僕は約一日半ぶりに自分の家に戻る。

　……引きこもり時代には、こんなに長らく自室から離れるなんて絶対に考えられなかったよなぁ。

「ただいま」

「あ、不良お兄ちゃんだ。ちゃんと不ふ祥しよう事じでタイホされずに戻ってきたのね」

　不思議な感覚に身を委ゆだねながら玄関を開けると、いきなりくるみの仏ぶつ頂ちよう面づらが。とことん信用がないな、僕は……。

　それにしてもまるでずっと玄関の前で帰りを待ち構えてくれていたかのようなタイミングだ。もちろんそんなはずはないだろうけど。

「されないよ……。楽しく健全に過ごしてきました」

「本当かしら。じゃあ編集する前のビデオ全部見せて。それでジャッジメントするから」

「ごめん公開まで一秒でも惜しいのですぐ作業に入らないと！」

「あっ逃げた！　怪しすぎる！」

　靴くつを跳はね上げる勢いで玄関を突破し、一いち目もく散さんに階段を上る。この態度だけで明らかにギルティだけど物的証拠が見つかろうものなら取り返しがつかない。偶然映ってしまっただけの下着はともかく（もちろん丁重に削さく除じよするけど）、そらが女子トイレの中を本当に撮影したのかどうか。そこだけは極秘裏に確認しておかなければ。

「こらー開けなさい！　ジャッジメント！　ジャッジメントですの！」

　タッチの差で内うち鍵かぎを閉めた扉越しに怒り声を震ふるわせるくるみがテレポート能力に目覚めないことを祈りつつ、カメラからメモリーカードを抜き取りパソコンに接続する。

「……ほっ。……として、いいのかどうか」

　結果的に、僕が立ち入れない場所で記録されたと思おぼしき映像は発見されなかった。

　……ただ気になるのは、データの途中に何も映ってない暗黒の時間が数十秒にわたり存在している点だ。タイミングも、どんぴしゃで遊歩道の途中。

　──撮影は行われてしまったものの、そらがレンズカバーを外し忘れて危機一髪。

　どうも、それが正解に思えてしかたがない。

　だとしたら、まさに首の皮一枚でセーフ、といったところだろうか……。

「とにかく、削さく除じよだ……」

　躊ちゆう躇ちよなく、ひとかけらも躊躇なく、九回の裏２アウト満塁フルカウントで放る投球のように躊躇なく、問題箇か所しよを編集ソフトで除去。ついでに不測の下着も除去。

　よし、これで動画は清せい廉れん潔白になったはずだ……。

「ごめん、冗談だよ。もちろんいくらでも見て」

「………………怪しい。怪しいなんてもんじゃない」

　鍵かぎを外しくるみを招き入れると、過去のスケールを遥はるかに凌りよう駕がするほどのジトっとした視線を向けられてしまったけど。

　疑惑を払ふつ拭しよくするのには、かなり長い時間が必要になりそうだ。

　さておき、他ほかの部分は健全な意味で非常に魅み力りよく的な素材がちゃんと撮れていたので、健全な意味で注目の動画を完成させることができそうだ。みんなで健全に頑張った甲か斐いがあった。

　バンドの知名度アップ作戦、これなら上手うまくいってくれるかな。




　　　　♪




「うん、ばっちり！　よし、今のをＯＫテイクにしよう！」

　キャンプから戻った翌日。教会の地下で新曲が早くも形になる。三人が真剣に練習を重ねてくれたおかげで、思っていた以上に早く音源の方も確保できた。あとは昨晩のうちに編集済みのミュージックビデオに曲を重ねて、今撮ったスタジオライブ映像と共に動画サイトへアップロードするだけだ。ついつい編集に熱が入りすぎてだいぶ寝不足だったけど、完成が見えたとたん疲れも一気に吹き飛んでしまった。

「ちゃんと、注目してもらえるかしら」

「わにゃ、どきどきしてきたね……」

「わたしたち、世界でびゅー？」

　そらの言う通り、ネット経由なら地球上の至る所でこのバンドのことを知ってもらう機会が生まれる。希のぞ美みと潤じゆんの不安も理解しつつ、三人の魅力があればきっと良い結果に繫つながるはずだ。

　ミュージックビデオの方も、かなり良いい感じに仕上がった。自然の中を無む邪じや気きに駆け回る三人と、二日目に撮った歌詞を口ずさむシーンを織り交ぜた、何度見ても温かくて微笑ほほえましい気持ちに包まれる映像だ。僕がヘンに手を加えずありのままの素材を活いかしたのが、予想通り正解だったのだと思う。

「じゃあ、早速今晩仕上げてアップロードさせてもらうね」

「よ、よろしくお願いしますっ」

　確かな手て応ごたえを感じながら練習を終え、ぺこりと頭を下げる潤じゆんたちと別れて自宅へ戻った僕は、はやる気持ちを抑えながら慎しん重ちように動画と音源をシンクロさせる。

「……よし」

　日付が変わる前になんとか二本の動画を完成させ、新しいアカウントを使ってアップロード作業を進めていく。

　残す過程はワンクリック。確認ボタンを押せば、いよいよイベントスペースとしての『リトルウイング』に新たなターニングポイントが生まれる。

「よろしくお願い──しますっ！」

　アップロード、完了。あとは天命に身を委ゆだねるのみ。

　たとえ成果があがらなくても、あっさり運営継続を諦あきらめてしまうつもりなんてない。

　けど、なんとか上手うまくいって欲しい。僕だけのエゴではなく、子どもたちもあの大切な場所で活動を続けたいと真しん摯しに取り組んでくれたのだから、なおさら祈りが深まる。

　数分が経過するたびに、アクセス数を確認したいという気持ちと、新規アカウントで上げたばかりの動画が一いつ瞬しゆんで注目されるはずなんてないのだから、無む駄だな落らく胆たんを重ねる必要なんてないという冷静な判断がせめぎ合いを繰り返した。

「…………決めた、寝よう」

　最終的に、確認は明日まで待とうと決意。落ち着かない内心を縛しばり付けるように、僕は部屋の電気を消してタオルケットの中に潜もぐり込んだ。

　そういえば。七月に入って早々、今日をもってこの地域の梅雨つゆが明けたと夜のニュースで報じられていたっけ。

　根拠はないけど、追い風が吹いているような気がする。だからきっと、大だい丈じよう夫ぶ。遅かれ早かれ、吉報が伝わってくるはずだ。







「うそだろ」

　そして、翌朝。カウンターに信じられない数字を映し出すブラウザを前にして、思わず独り言を漏もらしてしまった。

　すごい。たった一晩で、ひびきＰの持つ一週間の最高アクセス数に迫らんばかりの視聴回数じゃないか……。

　ちょっと出来すぎだという疑心が一割。みんなの魅み力りよくをもってすればありえない話じゃないという納なつ得とくが、残り九割。

　やっぱり、正義は我にあり、だ。僕の執心は、特殊性せい癖へきによるものではなかったんだ。

　……という自己正当化はまあ別問題として、動画の注目度は刻一刻と増すばかり。

　リトルウイングのみんなにも手て応ごたえが伝わってますます練習に力が入り、バンドに関するメールの問い合わせも殺到中だ。

「そろそろ、次のライブの日取りを決めないと」

　動画公開から二日経たった水曜日。新たなステップを踏み出せたという実感で顔がにやついてしまいそうになるのを堪こらえながら、今日も放課後、僕は恩人たちの許もとへと向かう。

　全すべてが、順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。そう思えて仕方がなかった。




　──この日。リトルウイングに到着する、ほんの一いつ瞬しゆん前まえまでは。
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「……あれ？」

　教会の中に入ってすぐ、違和感に包まれた。

　人の気配が、ない。おかしいな。いつもなら先に学校から戻った子どもたちがとっくにスタンバイしている時間なのに。

「家の方かな」

　不思議に思いつつ、移動してみる。

『響きようか、入ってくれ。リビングにいる』

　そっとチャイムを鳴らすと、応答してくれたのは正まさ義よしさん。仕事はお休みなのかな。どんな職種なのか未いまだに教えて頂けてないからはっきりしたことはわからないものの、何かが変だという予感だけは少しずつ膨ふくらむばかりだった。

「お邪じや魔ま、します……」

　根拠の無い不安と共に扉を開けると、そこにはリトルウイングの家族が全員集合していた。

　全員……ついさっき駅で別れて、バイトに向かったはずの桜花さくらもだ。それなのに早退して、僕よりも先に家に着いている。その事実だけで、なにか重大なことが起こったのだと否いや応おうなしに理解できてしまう。

　そして、部屋にはもう二人──面識のない大人おとなが子どもたち三人とテーブル越しに向き合う形で、椅い子すに腰掛けている。

　一人は、いかにも仕事のできそうな、タイトなスーツに身を包んだ黒髪の女性。

　もう一人は、正義さんと同じ年代くらいの背の高い外国人だった。

「あなたが、動画を公開なさった貫ぬく井い響さんですね。間接的に幸運を招いて下さったことを感謝したいと、ライアン氏は申しております」

　状況が理解できず呆ぼう然ぜんとする僕を見るや外国人の男性が立ち上がり、淀よどみない英語と共にこちらへ歩いてきて握手を求める。合わせて、女性が男性の言葉を引き継ぐように事務的な口調でそんなことをおっしゃった。

　推測するに、女性は外国人──ライアンさんという方の、通訳を務めているようだ。

「え、ええと……」

　感謝、の意味するところはわからないままだったけれど、勢いに圧おされる形で僕はライアンさんの右手におっかなびっくり応じた。レッド・ツェッペリンのベーシスト、ジョン・ポール・ジョーンズに少しだけ似た顔立ちは、穏おだやかでありながらどこかしら威い圧あつ感かんのようなものも纏まとっている。

「すみませんが、響にも話を聞かせてやってくれませんか？」

「かしこまりました」

　正義さんがそう申し出て下さると、通訳の女性は顔色一つ変えずに頷うなずく。

「響きよう、座ってくれ。少しばかり複雑な話になるから」

「は、はい……」

　言われるまま、眼めの前のお二ふた方かたに会え釈しやくだけして空あいてる席に腰を落とす。

　どんな内容なのかは想像もつかなかったけど。

『…………』

　子どもたちと桜花さくらがひたすら沈黙したままであるという事実が、なんだかひどく気になった。







「まず、概がい要ようだけを先にお伝えしますと……。こちらのライアン＝ブルネル氏は、紅葉もみじ谷だに希のぞ美みさんの、母方の祖父に当たる人物です」

「え……？」

「ライアン氏が、かつて婚こん姻いんが認められず実家を離れ、病死された夫の後を追うように同じく病やまいで亡なくなった希美さんのお母様の、お父上。まずその点をご記き憶おく下さい」

「…………！」

　まず……なんて言葉で括くくるには、僕にとってあまりにも大きく、重い情報が、さらりと語られてしまう。

　そうだった、のか。希美の生みの親おや御ごさんは、そんな事情で……。

「希美さんのお母様は、出身地の英国を旅立って夫の故郷である日本で生活していたため、長らく音信不通でした。唯ゆい一いつの手がかりは、一度だけ送られてきた写真。お母様と、希美さん二人の、ポートレートだけ」

「……っ」

　希美本人は、ぐっと唇くちびるを嚙かんだまま何も言わない。自分の生い立ちについて初耳だったということはないのだろうけど、そう何度も聞きたい話であるはずもない。

　僕だけのために再説明が行われているという事実に、何ともいえない申し訳なさが溢あふれる。

「やがて、お母様と親しくなさっていた方のご配はい慮りよでしょうか。希美さんのご両親が共に亡くなったという匿とく名めいの手紙が、親族の元に届けられました。希美さんが養護施設のお世話になっているという情報もその手紙で知りましたが、詳細が記されていなかったため居場所まではわからず仕じ舞まいだったのです。お母様の遺志もあったのでしょう。家を飛び出した自分の娘が、英国の本家ではたして養育してもらえるのか……と」

　そこまで話して一度息をついた通訳の方に同調して、嘆なげかわしそうに大きくかぶりを振るライアンさん。

「しかしながら、ライアン氏はずっと懸け念ねんしておられました。希美さんが、健康に生活を送れているのかどうか、と。そして一枚の写真だけを頼りに、事業の経営に従事するいっぽうで日本の探たん偵ていを複数人雇い、希美さんの居所を探しておりました。長らく、進展のない歳月が流れましたが……ほんの、つい先日のことです」

　ようやく、全ぜん貌ぼうが見えた。見えてしまった。

　トリガーを引いたのは、僕……。少なくともきっかけは、僕が作ったものらしい。

　公開した動画が、雇われた探たん偵ていの眼めに留まって、今日のこの瞬しゆん間かんに繫つながったということなんだろう。

「成り行きは、理解できた気がします……」

「助かります。では、経緯の説明はここまでにして本題の方に」

　まだ幽かすかに不透明な部分があるとすれば、それはライアンさんがリトルウイングを訪れた目的だけ。

「改めて、率直にライアン氏の希望をお伝えします。希のぞ美みさんを、英国に迎えさせて頂けませんでしょうか。これは、希美さんのお母様に対する贖しよく罪ざいの意味も込められた提案です。かつてご両親の結婚を許可しなかったことを、親族一同が心から悔くいております。せめて希美さんには、なに不自由なく豊かな暮らしを送らせて差し上げたい。そんな想おもいによる、希美さんの幸福を心から願った申し出であることを、神に誓う所存です。生活環境が大きく変わることを、希美さんが苦に思わないようであれば、どうかご一考ください」

　それも、正直なところ予想がついてしまっていたけれど。

　だとしてもこうしていざはっきりとした言葉で聞いてしまうと、痛つう烈れつな衝しよう撃げきを全身で感じずにはいられなかった。

　事実関係だけで判断すれば、非常に有り難がたい申し出なのだろう。

　身に纏まとう高級そうなスーツや、説明の中に出てきた『事業の経営』という単語から、ライアンさんがかなり裕福な方であるという推測は、高校生の自分でも容易たやすかった。

　なに不自由なく、というのは誇張表現とは違う、本当の意味で……だ。

　でも、僕には一切の言葉が紡つむげない。

　ここで暮らす家族がどれだけ深い絆きずなで繫がっているのか、何度も何度も肌はだで感じてしまっているから。

「マ、マスター！　桜花さくら、潤じゆん、そら！　な、なんで黙り込んじゃうの？　み、みんなはどう思ってるか、聞かせてよ！　この人たちに、言ってあげてよ！」

「希美。……すまんが、今日の話は自分でしっかり考えて、自分で決めてくれ。お前の未来に関かかわる、大事な大事なことだ」

「……っ!?」

　沈黙に耐えかねたようにひきつった笑みで問う希美に、正まさ義よしさんは重々しく息を吐きながら応じる。もしかしたら、希美には突き放されたように聞こえたのかもしれない。その返事に、少なからずショックを受けた様子が見て取れた。

「…………」

「…………」

「…………」

　潤じゆんと、そらと、桜花さくらは、依い然ぜん無言を貫つらぬく。こんな言い方がおこがましいのは重々承知だけど、たぶん、がんじがらめなのだ。いろんな想おもいに。……僕と、同じように。

「……みんなの」

　やがて、希のぞ美みの瞼まぶたには大粒の涙が溜たまっていく。

「みんなの、バカぁっ！」

　そして、水滴が弾はじけるのを合図とするように、希美は居間の外へ飛び出してしまった。

「希美！」「ぞみっ！」「ぞみたん……」

　ハッと立ち上がる面々。間を置かず、困惑を浮かべながらライアンさんが通訳の方に何か耳打ちをする。

「急な話で驚おどろかせてしまったようです。申し訳ありません。今日のところは帰りますので、また後日。もちろん見送りはけっこうですから、今すぐ皆さんで希美さんのことを追いかけてあげて下さい」

　その一言でライアンさんの人柄が伝わってしまって、僕はますます自分で自分の心境がよく分からなくなるのだった。







「希美。こんなところにいたんだ……」

「……響きよう」

　屋根の上で最初に希美を見つけたのは、不覚にも僕だった。

　不覚にも、というか。よりにもよって一番戦力にならない人間なのに。

「みんなは？」

「みんなで希美のこと探してた」

「……運が悪いわね。見つかったのが響じゃなかったら嚙かみついてでも逃げてやったのに」

　でも、今に限ってはちょっと距離がある僕の方が、緩かん衝しよう材ざいとして役に立てるのかも。

　そう自分に言い聞かせて、トタンの上でちょこんと体育座りを続ける希美の隣となりに、そっと腰を下ろさせてもらう。

「……みんな、希美のことを真剣に考えてくれているんだと思うよ」

「そんなの、わかってるってば……」

　そう、だよな。あの沈黙の中身が思いやりだけで満たされていたことに、希美は気がつかないような子じゃない。

　そして、だからこそ。自分だけで答えを口にできず、真っ先に家族の気持ちを確かめようとしたのかもしれない。

　たぶん、希のぞ美みの本心は……。

　いや、やめよう。それは、憶測で知ったかぶったらダメなことだ。

「ねえ、響きよう。みんな、希美が居いなくなってもなんとも思わないのかな」

「そんなわけないだろ……」

「じゃあ、なんで」

「希美に、幸せになって欲しいから……だと思う」

「幸せよ！　もうとっくに、幸せなのに」

「…………うん。でも、違う幸せの形が有あるかもしれないことを、隠したくないんだよ。そっちを選んで欲しいって意味じゃなくて、両方見て、しっかり見比べてから希美自身に選んで決めて欲しいんだ、きっと」

「なによ。響は、どっちの味方なわけ」

「……みんなの。希美も含めて、みんなの味方」

「…………………………」

　自分のこと、殴なぐりたい。とてつもなくズルい答えで、小学生を煙に巻いた。

　本当は、違う言葉を伝えたかったのかもしれない。

　でも、それは僕が踏み込んで良いい領域じゃない……よな。

　初めてのライブの前は、部外者だからこそ口にできたことがあった。でも今は、あの時とは違う。この問題はあまりにも、『家族』の本域に近すぎる。

「ちょっと、ひとりにさせて。大だい丈じよう夫ぶ、もう少ししたら下に行くから」

「うん、わかった。……今日の練習はお休みにするね」

「……ごめんなさい」

「ぜんぜん。屋根の上危ないし、あんまり前の方に出ちゃダメだよ」

「大丈夫よ。平らだし、慣れてるもの。……でも、うん。ちゃんと戻るから心配しないで」

　ここまで、かな。僕で事足りるのは。

　迷いながらも立ち上がり、希美を残して窓から二階の一室に戻る。居座っても邪じや魔まになるだけだろうし、そろそろおいとました方が良いかもしれない。

「……響」

　そう思って階段を下りると、外を探しに行っていた桜花さくらと玄関前で対面した。学校から着たままの制服は汗だくで、必死に駆け回っていたことがひしひしと伝わってきた。

「希美、屋根の上にいた。……明日、また来るよ」

「……うん。あのさ、響」

「ん？」

「また情けないとこ、見せちゃったね。みんなして希美になにも言ってあげられなくて、さ」

「そんなこと思ってないってば」

　どこまで理解できているかはさておき、誰だれかに対し『どうして』なんて感情は芽生えるはずがなかった。

「……希のぞ美みは、覚えてるんだよね。お母さんのこと。あたしなんかは、物心ついたらもう両親ともいなかったんだけど。希美と希美のお母さんは、しばらくいっしょに暮らしていたみたいだから」

「…………そう、なんだ」

　もう少しだけ、桜花さくらたちの内心に近づけた気がする。母親の記き憶おくがあるとすればなおさら、希美にとって『血のつながり』が持つ意味は、きっと濃いものになるのだろう。

　離れた故郷だとしても、母親が生まれ育った家、大地、祖父に当たる存在……。

　そこに何を想おもうかは、外側からじゃ絶対に見えない。

　だからこそみんな、希美自身の選せん択たくを最優先させてあげたいんだ。

「ごめん。言い訳がましいこと喋しやべっちゃった」

「ううん。聞かせてくれて、ありがとう」

　かぶりを振って桜花と別れ、正まさ義よしさんと子どもたちにも挨あい拶さつしてから僕は家路を辿たどる。

　今、確実にわかるのは、もう少し時間が必要だということだけ。

「……暑っつ」

　なかなか暮れようともしない夏の空が、なんとなくもどかしかった。




　　　　♪




「……あ」

　翌日、放課後にリトルウイングを訪れると、門前でライアンさんと通訳の方に鉢はち合あわせしてしまった。

　まいったな、どんな反応をすべきなのか全然わからない。敵対心を抱いだいているなんてことはもちろんないんだけど、さりとて笑顔を向けるのも……なんとなく抵抗がある。

「良いいところでお目にかかれました」

　とりあえず挨拶くらいは交わさなければと不得意な英語を頭の中から引っ張り出そうとしているうちに、お二人が僕の近くまで歩み寄ってそんなことをおっしゃった。

「えっ？　ええと……」

「ライアン氏は本日、希美さんへのささやかなプレゼントを持ってきたのですが、まだ直接顔を合わせるのは早いのではないかと躊ちゆう躇ちよしていたのです」

　真意が摑つかめず戸惑っていると、再び通訳の方がほとんどタイムラグなしにライアンさんの英語を訳して下さる。

「そこで、郵便受けに入れさせて頂こうと考えたのですが、あいにくサイズが大きく入りませんでした。貫ぬく井いさん。大変申し訳ありませんが、これを希のぞ美みさんに届けて頂けませんでしょうか？」

　ライアンさんから直接差し出されたのは、綺き麗れいにラッピングされた正方形の箱。サイズは掌てのひらに乗るくらいだったものの、確かにポストに入れるには一辺が大きすぎるようだ。

「…………わかりました」

　ちょっとだけ迷いを挟はさんでしまいつつも、厳おごそかにプレゼントを預かる。

　受け取る、受け取らないは僕じゃなくて、希美が決めることだよな。だからちゃんと、届けてあげないと。

「Thank you very much」

　さすがに通訳なしでも伝わる英語と共に一礼し、踵きびすを返すライアンさん。

「……あの！　本当に、希美には会わなくて良いいんですか？」

　余計なお節せつ介かいだとは思いながら、ついそんなことを訊きいてしまった。固執が薄うすいのでは、とか、どこか無意識でそんな穿うがった気持ちが芽生えていたのかもしれない。

「笑顔を奪うばうのが目的ではありませんから」

　訳された即答に、少しだけ恥ずかしい気持ちになる。英国紳士の器うつわの大きさに、吞のみ込まれてしまった感。

　待機していた黒塗りの車でお二人が立ち去ってしまった後も、しばし僕はぼんやりと教会の屋根を見上げ続けてしまう。

「……と、いけない」

　しばらくして我に返り、ようやくリトルウイングの敷地内へ。練習時間に僕が遅れたら、みんなに余計な気を遣つかわせることになるかもしれない。

「響きよう。……良かった。ちゃんと来てくれた」

「当たり前じゃないか。練習、しないとね」

「えへへ、そうだね」

　扉を開くと、最初に声をかけてくれたのは希美だった。昨日から揺れ動き始めた日常に更さらなる変化が訪れることを心配していたのか、その表情は安あん堵どに満ちている。

「響さん、こんにちはですっ」

「はむ。今日も、がんばろうね？」

「うん。こんにちは。今日も頑張ろう」

　潤じゆんも、そらも、もちろんちゃんといる。いつも通りの風景が眼めの前に存在している事実に、なんとなく僕もほっとした想おもいを抱いだかずにはいられなかった。

　──だからこそ、ちょっと逡しゆん巡じゆんがぶり返してしまったりもしつつ、

「それから、希美。……これ、プレゼントだって。ライアンさんに、さっき玄関先で会って渡された」

「っ!?」

　でも、このまま預かりっぱなしというわけにはいかないから、覚悟を決めて希のぞ美みの前に包みを差し出す。

「……そんなの、いらないわよ。ていうか響きよう、なんで受け取ったりなんかしたの!?　プレゼントなんて！」

　大きく眼めを見開いたかと思えば、顔つきを強こわ張ばらせ歩み寄ってくる希美。そして、むしり取らんばかりの勢いで手を伸ばし、

「だめだよ、ぞみ！　……それは、だめ」

　僕から包みをひったくろうとする寸前、切実な叫びと共に立ちはだかった潤じゆんに、その動きを制された。

「っ」

「……潤の言う通りだよ。乱暴には、しちゃいけない」

　善意のプレゼント。しかも、祖父に当たる方から届けられたものだ。何を感じるにせよ、厚意を踏みにじるのは義に反する。希美もすぐに思い直したようで、自分の取ろうとした行動を悔くいるようにぎゅっと両の拳こぶしを握り、唇くちびるを嚙かみしめている。

「……ちゃんと話したこともないのに、プレゼントっていったい何よ」

　ふう、と大きく溜ため息いきを吐ついてから、今度はそっと包みに手を伸ばす希美。表情は、まだ不満げだったけれども、

「…………あ」

　リボンを解ほどいて中身を見たとたん、その面持ちから一転して毒気が抜けた。

「ぞみたん。それ、紅茶？」

「うん。…………お母さんが、大好きだったやつ」

　そらが尋たずねた通り、入っていたのは紅茶の缶。高級そうな、輸入品だった。おそらく……いや、間違いなく英国製の。

「………………これね、すごく高いんだ。お母さんあんまりお金なかったのに、一年に一度だけこれを買って、大事に大事に少しずつ飲んでたの。希美にも、飲ませてくれた。ミルクとお砂糖で、たっぷり甘くして。……そっか、昔からの、お気に入りだったんだ」

　喜き怒ど哀あい楽らくを全すべて押し込んだような瞳ひとみで、自分の手元を見つめる希美。母おや子この想おもい出の前では、僕も、潤も、そらも、まともに相づち一つさえ打ってやることができなかった。

「…………疑ってたつもりはないけど。やっぱり、そうなんだね。あの人、本当にお母さんのお父さん、なんだね」

　どこか困ったように眉まゆ尻じりを下げ、首をかしげながら微笑ほほえむ希美。ライアンさんも、希美のお母さんの好きなものなら喜んでもらえるのではないかと、考えに考え抜いてこの紅茶を贈り物に選んだのだろうな。

「…………………………………………」

　ぎゅっと缶を抱だき、希のぞ美みはしばし言葉を詰まらせる。僕たちもただ黙って、希美の『時間』を奪うばわないように努めた。

「……あの。響きよう、潤じゆん、そら」

「……ん？」

「本当に、ごめんなさいなんだけど。……今日も、練習お休みして、良いい？　ちょっと、行きたいところがあって」

「あ……。う、うんっ。……ぞみ、行ってきなよっ」

「響にー、いい？　わたしたちも、ぞみたんにおでかけさせてあげてほしい」

「うん、もちろん構わないよ」

　僕には見当がつかなかったけれど、二人には希美の目的がわかっている様子だった。それが何か重要な意味を持っていそうなことも伝わってきたから、迷わず首しゆ肯こうを返す。

「ごめんなさい！　明日こそ、ちゃんとやるから！」

　帽子を被かぶり、簡単な外出の準備を整え西日の中を駆け出した希美を、玄関先から三人で見送る。走る度たびに一歩遠くなる後ろ姿と、伸びていく影に、なぜだかぎゅっと胸の中心を押さえつけられるような鈍痛を覚えた。

「…………ぞみたん、リトルウイングに来たばかりのころ、毎晩泣いてた。すごく寂しそうに、泣いてた」

　僕と同じように走り去る希美から眼めを離さぬまま、ぽつりと呟つぶやくそら。

　ここに、来たばかりのころ。……きっと、お母さんと別れて間もないころ、だよな。

「響にー。ぞみたんは、やっぱり、ほんものの家族がいい？」

「………………ごめん。僕には、わからない」

　少しずつトーンが下がっていくそらの声を明るくしてやることすらできない自分の口が、ひどく憎にくたらしくて仕方がない。

「でも、ひとつだけ言えるのは。ここにいるみんなだって……ニセモノなんかじゃないよ」

「……響、さん」

　辛かろうじて絞り出したその答えだけが、僕が今言葉にできる唯ゆい一いつの信念だった。




　　　　♪




「はう……わにゃ」

　さらに次の日の金曜日。三日ぶりに練習を再開したものの、いつになくミスが続いて何度も途中で曲が止まる。特に潤は、ずっと心ここにあらずといった感じだ。

　それを怒ったり、不満に思ったりなんてするはずはないんだけど、この感じだと今日はあまり進展を得られないかも。かといって中断を伝えたらそれはそれでみんな気にするだろうし、どうしたものか……。

　結局、そのまま予定時刻まで練習を続けてもらうという消極的選せん択たくをしてしまう。僕も子どもたちもどんどん口数が少なくなっていき、常に笑顔が絶えなかったいつもの練習風景とはかけ離れた、重苦しい空気が停てい滞たいする。終了時間を迎えるや、潤じゆんの口からほっと溜ため息いきが漏もれてしまったのも仕方のないことだろう。

　というか、ごめん……。僕の方も、もっと何か考えて練習に臨のぞむべきだった。

「……ねえ、響きよう」

「ん？」

「このあとマスターと桜花さくらが戻ってくるまで、少し待っていてくれない？　希のぞ美みから、ちょっと話したいことがあるから」

「………………うん、大だい丈じよう夫ぶ。わかった」

　その空気に耐えかねたのか。あるいは元からそのつもりだったのか。瞳ひとみに力を込めて、楽器を丁てい寧ねいにしまい込みながら希美が抑よく揚ようを消した声で呟つぶやいた。

「…………っ」

「…………」

　びくりと肩を震わせる潤と、僅わずかに視線を下に向けるそら。切り出されるであろう内容を想像し、緊きん張ちよう感かんがますます高まっている様子だ。

　希美が選んだ答えは、はたして。知らず知らずのうちに結論を急がせてしまっていなければ良いいんだけど。思っていた以上に早い決断に、その点だけが少し心配だった。







「決めたわ。希美は………………………………イギリスに、行く」

　もしかしたら、無意識で楽観していた部分があったのかもしれない。

　なんだかんだ言って、最終的に激動がリトルウイングに訪れることなんて、きっとない、と。

　だからだろうか。両方の可能性が有あり得ると自らに言い聞かせていたはずなのに、希美の言葉は僕の心にぐさりと突き刺さった。

　そう、か……。希美が、出した答えは……。

　決断の理由が、気にならなかったわけではない。でも、どんな想おもいによるものだったとしても、それが希美自身で考え抜いてたどり着いたものならば、もはやそこに口を挟はさむ余地なんてない。

　なにより──自らの家に還かえる。それだけで、理由としては途方もないほど正当だ。

「……………………寂しくなるけど…………また、会えるよね？」

　意外にも、最初に沈黙を破ってぎこちない笑みを浮かべたのは、潤だった。

「…………………………うん。当然、じゃない」

　希のぞ美みも、静かに笑う。ゆっくりゆっくりその問いを嚙かみしめるように、小分けに吞のみ込むように時間を置いてから、穏おだやかに唇くちびるを持ち上げそっと潤じゆんの頭を撫なでる。

「お金貯ためて、遊びに行く。何度も、何度も」

「約束よ。絶対だからね」

　桜花さくらも立ち上がり、ぎゅっと希美を抱だきしめながら愛いとおしげに瞳ひとみを閉じる。

「……明日、ライアンさんに連絡しておく。向こうも早い方が、きっと喜ぶだろう」

「マスター。……今まで、本当にありがとう」

　正まさ義よしさんも柔らかな表情でそう伝え、心からのお礼を告げる希美に対し、何度もかぶりを振った。

「………………」

　そらは、なにも言わない。でも希美の選せん択たくを尊重し、じっとテーブルの一点を見つめたまま事実を事実としてありのまま受け入れようとしているように見える。

　誰だれしもが一言も異を唱えようとせずに、つなぎ止めることじゃなくて、手を離すことで愛を伝えようとしていた。

　涙はない。憤いきどおりも不満もない。

　笑顔だけが、リトルウイングのリビングに満ちている。

　ならば、これが全すべての人にとっての正解だったのだろう。

　この場で唯ゆい一いつ、間違い……いや、場違いなものが有あるとすれば。根拠もなくざわざわと騒さわぎ立て、胸の真ん中に疼うずきを刻む、幼くて青い僕の心。きっとただ、それだけだ。




　　　　♪




　訪れた変化は今後のバンド活動にも関係することだったから、一度方針を練り直すため、三人と相談した結果週末はひとまず練習を休むことになった。

　希美は自分が予定を狂わせてしまったと謝り通しだったけど、むしろバンドが希美にとっての枷かせになることの方がよほど申し訳なかったから、その点はどうか気にしないで欲しい。

　それにこの時代、離れていてもネットを介して生セッションを行ったり、曲を共に創つくり上げたりすることもさほどハードルは高くない。そう伝えると、是ぜ非ひとも方法を教えて欲しいと三人から懇こん願がんされた。もちろん希美が旅立つ前に、自分の持っている知識は余すことなく伝えるつもりだ。

　定期的に三人でライブをするのはさすがに難しくなっちゃうだろうけど、例えばThe White Stripesだってギターとドラムの２ピースバンド。潤とそらの意向が最優先なのは当然として、これにて即活動終了……となるわけでは断じてない。

　だから、僕の立ち位置は以前と同じ。みんなと気持ちが重なっている限り、これからもリトルウイングで活動を続けていくために全力を尽くす。

「……っと、先のことよりもまずは、三人のライブ予定をどうするか詰めちゃわないと」

　寄りかかっていた椅い子すから背中を上げ、マウスを握る。こんな風に、土曜の午前中、自室でひとりパソコンと向き合っているのはなんだか懐なつかしい感じがした。先週はキャンプで、その前はライブやバンド練習の時間だったから……な。

　万感と共に漏もれる息をそのままに、ブラウザを立ち上げ三人の動画にアクセスする。カウンタは、未いまだにかなりの勢いで回り続けていた。メールボックスにも、新たな問い合わせがたっぷりと積み上がっている。

「本当にすごいな。……まさか、ライブに関係のないところにまで波及するとはさすがに思わなかった」

　いろいろ覚悟を決めてアップロードしたつもりではあったけど、ライアンさんとの巡り合わせまでは想像が追い付くはずもない。

　──僕が、この動画をアップしようだなんて思わなければ。

　なんて考えるのは、絶対に間違いだろう。なにひとつ、悪いことなんて起こっていないのだから。

　むしろ、ずっと生き別れていた親族同士が出会った。これを、神様からの贈り物だと受け止めなかったら、きっとバチが当たる。

　とにかく。ここまで話題になった後だし、潤じゆんもそらも、希のぞ美みも望んでくれているのだから、必ず一度は三人のライブを実現させないと。希美が異国に向かい、物理的に不可能となってしまう前に、なるべく早く。

「……お兄ちゃん、いるの？」

　カレンダーアプリを立ち上げ、日程に当たりを付けている最中、くるみがノックに続いてそっと部屋のドアを押し開いた。

「うん。今日は出かけないつもり」

「そう、なんだ。……練習は？」

「ん……ちょっと休きゆう憩けい、かな」

　言葉を選んだつもりで伝えると、くるみの視線が斜め下に落ちる。

　よく考えたら、三人とくるみはもうとっくに友達なのだ。聞いていないはずがないか。的まと外はずれな気き遣づかいだった。

「なんで？　なんで希美、いきなりイギリスになんか……」

「はっきりとは、教えてもらってない……かな」

　推測ならいくつもできるけど、それは答えとは違う。答えは、希美の中にしかない。

「お兄ちゃんはそれで良いいわけ？　潤は、そらは……」

「潤じゆんたちはともかく、僕には良いいも悪いもないよ。希のぞ美みがそう決めたのなら……応援する」

　パソコンの画面を見つめたまま答えると、ディスプレイに反射して映るくるみの顔が怒りと不満を露あらわに大きく歪ゆがんだ。

　なぜだろう。それが妙に、温かく思えた。

「……かっこわる」

「……ええと、どの辺が？」

「は？　自分で自分のことかっこいいと思ってるの？」

　いや、まさか思ってないけど……。

　凄すさまじく不機嫌になりながら、しかしベッドに腰掛け出て行こうとしないくるみに何を伝えるべきなのかわからなくなる。

　約束を棚たな上あげにしていることを怒っているわけじゃないよな。

　それは確信しつつ、でも。

　約束を棚上げにしたままでいることも、そろそろ自分自身が許せなくなってきた。

「くるみ。明日、暇ひま？」

「……本気で怒るよ？　まさか私がそんな催さい促そくしに──」

「わかってるって。そういうつもりじゃなくて。ただ、僕が行きたいんだ。くるみと遊園地」

　ちゃんと正面を向いて、まっすぐ眼めを見ながら正直な気持ちを伝える。タイミングとして最悪であることは間違いない。でも、せめて。かっこわるい兄だとしても、妹と交わした大切な約束くらいは、反ほ故ごにせずきちんと守りたい。

　今がどんな時だろうと、これ以上予定を先送りにする理由には使いたくなかった。

「……………………はぁ。……いいよ、行ってあげる。お兄ちゃんのために、ね」

　肩を怒らせた熟考の末、ふっと全身の力を抜いて両手を掲げるくるみ。

「よかった、ありがとう」

「……ま、正直に言うとさ。忘れてても今は許してあげようって思ってたから。ちゃんと覚えていたことだけは、その……嬉うれしい。誘さそい方はほんっと最低だけどね！」

「まったくだよね、反省してます……」

　人差し指を突き出すくるみに、謝意交じりの笑みと共に頷うなずきを返す。ん、そう決まったらなんだかほっとした。正直ここ数日部屋の中で余計な思考に囚とらわれてばかりだったし、明日一日はすっぱりと日常から離れてしまおう。




　　　　♪




「ほら、いつまで寝てるの！　早く準備しなさい！」

「わぷっ！」

　きりもみ状の回転を伴いながら自室の床に叩たたきつけられるという鮮せん烈れつな記き憶おくで、日曜日の朝は幕を開けた。

「……？」

　状況を吞のみ込めないまま起き抜けの頭を持ち上げれば、ベッドの上で腕組み仁に王おう立ちのくるみがぼんやり視界に収まる。どうやら、僕の身体からだに巻き付いていたタオルケットを引っ張って、コマの要領で大回転させたらしい。なんて容よう赦しやの欠片かけらもない目覚めさせ方だ……。

「お、おはよう」

「ねぼすけ。こんな日くらいお兄ちゃんの方が私を起こしに来るくらいの誠意を見せてよね」

「……ごめんなさい」

　うっかり謝ってしまった後で時計を見たら、まだ五時半だった。出発予定時刻は七時だから、あと三十分くらいは寝ていても充分余裕があるじゃないか……。

　不平を覚えつつ、でも少し嬉うれしくなる。もっと『仕方なしに』という感じで付き合ってもらうことになるのも覚悟していたから、くるみが高いモチベーションを披ひ露ろうしてくれたのは正直ほっとした。

「外で待ってるから早く着替えなさい。あ、今日はお弁当作らなかったよ？　お昼は向こうでお兄ちゃんにおごってもらうから」

「うん、任せて」

　こんな時くらい兄としての甲か斐い性しようを発揮したかったし、僕としても望むところだ。今日行こうとしている遊園地は食べ物にも定評があるらしいので、選せん択たくさえミスしなければきっと美味おいしいものをご馳ち走そうできるはず。

　よし、予定より少し早いけど準備を終わらせて出発してしまおう。くるみが退室するのを見届けて、クローゼットの中から手近なＴシャツを抜き取る。

　……いや、待てよ。

　袖そでを通す寸前で、ふと手が止まった。そういえば、さっきくるみが身に纏まとっていたワンピース。この前買ってもらったばかりのお気に入りだったような。『大事なときまで外で着るのは我慢するんだ！』と母さんにうきうき話していたことを、すんでの所で思い出す。

　僕も、精一杯のお洒落しやれはしていくべきなのかも。

　大した服なんて持ってないけど、自分にできる限りの努力くらいは怠おこたっちゃいけない。頷うなずきながら出したＴシャツをすぐに仕舞い、ここにある中ではいちばんまともそうなグレーのボタンシャツを選択。

「………………………………………………合格」

　着替えを終えて外に出ると、扉の前で待機していたくるみが僕を上から下までなめ回すように見てから、ぼそりと呟つぶやいた。

　危ない、もう少しでいきなりミスをしでかすところだった。

「次のデートはお買い物ね。お兄ちゃん、服のレパートリーが少なすぎるもん」

「あはは……。ぜひご指導願います」

　兄妹きようだいで遊びに行くのははたしてデートなのか、という疑問も浮かばないわけではなかったけど、小さな問題には触れず首しゆ肯こうだけを返す。

　次、があることを示し唆さしてもらえたのが、なんだか嬉うれしかったし。







「んー。やっと着いた。お兄ちゃん、早くいこ！」

　電車を降りて徒歩〇分の入場ゲートが近付いた頃ころには、くるみもわくわくしてきたのか自然と表情に華はなやかさが増していた。お互い、家からそれなりに距離のあるこの遊園地に来るのは初めて。特に意識していなくても評判が伝わってくるほどの有名スポットだから心配はまったくしていないけど、くるみにとって楽しい一日になることを願うばかりだ。

「わ、けっこう混こんでるね……」

「そりゃ、日曜日だもん。これくらいは覚悟の上だわ。……えっと、フリーパスと回数券があるみたいだけど」

「フリーパスにしよう。せっかく遠出してきたんだ」

「ほんと!?　えへへ、やった」

　力強く頷うなずく僕の腕に、くるみはぴょんと跳はねて抱だきつく。ああ、なんか普段ではめったに味わえない、兄と妹の正しき姿に手が届いた気がする。

　……まあ、出費の面でまったく痛くないと言えば噓うそになってしまうけど。それも日頃の感謝を思えば安いものだ。

　そんなことを考えつつ、列に並んでパスを二枚購入。自宅から数時間を経て、いよいよ遊園地の中へ。

「わぁ、すごい綺き麗れいっ！」

　最初に僕たちを出迎えてくれたのは、ぎっしりと満開の花を宿らせたローズガーデン。パンフレットによると英国にある有名な観光地を参考にした、日本では有数の広さを誇る薔薇ばらの園そのなのだとか。

　……………………英国、か。

　希のぞ美みが暮らす場所も、こんな風に美しい花が咲き誇るような環境なのだろうか。ライアンさんは経営者という話だから、それとももっと都会で暮らすのかな。なんとなく、希美には都会よりも落ち着いた土地の方が合っている気がする。こういうローズガーデンとか、教会が眼めの前にあるような。

　……教会。要するに、リトルウイングのイメージか。リトルウイングで暮らす希美というビジョンから、僕がなかなか離れられないだけなのだろう。

　リトルウイングに薔薇ばらはないけれど、そういえば希のぞ美みは自由研究で何か花を育ててみたいと言っていたっけ。実現していたらきっと、ますます素敵な景色が生まれていたんだろうな。

「お兄ちゃんお兄ちゃん、写真とろ………………お兄ちゃん？」

「あ!?　ご、ごめん！　ちょっと薔薇に見とれてたよ！　う、うん！　写真だね、撮ろう！」

「むー。……………………ほら、ここ。ここで撮って」

　呼び声でハッと我に返り、急いでバッグからデジカメを抜き出す。

　いけない。うっかり是ぜ非ひもない考えに囚とらわれてしまった……。

「うん、良いい感じに撮れたと思う」

「ありがと！　じゃあ次はお兄ちゃんもいっしょに写ろ！」

「いっしょに？　じゃあ、どなたかにシャッターお願いしないと……」

「そんなことしなくても大だい丈じよう夫ぶ。ほら、こうするの！」

「あ……」

　僕の反応が鈍かったせいで一いつ瞬しゆんふくれっ面つらになってしまったくるみだけど、誠心誠意レンズを向けるとなんとか笑顔を持ち直してくれた。最後には、いわゆる『自撮りツーショット』まで許可して頂く。

　いいのかな。こんなリア充じゆうっぽいこと、僕ごときが体験しちゃって。相手が実妹だからギリギリセーフだろうか。

「うん、良い感じ！　あとで携帯に転送して待ち受け画像にするのよ」

「え、今のを!?」

　十歳の妹とのツーショット画像を待ち受けにしてる男子高校生……セーフなのかアウトなのか微妙に判断しかねる。

「なによ、嫌いやなの？」

「嫌ではないけど。……くるみも待ち受けにするの？」

「あ、お兄ちゃんコーヒーカップ空すいてるよ！　今のうちに乗っちゃおう！」

　なんか露ろ骨こつにはぐらかされたような。『するわけない』と断言されたらちょっと切ないから、むしろ気き遣づかいかもしれないけど。

　ともあれ、乗り物はくるみが希望する順番でもちろん構わないので、頷うなずいて指さす先へと向かう。

「あはは、まわせ～まわせ～まわせ～まわせ～！」

　ゲートをくぐり、貴族が持っていそうなごてごてしたカップの中にくるみとふたりで入って、スタートと同時に中央のハンドルを思いっきり捻ひねる。

「──って、きゃ、ちょっ、これ速っ!?」

　回転に合わせて鳴り響ひびくＢＧＭは、あの誰だれもが知る英国が生んだレジェンド、ビートルズの『I Am The Walrus』だった。可動域がかなり大きい上にぐらんぐらん縦揺れも混ざるし、ぱっと見の印象よりずっとサイケデリックなコンセプトだ……。

　ビートルズ、か。

　リヴァプール、ずっと行ってみたいと思ってたんだよなあ。でも今はあんまり治安が良くないという噂うわさも聞く。

　希のぞ美みが暮らす街は、その辺大だい丈じよう夫ぶなのかな。改めて思えば、日本って恵まれている。物ぶつ騒そうな話も時折聞こえてくるとはいえ、日常生活を送っているだけなら小学生の女の子が大きな危機に晒さらされることも、そんなには多くないわけだし。

　いや、大丈夫。不自由なく暮らさせるとおっしゃっていた、ライアンさんの言葉を信じよう。

「………………」

　そうやって自分で自分を説得してもなお、わからないからこそ生まれる不安は、ぬぐい去ろうとすればするほど膨ふくれあがってしまう。

「────ちゃん、おにい、ちゃっ！　ちょ……ちょ……もうそれ以上……回さ……ほ、ほんとに……限界……な、の……！」

「…………ん？　あ、ああっ!?　ごめんくるみ！　つ、つい夢中で！」

　しまった、気付けば向かいのくるみの顔色が蒼そう白はくだ……！　知らず知らずのうちに、制止を無視して加速させ続けてしまっていたらしい！

「ごめん！　本っっっっっっっっ当に、申し訳ない！」

「……………………うー」

　すぐさま回転を緩ゆるめ、マシンが止まるや否いなや両手を合わせてひたすら謝罪。いったい何をやっているんだ僕は……。

「次にこんなことしたら、明日からのお昼、毎回プ○キュアのキャラ弁だからね！」

「しません、誓います。だからどうかご勘かん弁べんを……」

　プ○キュアに特別な感情があるわけじゃないけれど、高校に持っていくお弁当としてそれは絶対にまずい。もうミスは許されないぞ。

「ったく、もう……」

「反省しています。……大丈夫？　まだ気持ち悪い？」

「もう平気。ていうか、逆に少しおなか空すいてきた。お昼前に、なにか軽く食べない？」

「うん、喜んで。軽食を売ってるのはあっちの方みたいだ。行こう」

　回転が消化を促うながしたのか（なんて分析する立場でもないんだけど）、みぞおち辺りに手を添えながら辺りを見回すくるみ。もちろん快かい諾だくして、パンフレットを頼りにローズガーデンの反対側へと足を運ぶ。

「あった。えーと。売ってるのは、スコーンに、フィッシュアンドチップスに…………ローストビーフ、サンド……」

　…………うん。

　遅ればせながらに気付いたけど。この遊園地、ずいぶんイギリス色が濃いな……。

　いわゆるテーマパークというわけではないので訪れるまで知らなかったものの、要所要所で英国文化が前面に押し出されている。ガイドブックとかをちゃんと読んでいれば明らかだったのだろうか。

　そうと知っていたら…………知っていたら、どうした、かな。もともと、くるみとはここに来ようと軽く打ち合わせていたわけだし……なあ。

「……お兄ちゃん、どれにするの？」

「そうだなあ……」

　なんか、どれも身構えてしまうというか、味を知るのが怖いというか。

　美味おいしくても、美味しくなくても。余計なことを考えてしまいそうだ。

「どれ？」

「どれでもいい、かな……」

「……………………………………そう。じゃ、私が買ってくるから場所取っといて」

「……あ。えっと……じゃあ、うん。ごめん。悪いけどお願いしちゃうね。これ、お金」

「…………別に、おやつ代くらい良いいのに」

　決めかねているうちに、くるみが一人で売店に向かおうとしたので慌あわてて代金を手渡す。本当なら僕がエスコートすべきだったろうに申し訳ないな……。せめて言われた通り、席だけはきちんと確保しておかないと。

「おまたせ」

「ありがとう………………えっ？」

　人の居いないテーブルを見つけて滑すべり込んでから何分かして、くるみが戻ってきた。

　手に持つトレーに載っていたのは、ポップコーンと、特大のドリンクが一つ。

「なに？　なんでも良いって言ったくせに文句あるわけ？」

「……ええと」

　ポップコーンは、非常に助かるセレクションだ。そこには感謝しか生まれない。

　気になるところがあるとすれば、ドリンクの方。……なんか、途中で二ふた股またに分かれた長いストローが一本だけ挿ささってるんですが。

　明らかに、バカップル仕様なんですが。

「…………ど、どうしたの？　のど渇かわいたでしょ？　飲まないの？」

　少しおっかなびっくりにも見える仕草で、ストローの片割れをくわえ込むくるみ。

　いかんとすべきか。

　…………………………………………………………まあ、良いか。

　イギリス名物というわけでも、あるまいし。

「頂きます」

「えっ!?」

　状況を受け入れて僕も顔を寄せると、くるみはなぜか驚おどろきを満面にびくりと身体からだを反らしてしまった。自分で買ったのに、変な反応をするなぁ。

「あ、メロンソーダなんだ。飲んだの久しぶりだな」

「………………………………」

「ん？　これ、なかなか吸い込めないね。ストローが長いからかな」

「………………………………しろ」

「いや、違うぞ。片方しかくわえてないから空気が混ざるのかも。ねえ、ちょっとそっちからも吸い──」

「いい、かげんに、しろおおおおおおおおおおっ！」

「もふっ!?」

　いったんストローを離して尋たずねた僕の口の中に、くるみがいきなりポップコーンを山盛りでひっつかんで押し込む。じ、地味ながらシャレにならない攻撃力だ……！　急激に水分を吸い取られ、危うく意識が遠のきかけた。

「な、なんで!?　いきなりなにするの!?」

　ドリンクの蓋ふたを外し、ストローを介さず直じか飲のみすることでなんとか難を逃れたものの、混乱は収まらない。今に限っては、ひとつも怒らせるようなことなんてしてないはずなのに……!?

「なんで、じゃないっ！　なんなのよそのうっすい反応！　照れるとか、ドキドキするとか……最低でも『こんなの買ってきて何考えてるんだ!?』って慌あわてるとか、いろいろあるでしょ普通は！」

「あ……。ごめん、ツッコミ待ちだったんだね……」

「違うわよヴァカっ！　そうじゃなくて、デートの最中に、他ほかの女の子のことで頭の中いっぱいにしてるんじゃないって怒ってるの！　ほんっっっっっと最低！　この浮気者っ！」

　く、くるみさんその言い方は非常に語ご弊へいが……!?　誰だれが見ても小学生そのものである少女から発せられる痴ち話わ喧げん嘩かまがいの怒声に、辺りの訝いぶかしげな視線が僕たちの方に集中する。

　危機的状況に膨ふくらむ焦あせり。

　……でも、今は周りに気を取られている場合じゃない。

「違うんだ、断じてくるみのことをないがしろにしようなんてそんなつもりは……」

「してるじゃない！　希のぞ美みに本当は言いたいことがあるのに言えなくてずっとウジウジして、それなのに私にまで気を遣つかって、そのくせいざデートしても私を欲望のはけ口にしてすっきりする勇気もなくて！　もう全部中途半はん端ぱ！　ただ流されてるだけ！　そういうところがかっこ悪いって言ってんのよ！　男なら、男ならちゃんと自分で決めて選べっ！」

　がつんと、エレキギターで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを味わった。

　流されているだけで、かっこ悪いか……。言われてみれば、確かにその通りかもしれない。

　ただ。

「……ひとつだけ、訂正させて。希のぞ美みに対しては、言いたくても言えないんじゃない。言わないって、決めたんだ。そこだけは、自分の選せん択たくだよ。あと大事な妹を欲望のはけ口になんてするはずがありません」

「二つ訂正してるんですけど。……まあ、それはひとまず置いておいて。ほら、ね。やっぱり、お兄ちゃんだって本当は思ってるんじゃない。行って欲しくないんでしょ、希美に、イギリスになんて」

「……………………うん」

　ダメだ。くるみの前では、隠し事なんて無理みたいだ。

　自分自身は説き伏せられたとしても、くるみの前ではボロが出てしまう。

　恥を忍んで……いや、胸を張って告白してしまえば。僕はずっと、くるみのようになりたい、いつかくるみのようになれたらな、と。

　穴ぐらの中で妹に憧あこがれ、尊敬を重ね生きてきた人間なのだから。

「やっと、認めたか。どうして言ってあげないの？　リトルウイングにいれば良いいって。ずっとみんなで暮らせば良いって。お兄ちゃんは、その方が嬉うれしいんでしょ」

「うん。でも、大事なのは僕の気持ちじゃないから。希美自身が出した答えに、希美自身が迷って欲しくないんだ。だから、何も言わず待つって決めた。それで、希美がイギリスに行くって決めたんなら、受け入れようって」

　しかし、だとしても。本心を明かしてもなお、主張は貫つらぬき続ける。

「怖いだけでしょ。自分のせいで空気乱して傷つけちゃったらどうしようって、臆おく病びようになってるだけでしょ」

「……………………………………」

　違う、と即答したかった。

　できなかったのは、僕の中にわだかまる『臆病』さが確かに存在することを、無意識に認めてしまっていたからだろうか。

　またいっぽうで、希美の信念を余さず受け止めたいという気持ちにも偽いつわりはないから、わからなくなる。

「…………なんて、ね」

　しばし強い眼がん力りきを僕に向け続けていたくるみが、ふっと溜ため息いき交じりに眉まゆ尻じりを下げた。

「ごめん。ほんとは私に、こんなこと言う資格ないんだ。だって、同じだもん。私も希美がイギリスに行くって聞いて『なんで!?　日本でいっしょに暮らそうよ！』って叫びたくなったのに、結局黙り込んじゃった。あの希美がそう決めたってことは、すごく強い覚悟とか、想おもいとか、絶対あるんだろうなってわかっちゃって。そしたら、私が余計なこと言ったら迷惑になるって、思っちゃったもん。潤じゆんもそらも、きっと同じ……ううん、私なんかよりずっと強く、そんな風に感じたんだろうね」

「くるみ……」

「でもさ、やっぱり私は疑問。ねえ、お兄ちゃん。希のぞ美み、本当にイギリスに行きたいのかな？」

「それは」

　それは、僕が断定的に語れることじゃない。

　でも……消し去ることのできない『希望』ならば、日に日に膨ふくらむばかりだった。

　──本当は、日本にいたい。リトルウイングで、暮らしたい。

　そんな風に、思っていてくれないかな……と、勝手に夢想することを、やめられないのだ。

「どうするの？　もし、希美も同じだったら。潤じゆんと、そらと、お兄ちゃんと同じように、自分以外のことばっかり考えてたら。みんなが空気読んだつもりで思ったこと言えなくて、『これがいちばんいい、喜んでもらえる』って無理矢理納なつ得とくさせて。でも心のどこかで、誰だれかにめちゃくちゃに引き裂さいて欲しいって、空気とか理屈とか全部くそくらえだって大暴れして欲しいって、そんな風に思ってたとしたら。……今、確かめもせず何もしないままで、お兄ちゃんは後こう悔かいしないの？」

　強い口調と切迫した表情で、くるみは僕の至近まで歩み寄って、シャツの袖そでを両手で摑つかむ。

「……あは。もうバレバレだと思うから言っちゃうけど。……これ、責めてるんじゃないよ。すがってるの。お兄ちゃんくらいにしか、私は思ったままの言葉なんて伝えられないから、甘えて頼りきってるの。そもそも実は超的まと外はずれかもしれないし、ね。希美は本当にイギリスに行きたくて、自分勝手なこと一方的に伝えたらやっぱり迷惑かけちゃうかも。でもね、いいじゃない。わがままでも、自分勝手でも。そのわがままが、身勝手さが。……人を幸せにすることだって、きっとあるよ」

「……あ」

　伝えてくれたのがくるみだったからこそ、こんなにもまっすぐ、言葉が胃の腑ふに落ちていったのだろう。

　ほんの少しのわがままで、いくつもの幸せを届けてくれる。

　僕にとって、眼めの前の妹こそが、他ほかならぬそんな相手だったから。

「……仮にそうだとして。その役目を果たすのが、僕で大だい丈じよう夫ぶなのかな」

「知らない」

「そこは噓うそでも大丈夫って言って欲しかったような……」

　くるみさん、乗せ上じよう手ずなのかそうじゃないのか判断に困る。

「知らないものは知らないわよ。だって希美の考えてること、手に取るように全部わかるのならこんなにモヤモヤしないもん。お兄ちゃんだって、同じでしょ」

「それも、そうだよね。正論です」

　苦笑で答えると、くるみは不意に頰ほおを赤らめ、何かを言い淀よどむような仕草を見せた。

「……しかた、ないな。じゃあひとつだけ、お兄ちゃんに勇気をあげる。……私が自信を持ってわかるのはね、私自身のことだけ。お兄ちゃんが何かして、希のぞ美みがどう思うか保証はできないけど。私は、どんな結果になっても、私ができなかったことをしてくれたお兄ちゃんのこと……かっこいいって、思うよ。それだけは、約束する」

　たとえ捕まったとしても、この愛すべき妹のことを今ここで強く抱だきしめたい。本気でそんな気持ちになった。

「ど、どうなの!?　それじゃ足りないって言うの!?」

「充分だ。充分すぎるよ」

　すんでの所でくるみの方が人差し指を突きつけながら一歩後ろに飛び退のいてしまったので、公衆の面前で妹を抱くという欲望は惜しくも叶かなわず仕じ舞まいだったけど。

　大だい丈じよう夫ぶ。もう、迷いは晴れた。

　傷つくことなら、初めから怖くはなかった。

　恐れていたのは、傷つけること。

　でも、もしかすると。それすらも──傷つけることをも恐れない勇気の先でしか、たどりつけない答えがあるのかもしれない。

　妹が、そう僕に教えてくれた。

　ならば、進んでみよう。もう一歩前に、踏み込んでみよう。

　そうして、たまの一度くらい。くるみに兄らしいところを見せてやるんだ。

「くるみ、ありがとう。おかげで、後こう悔かいだけはしないで済みそうだ」

「お礼なんて良いい。妹は、ね。いつでも憧あこがれてるんだから。……かっこいい、お兄ちゃんに」

　曇くもりなき笑みを交わし合って、僕は立ち上がる。うん、がんばろう。まだまだ頼りなくて、情けない人間でも。

　いつかくるみにとって自慢の家族になれるように、これからもずっともがき続けるんだ。

　すべきこと、本当に僕が望んでいたことに気付けて、なんだか心が軽くなったような感覚。

　だからこそ……今日は全力で遊ばないと。くるみ以外に脇わき目めも振らず、せっかく手に入れた二人きりの時間を、無む駄だにはしない。

「よし！　次はどこに行く？　せっかく来たんだから堪たん能のうし尽くさないとね！」

「……うんっ！　あのね、私観かん覧らん車しやに乗りたい！」

　くるみと共にポップコーンとドリンクの残りを胃袋へ押し込みながら、声を弾はずませ作戦会議。

「観覧車ももちろん大歓迎だけど、ここは景気付けにハデなやつから再開しない？　……アレとか、どうかな？」

「え!?　あ、あれは……」

　僕が指さしたのは、園内でひときわ異彩を放つ、超巨大な落下系絶叫マシン。きっと一発で、僕たちを日常から切り離してくれるパワーを持った、目玉アトラクションだ。

「わ、悪くないわね……。で、でも確か、身長制限があって私は乗れないんじゃなかったかしら……？」

「えーと、パンフによると『身長１２５㎝以下のお子さまはご遠えん慮りよ下さい』だって。くるみなら余裕でクリアだね」

「なんでこんな時に限って無む駄だにめざといのよ！」

「……もしかして、怖い？」

「は、はぁ？　そんなわけないですし……！　も、もちろんめっちゃ乗りたいのよ？　ただ、ええと……！」

「うん、なら行こう！　ふふっ、わくわくしてきたぞ」

「えっ、ちょっ……!?」

　少し強引ながら、僕はくるみの腰を抱だきかかえて肩に担かつぐ。ここは兄らしく、迷いを断ちきれるようエスコートしてあげないと。

「よーし、レッツゴー！」
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　走りながら見上げれば、朝よりもずっと輝きを増した太陽。

　まだまだ暮れる気配なんて少しもない夏の空が、なんとなく頼もしかった。




　　　　♪




「まったく、くるみのおかげで大変な目にあったよ……」

「ふんだ。完全にお兄ちゃんが悪いんでしょ」

　帰りの電車の中、僕たちは視線を合わさず窓の外を見やる。

　絶叫マシンに連れていく途中、くるみが本気で大おお騒さわぎを始めて僕が誘ゆう拐かい犯はんに間違われるというシャレにならないトラブルが発生してしまった。しかもご立腹中だったくるみはなかなか実妹だと認めてくれず、危うくスタッフルームから警察署に直送されかけた。

「……ふふ」

「……ぷっ」

　まあ、それも穏おん便びんに済んだ今となっては、楽しい思い出の一つなんだけど。

　ちなみにくるみさん、初回はあんなに嫌いやがったくせに件くだんの絶叫マシンには正味三回もお乗りになられた。見た目ほど恐怖ばかりが強調されたアトラクションではなく、かなり爽そう快かいなスピード感を味わえる造りになっていたので、その気持ちもよくわかる。

　相手の顔色を窺うかがうばかりだったら、いちばんの面白みを味わえず仕じ舞まいだったかもしれない……な。

「さすがに、全アトラクション制せい覇はすると疲れるね……。家に着いたら一歩も動けないかも」

「うん、もう私もへとへと。……でも、すごく楽しかった。ありがとう、お兄ちゃん」

「もちろん僕も楽しかった。こっちこそ、ありがとう。……明日の大おお一いち番ばんのために、今日はゆっくり休まないとだ」

「……よろしくね、希のぞ美みのこと。頼りにしてる」

「どうなるかわからないけど、当たって砕けろで頑張ってみる。…………っとごめん。メールが来たみたい」

　転換と覚悟を賜たまわった大切な一日を振り返ってから、さらなる目標を見定めていたとき、携帯が震ふるえる気配。そういえば家を出てからずっと、鞄かばんの中に放り込みっぱなしだったな……。

「ん!?」

　ディスプレイに通電させた直後、えも言われぬ嫌いやな予感が僕の全身を駆け抜けた。

　──不在着信、五件。未読メール、三件。

　送信元は全すべて、鳥とり海うみ桜花さくら。

「どうしたの？　誰だれから？」

「……桜花から。ちょっと、ミスしちゃってたかも」

　恐る恐る、届いた順番にメールを開封していく。くるみも気になったのか、ぴたっと身を寄せて画面を注視し始めた。




　──一通目。




『突然だけど、今夜の七時くらいから、予定空あいてるかな……？　なんかね、ライアンさんが希美の話聞いたらすごく喜んじゃって。いきなり日本にいるお知り合いとか、仕事関係の人とか集めて、希美の歓迎パーティを開くことにしたんだって。もう、急すぎてびっくりだよ……。響きようも来られるか訊きいて欲しいって言われたんだけど、どう……？


桜花』






　──二通目。




『えっと、今夜は難しいかな……？　会場が『イオリッツホテル』っていうかなり高級そうなところの宴えん会かい場じようで、招待状がないと中に入れないみたいなんだけど……。また少ししたら、電話するね。


桜花』






　──三通目。つい今しがた、届いたメール。




『もう締め切りみたい……。でも、気にしないで！　このままイギリスに直行っていうことはさすがにないと思うから、また近々、希のぞ美みに会いに来てあげて。いっぱいメールと電話しちゃってごめんね！


桜花さくら』






　しまった。これは……まずい。

　桜花の言う通り、いきなり旅立ちを迎える可能性は手続きとかも考えて薄うすいと思うけれど、大々的にお披ひ露ろ目め会かいなんかが行われてしまったら、後からちゃぶ台をひっくり返すのはきっと難しくなる。特に希美本人がここまで来て気変わりできないと、今ならまだ残っているかもしれない逡しゆん巡じゆんを断ち切ってしまうような予感がする。

　事態は、急激に切迫してきた。

　でも、まだだ。まだ手遅れじゃない。

「……お兄ちゃん、さっきなんて言ってたっけ？」

「なんだっけ。『まだぜんぜん動き足りない。元気が有あり余ってる』だったかな？」

「ふふっ、うん！　確か、そんな感じだったね」

　不敵な笑みを、くるみと重ねる。使い果たしたものがあるとするなら、それは『恐れ』とか『弱気』といった類たぐいの感情だけだ。

「それにしても、今日いきなりなんてね……。なんか、間が悪かったかしら？」

「そうでもないよ。むしろ、家でうだうだしている時にこの知らせを受けてたら、それこそアウトだったかも」

　くるみと共に遊び回って、完全に覚悟が決まってからまとめてメールを見ることができたのは、むしろ偶然が招いた幸運とさえいえた。

「だとしたら、私も変に悩まなくてすむかな。……あとはちゃんと、七時まで間に合うかどうかね」

「…………大だい丈じよう夫ぶそうだ。このまま途中の駅で乗り換えれば、ギリギリ滑すべり込めそう」

　現在時刻は、午後五時。ネットによると、イオリッツホテルまでの所要時間はなんとか二時間以内だ。

　ただ、くるみを家まで送り届ける余裕はさすがになさそうだな。現在地は学区外どころか市外だから、このまま一人で帰ってもらったとしたら、義務放ほう棄きに当たる。

　なら、いっそ。

「くるみ、お願いがあるんだ。……付き合って欲しい。二人でホテルに行こう」

「…………ふえ!?」

　腹をくくって頼み込むと、かなり意外だったようでくるみの面持ちが驚きよう愕がくに染まる。

　いや、違うな。驚きよう愕がくというよりはむしろ……赤面？

「お、お兄ちゃん……？　わ、私………………妹、だよ？」

　ふるふる震ふるえながら、弱々しく上うわ目め遣づかいを向けるくるみ。リアクションが場にそぐわないことこの上ないけど、どうしちゃったんだ。

「妹という要素ももちろん大事だけど、小学生だから、という部分の方がもっと重要かな」

「しょ、小学生なら誰だれでもいいの!?　や、やっぱり手遅れ……！」

　なんか、話が嚙かみ合ってない感じが。

「えーと……。今から、ホテルのパーティ会場までいっしょに付いて来て欲しい相手は、くるみしかいないよ……？」

「あ、そっかそっかそういう意味か。──まぎらわしいのよバカっ！」

「痛い!?」

　みぞおちに頭ず突つきされた……。どこにどう勘かん違ちがいするポイントがあったというのだろう……。

「それなら、いちいち野や暮ぼなこと訊きかないでよ、もう……。もちろんお供するわよ。お兄ちゃんが道に迷ってタイムオーバーとか、そんな締まらない結末だけは絶対に嫌いやだし」

「さすがにそこまで間抜けではないつもりだけど……うん、ありがとう。頼もしいよ」

　右手を差し出すと、まだ少し紅潮したままの頰ほおを軽く引っ搔かいてから、握手に応じてくれるくるみ。

　……さあ、行くぞ。

　パーティよりも先に、貫ぬく井い兄妹きようだいのロックンロールをお披ひ露ろ目めしてやる。
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「間に合ったみたいだ……けど」

　会場までの道のりはすこぶる順調。

　むしろ、障しよう壁へきは到着した後に待ち構えていた。

「ちょっと。なんで、ここまで警備が厳重なわけ……？」

　宴えん会かい場じようへの入り口は一つを除いて封鎖され、受付横には屈強な黒服ＳＰが二人も待機している。……ライアンさん、もしかして想像を遥はるかに超えたセレブリティなのかも。

「これだと、裏口を見つけてこそっと侵入、というのは難しいかな……」

　電車の中ではそんな感じで入れるだろうと、楽観的に話し合っていたのだけど。

「桜花さくらさんとか、潤じゆんとかに電話は？」

「みんな繫つながらない。圏外なのか、電源切ってるのか」

「じゃあ、受付で誰だれかを呼んでもらうしかないかしら……」

「うん……」

　正攻法だと、残された道はそれだけだろう。

　ただ、現在時刻は午後六時五十分。ノータイムで取り次いでもらえなければ、待ってるうちに宴うたげが始まってしまう可能性もある。

「間に合う、かな」

「わからない。……わからないから、ここは多少強引に行くしかないかも」

　唇くちびるを嚙かみ、僕はＳＰ二人を遠目に睨にらみ付ける。……何度見ても、パワー溢あふれる体格。一度でも足止めされたら、もうそこでゲームオーバーだろうな。

「お兄ちゃん、はやまっちゃダメ……！　もう高校生なんだから、こんなところでもめ事起こしたら叱しかられるだけじゃ済まないわよ」

「……覚悟は、できてる」

　眼めの前まで来ておいて、指をくわえたまま引き下がるわけにはいかない。リスクを背せ負おってでも、僕は今、どうしても会いたい人が居いる。

「だから、はやまらないでって言ってるでしょ！　……忘れちゃ、いけないわ。ここに『叱られるだけで済む』仲間がいるってことをね」

　ニヤリと白い歯を覗のぞかせ、自分の鼻先に親指を向ける、僕の妹。

　……まさか、くるみ!?

「待って！　くるみにそんな無茶をさせるわけには──」

「かっこいいところ、見せてくれるんでしょ！」

「──っ!?」

「チャンスは、一度きりよ。さあ頼んだわ。もし、こんなかわいくて健けな気げな妹の貴とうとい犠ぎ牲せいを無む駄だになんてしたら……本気でゲンメツするからねっ！」

「くるみ！　待っ……ええい、くそっ！」

　駆け出すくるみを呼び止めかけた声を止め、僕も遅れて柔らかなカーペットを蹴ける。

　ダメだ。こうなったら、その覚悟に乗っかるしかない。他ほかの方法で、くるみの義に応こたえる方法なんて、もはやない！

「……？　失礼ですがお嬢さま、受付はお済みですか？」

「受付？　そんなの知らなーい。友達が来てるの。だから良いいでしょ？　私も入れて？」

「そういうわけには参りません。招待状をお持ちでなければ、お引き取り下さい」

　つんと澄ました顔で、ＳＰの前まで躍り出るくるみ。僕は手近な観葉植物の陰から、突破口が生まれるのをそっと待つ。

「なによケチ！　入れてって言ってるのがわからないの!?」

「こ、こら！　やめなさい！」

　だんだんと声を荒げ、強行突破を図ろうとする小学生に、戸惑いつつも立ちはだかるＳＰ二人。周囲も何事かと視線を渦か中ちゆうに集め、次第に入場ゲート方向への注目が薄うすれていく。

「入れろーっ！　友達が、友達が待ってるんだってばーっ！」

「ああ、もう！　暴れるな！　おい、足の方押さえててくれ！」

「了解。……まったく、困った子どもがいたもんだな」

　そして、ついにくるみが二人がかりで取り押さえられてしまった瞬しゆん間かん、決定的な隙すきが。

　すかさず、しかし極力目立たずに足を滑すべらせ、僕は受付の死角から一箇か所しよだけ開いたままの扉の前へ。

　──関門、突破。

　そっと振り返れば、未いまだに暴れ続けてくれているくるみが、こっそりとウィンクを送ってくれた。

　……まったく。無茶、しやがって。

　でも。本当に、ありがとう。

　必ず、必ず希のぞ美みに届けるから。僕ひとりじゃない、僕たち兄妹きようだいの、想おもいを全すべて。

　それ以上はもう振り返らず、背中で覚悟を伝えながら、僕は賑にぎやかなパーティ会場の中へまっすぐに突き進む。

　ふと、視線を上げれば。

　星空のような照明の奥に、いつも通りの無む邪じや気きな笑みで僕を見守ってくれているくるみの姿が、ぼんやりと見えたような気がした。







「すごい規模だな……」

　広い会場内は既すでに人でごった返しており、テーブルを飾る料理や飲み物は豪ごう華かそのもの。正面のステージ上には、生バンドの演奏も予定されているのかドラムセットやアンプ類が鎮ちん座ざしていた。

　こんなところで希のぞ美みが紹介されたら、想像以上に引き返す機を逸いつしてしまいそうだ。開かい宴えんまであと五分強。今すぐにみんなの居場所を突き止めないと。

　メインゲストだから、どこか控え室のような場所にいる可能性が高いよな。となると、ステージ脇わきのあの扉辺りから動線が繫つながっているだろうか。

　……規模こそ違えど、ライブの裏方を担になってきた経験がこんな場面で生きるとは。

「ビンゴだ」

　目星を付けた場所に人目を盗んで飛び込むと、一転無機質な廊下に出た。そのまま進み、角を曲がったところで規則的に並ぶドアが幾つか見えてくる。たぶん、この中のどこかに希美たちは待機していると思うんだけど。

「…………Oops?」

「っ!?」

　ほんの数歩進んだところで、最悪のバッティング。不意に眼めの前の扉が開いて、中から初老の白人男性が歩み出てきた。……ライアンさんだ。

　叩たたき、出されてしまうかな……。くるみにここまでお膳ぜん立だてしてもらっておきながら、なんと情けない。

「……え？」

　唇くちびるを嚙かんだ直後、思ってもみない出来事が。

　ぽん、と僕の肩に触れ、ライアンさんがもう片方の手で奥から二つ目の扉を指し示したのだ。

　──そこに、希美たちがいる。

　それ以外の意味なんて、ありえないよな。

「さ、サンキュー……」

「Not at all」

　ぎこちなく、なんとかお礼だけを告げ、前へ。

　ライアンさん、絶対いい人だ。間違いなく……。

　これから自分がしでかそうとしていることを思うと善意を裏切るような気持ちになって、なんとも申し訳なさが募った。

　でも、退ひかない。せめて、後こう悔かいだけは残さないために。

「よし」

　ドアノブを眼の前に、大きく深呼吸。やっぱり、緊きん張ちようはしている。

　高校の教室にアコギ一本で乗り込んだときに比べれば、なんてことはないけど。

「──はい？」

　ノックすると、桜花さくらの声。ごくりとつばを飲み込んで喉のどを鳴らしてから、いよいよみんなの許もとへ。

「あ、響きよう！」

　僕の顔を見て、最初に声を上げたのは希のぞ美みだった。会いに来たことを喜んでくれている雰ふん囲い気きの笑顔だったけど、どこか翳かげりも混ざっているように見えてしまうのは、僕の希望的観測だろうか。

　身に纏まとっているのは、花柄の清せい楚そなドレス。いつも以上に『令嬢』といった言葉がよく似合いそうな高貴さに包まれていて、ちょっと怯ひるむ。いや噓うそ。どんな出いで立ちだろうと希美は希美だ。余計なことに気を取られるな。

「来てくれたんだ……。ありがとう」

　わずかに首を傾け、瞼まぶたを細める希美。潤じゆんも、そらも、桜花さくらも正まさ義よしさんもすぐ近くで希美に寄り添っていて、僕に向けて安あん堵どの表情を浮かべて下さる。

「ごめん。ちょっと出かけていて、遅くなっちゃった」

「ううん。急だったから、無理でもしかたないって思ってた。……でも、会えて嬉うれしい」

　希美以外の人たちは、あえて口を閉じている感じだった。希美に、話したいだけ話させようという心積もりなのかもしれない。

「響。今まで、本当にありがとう。急に、こんなことになってごめんなさい。でも、響にはすごく、すごくすごく感謝してるの。……また、会ってくれるわよね？」

　静かに立ち上がった希美の瞳ひとみが、ほんのりと潤うるみだした。その涙の理由を、僕ははっきりと理解することができない。人の心の中は、本人以外にはわからないから。

　わからないから、今日はちゃんと確かめる。

「やめようよ」

「……えっ？」

　どう切り出すべきか、迷いに迷ったけど。

　いいやもう、最短距離で。

　空気は読まないと決めたんだ。そもそも元引きこもりのコミュ障だ。読んだところで、読み間違える。

　コースも、球種も、関係あるか。ど真ん中だけに当たりを付けて、フルスイングでぶち抜いてやる。

「イギリス行くの、やめようよ希美。リトルウイングで暮らしなよ。みんなといっしょにキャンプしたり、遊んだり、今まで通り楽しく過ごして。いっしょにバンド、頑張ろうよ」

　言い切った瞬しゆん間かん、僕は新たな世界の真実を知る。

　空気って、時には音をたてて割れることもあるのだな、と。

「きょ、響!?」

　かろうじて引きずり出したかのような、桜花の短い叫び。他ほかのみんなは啞あ然ぜんとして声も出てこない様子だった。

「………………なんで」

　遅れて、喉のどの奥を震ふるわせながらもう一度沈黙を破ったのは、希のぞ美み。

「なんで、今さらそんなこと言うの……」

「うん、今さらなのは心から反省してる。もっと早く伝えるべきだった。僕の思ったこと、感じたこと、我慢しないで全部、ちゃんと聞いてもらうべきだった」

「ふ、ふざけないでよ！　なんで、響きようが……響が……っ！」

　なんで僕が、こんな家族の核心に迫ることを口にできるのか。

　うん、一度はそう思った。でもやめた。

　誰だれも何も、尋たずねようと、伝えようとしないのなら、僕が言ってやる。

　部外者なのに？　知ったことか。

　たとえ、ほんの短い間だろうと。

　五人と共に暮らすことを許してもらった僕が信じる五人の本心を、もう、疑わない。

「ねえ、希美。希美は本当に、イギリスに行きたいの？」

「だ、だから決めたに決まってるじゃない！　みんな、希美が一番幸せになれる方法を真剣に考えてくれて……。絶対わざと、引き留めないようにしてくれてるんだって、嫌いやになるほど伝わってきて……。なのにここに残りたいなんてわがまま言ったら、きっとみんな、希美に我慢させたって勘かん違ちがいして、ずっと引きずっちゃうかもって思って……。それならいっそ、元気に笑顔で手を振った方が、みんな喜んでくれるって思って……っ」

　ああ、やっぱりだ……。くるみの予想通りだ。

　僕たちの方だけじゃない。

　希美本人の想おもいの中にすら、『自分』という要素が、欠片かけらもない。

　ここにいる全員が、自分がどうしたいかより、相手のために何をすれば良いいかを優先させすぎて……すれ違ってる。

「みんなが希美のことを考えてくれてるんだから、希美もみんなのことを考えなきゃって！　……希美の分の負担が減れば、その分リトルウイングに残った人たちのくらしも、もっと楽になるのかも、しれないし」

「な!?　お前、そればっかりは余計だっての！　…………すまん」

　しまった、という気配を満面に、正まさ義よしさんが自分で自分の顔を鷲わし摑づかみにする。

　そこまで思い詰めていたのか……。これこそ僕が言うことじゃない最たる部分だけど、絶対に誰しも、引き留めなかったのはそんな理由じゃないのに。

　いや、でも。

　希美ほど思いやりの深い子なら、そこまで思い詰めてしまうかもしれない可能性くらいには、気付くべきだったのかも。

「だから、行くの！　希のぞ美みはイギリスに！　もう決めたんだから、お願いだからそんなこと言わないでよっ！」

　頑かたくなに、全身に力を込めて叫ぶ希美。もう僕が何を言っても聞き入れる気はないと、揺るぎない覚悟ではね除のけようとする。

「……響きようさん。私たちみんな、たくさん考えて、答えを出したんです。ぞみに、笑顔でイギリスに行ってもらおうって。だから、やめましょう。ぞみのこと、困らせるの、やめましょう」

　愛する人が苦しむ姿を見て、迷わず加勢に出る潤じゆん。僕を見上げる静かな微笑ほほえみは少しも揺らぐことなどなく、確かな覚悟が見てとれた。

　これじゃ、どっちが年上なのかわからないな。

　だからこそ、突き崩くずす。潤が、ちゃんと小学生でいられるように。その歳としで自分の気持ちに蓋ふたなんてしなくたって良いいんだって思わせてやるために。

　まずは僕が、誰だれよりもガキになる。

「やめないよ。希美の……ううん、潤たちみんなの本当の声を聞くまで、僕はやめない」

「わ、私は噓うそなんてついてませんっ。ぞみに、本当に幸せになって欲しいって、心の底から思っていますっ！」

「うん、それはわかってる。そうじゃなくて、僕が知りたいのは、潤自身がどう思っているかなんだ。潤は、これからもずっと、希美といっしょに暮らしたいって思わないの？」

「わ、私の気持ちなんて関係ないですよっ。ぞみが幸せなら、それで……」

「それじゃ足りない！」

「……え」

「希美だけじゃ、足りないんだ。僕は希美も、潤も、そらも、桜花さくらも、正まさ義よしさんも。リトルウイングの人たち全員が幸せじゃないと気が済まない。だから、お願いだから聞かせて欲しい。潤の、希美に対する想おもいじゃなくて。潤自身が、どう思っているのかを。潤が、希美にどうして欲しいのかを！」

「っ」

　ぐっと唇くちびるを嚙かみ、精一杯眼めに力を込めて僕を睨にらみ付ける潤。

　まさか、潤からこんな表情を向けられる日が来るなんて、想像してなかったな。

　怒りすらをも隠さず、真っ向からぶつけ合える距離。

　良きにせよ悪あしきにせよ……それはきっと、笑顔よりも近い。

「わかりました。……じゃあ、ちゃんと言います」

　唇を震ふるわせながら、途切れ途切れに潤は声を漏もらす。

　本当に、ごめんな。辛つらい想い、させちゃって。

「私は、ぞみに」

　ごめんな。

「ぞみに…………イギリスに……」

　ごめんな。こんな土ど壇たん場ばまで、我慢させちゃって。

「行って……欲しい……」

　気き丈じように、今までの決意と齟そ齬ごのない言葉を最後まで紡つむぎだそうとする潤じゆん。

　おそらく、自分だけがまだ気付いていないのだろう。

「………………ぶえっ」

　もう、とっくに。ずっと前から。両方の瞳ひとみからこぼれ落ちる大量の涙で、顔中がぐしゃぐしゃになってしまっているという事実に。

「行って…………欲しい……………………わけ、ないですよぉっ！　ずっとぞみと、いっしょに暮らしたいに、決まってますっ！　響きようさんの、ばかあっ！　せっかく、せっかく我慢できてたのにいっ！　わがままを言わないように、今日までがんばってきたのに……うう、う………………うえぇえぇぇえぇええぇぇえぇえええん！」

　抑えつけていた分、反動も大きかったのだろう。部屋中の空気を震ふるわせるほどの大声で、子どもらしく……やっと、子どもらしく。潤はひたすら、泣きじゃくる。

「……響、にー」

　とすん、と。わき腹辺りに軽い衝しよう撃げき。視線を落とせば、うつむき加減のそらが僕に額を押しつけ、表情を隠しながら身体からだ全体を震わせていた。

「……わたしも、わがまま言ってもいいの？」

「いいよ」

「ぞみたんに、本当のきもち、教えてもいいの？」

「いいよ」

「もう、泣くの、がまんしなくて…………いいの？」

「いいよ。そらのしたい通り、好きな通りが、いちばんいいよ」

　頭をなでてやりながら、即答を返す。するとそらはこくりと一度頷うなずきを返し、僕のもとを離れてふらふらと、視線を下げたまま、床にぽつぽつと涙の粒を落としながら反対側へと歩いていき、

「ぞみたん、いっちゃダメ。わたしたちと、ずっとずっといっしょじゃなきゃ…………ダメ」

「…………っ」

　希のぞ美みに正面から抱だきついて、両腕を背中に回しぎゅっと力を込めた。

「うえぇぇぇぇぇぇえええん、私も、やっぱり嫌いやだよぉ……！　ぞみと、お別れなんて絶対に絶対にしたくないよぉっ……！」

　重なり合うそらと希美に、潤もまた、全身で飛び込む。

「潤………………そら………………っ！」

　そして、ついに。希美自身からも、臨りん界かい点てんを超えた慟どう哭こくが全身から溢あふれ出した。

「なんで、なんで今まで誰だれも止めてくれなかったのよぉっ！　希のぞ美みだって……！　希美だって、本当はっ。……みんなと、いっしょが良いいに決まってるじゃないっ！　リトルウイングに、居続けたいに、決まってるじゃないっ！　わあああぁああぁぁあぁぁあん！」

　やがて三つの号泣が、ひとつの大きなぬくもりに変化するまで。もはや、時間を数える必要もなかった。

「いっちゃダメ……いっちゃダメ……っ」

「いかないでいかないでっ、ずっといっしょに、いようよっ……！」

「いかないっ！　希美は、どこにもいかないっ！　これからも、みんなでいっしょに暮らすんだからあっ！」

　あらん限りの音量で、何も飾らず、隠さず。わんわんと泣き続ける三人。
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「……すまん、また世話になっちまった。戦犯は俺おれだなぁ。……言い訳がましいけど、どうにも立場上、強気に出づらくてな。チビどもに不自由はさせないようにしてるつもりでも、裕福にはほど遠い生活なのも間違いないし。金持ちの家で大事にしてもらう権利を、勝手に奪うばって良いのかとか余計なこと考えたりして。あーくそ、俺かっこわる」

　見守りながら、正まさ義よしさんが歩み寄ってそっと僕の肩に手を置いた。

「違うよ。悪いのは、あたしも同じだってば。血の繫つながった家族っていうのをよく知らないせいで、希美の気持ち、見失っちゃってたのかも。もっと、自信持ってよかったんだね。希美の今の家族は、あたしたちだって。響きようには、ちゃんとそんな風に見えたんだよね？　……本当に、ありがとう」

　桜花さくらも瞳ひとみを潤うるませながら、ゆっくりかぶりを振って眩まぶしそうに子どもたちを見つめ続ける。

　誰だれが悪いわけでもなくて、ただ、それぞれが自分以外に対してだけ優やさしすぎたのだろう。

　潤じゆんでも、そらでも、桜花でも、正まさ義よしさんでも。たった一人、『おとといきやがれ、希のぞ美みはウチの子だ』と言い放ってしまえば、それだけでみんなの心はひとつになった。

　でも、言えなかった。大切な家族が、どうすれば本当に幸せになるのか。考えに考えて、考えすぎて、苦悩の糸でがんじがらめになってしまったのだ。

　そのせいで、少し遠回りが生まれてしまったけれども。

　だからこそ。僕はやっぱり、そんなリトルウイングの人たち全員が、大好きだ。

「あ、あの～。そろそろ舞台袖そでまでご案内するよう、仰おおせつかってきたんですけど……」

　──と、年上組三人横並びでしみじみしてしまっていたところに、控えめなノックを鳴らしてホテルスタッフさんと思おぼしき服装の方がそっと顔を覗のぞかせる。ただならぬ雰ふん囲い気きと、未いまだ途切れない子どもたちの泣き声のためか、入るまでだいぶ戸惑った気配がある。

「……ん。すっかり気が抜けかけてたけど、まだ越えなきゃいけない山場があったわね」

「ごめん、いちばん負担かかるタイミングに来ちゃって……」

　ばつが悪そうに頰ほおをかく桜花に、心底お詫わびを告げる。切迫感に突き動かされたとはいえ、みんなを面倒ごとに引きずり込んでしまったのは間違いない。

　この局面、どう乗り切るべきか。なんとか穏おん便びんにパーティを収める方法を捻ひねり出したいところなんだけど、どうやったって白しらけさせちゃうよな。ライアンさんの顔に泥を塗るような無礼は可能なら、いや、是ぜが非ひでも避けたいところなんだけど。

「響が謝る理由なんてどこにあるんだ。明日になったらもう身動き取れる状況じゃなくなってたかもしれないからな。お前もそう思ったから駆けつけてくれたんだろ？」

「そう言って頂けると、救われます……」

「わはは、救われたのはこっちの方だろうが。……だから、もう響は何も心配するな。あとは、俺おれたちで乗り切る」

「えっ、でも……」

　力強い笑顔と共に胸を張る正義さんに対し、感謝と戸惑いが同時に浮かぶ。嬉うれしい言葉ではあったけど、すべて押しつけてしまうにはあまりに僕自身がやらかしすぎた後だ。のうのうと責任の肩代わりをお願いするわけにはいかない。

「ていうか、俺にもやらせろ。お前がこんなに格好つけてくれて、俺がヘタレのままじゃ示しがつかねーだろうが。弱虫マー君とは、そろそろお別れだ。響の魂たましい、確かに受け取ったぜ。だから次は、こっちの番。見せてやるよ、今度は俺のロックをな……！」

　弱虫マー君って誰だ……。あ、正義君か……。

　その辺は置いておくとして、凜りんと背を伸ばす正まさ義よしさんの姿には、事実、頼もしさも覚えた。

　だけど、それ以上に。

　なんかすごく、嫌いやな予感もする……。




　　　　♪




「大だい丈じよう夫ぶかなぁ……」

　正義さんの『ここは任せて先に行け！』というフラグ感溢あふれる台詞せりふで楽屋から放り出された僕は、再びパーティ会場に戻ってなるべく目立たぬよう隅すみっこで息を潜ひそめる。お客さんは外国人が半分以上で、日本人もスーツで正装している方たちばかりだからかなり肩身が狭い。

　時刻は既すでに午後七時を回り、ちらほらと壇だん上じようを気にする人も出始めた。ライアンさんの姿は見つけられない。ちょっとした体育館ほどある広さだから別に不思議ではないし、主しゆ催さい者しやだということを考えれば、ステージ上で開かい宴えんを伝えるために待機しているところなのかも。

　とにもかくにも、あんな善意溢れる英国紳士に不快な思いをさせずに済むことを、ひたすら願うばかりなんだけど。




　──そんな、僕の身勝手な想おもいを押しつぶすかのように。




「んなっ!?」

　ズウゥゥゥゥゥン、と。

　なんの前触れもなく。エレキベースの四よん弦げんが、猛もう獣じゆうのうなり声のようなＥ音を会場全体に響ひびき渡らせた。

「…………っ」

　恐る恐るステージに目を向ければ、そこには今日の主しゆ賓ひんであったはずの紅葉もみじ谷だに希のぞ美みが、不ふ釣つり合いに大きく見える赤いFenderジャズベースを抱かかえ込み、硬い表情で斜め四十五度下をまっすぐに睨にらみ付けている。

　あのベースは、おそらく今日ここで生演奏をする予定だったバンドから拝借したのだろう。

「ってそんな吞のん気きなこと考えてる場合じゃないぞ……！　い、一体何を……!?」

　お客さんの談笑は瞬しゆん時じに吹き飛び、ベースの音が減げん衰すいするにつれて絶望感すら抱いだかせるような沈黙が目前まで迫っていることを肌はだで察する。

　それを許さぬとばかりに、さらに一度、二度と、希美は一番太い開放弦を、平手で叩たたき打つほどの痛つう烈れつさで振動させた。

　ちょっとした余興、特技の披ひ露ろう。そんな可能性も否定はできない。いや、その可能性にすがりつきたい。

　ああ、でも、この音色……。

　聞こえてくるのは、標準的なベースの音とはっきり一線を画している。意図的に許容量を超えた出力をアンプに放り込み、発生させた音割れでパワーと攻撃性を引き出したオーバードライヴサウンド。

　友好の架かけ橋になんて、なりえない。

　あからさまな、宣戦布告。

　完全に、相手を殺やりに来てる音だった。

「潤じゆん!?　そらも……!?」

　事態は、さらに混こん沌とんへと突き進んでいく。希のぞ美みが注目を引き付けているさなか、そっと潤とそらも登とう壇だんしてきて、それぞれギターアンプとドラムセットの前に陣取る。

　潤のギターは、ストラトキャスター。普段のショートスケールギターとは逆に、標準的なモデルの中では最も大振りな楽器だ。据すえ置きのドラムセットも当然大人おとな用で、三人が三人とも身体からだに不釣つり合いな楽器を必死に抱だきかかえているような状態。

「い、いいわね？」

「わにゃ……！」

「はむ」

　そして希美と潤とそらは、準備万ばん端たんを確認し合うようにそっと目め配くばせを交わす。

　止めるべきではと迷いは膨ふくらみきっていたけど、身体が動かない。

　もしかすると、こんなのっぴきならない状況においてもなお、僕は楽器を持った三人の姿に見とれてしまっていたのかもしれない。

「──ま、まさかとは思ったけど、この曲！」

　刹せつ那な、希美が左手をネックの根本付近まで移動させ、ねぶるように指先を絡からみつかせた。荒れ狂うベースのリフレインにむせび泣くギターのチョーキングフレーズがリズムをシンクロさせ、さらにドラムの暴力的な殴おう打だが対たい峙じする全すべての人間の両耳内をぐちゃぐちゃに搔かき回す。




　Red Hot Chili Peppersのキラーチューン──『Around The World』！




　みんな、いつの間にこんな曲を……!?　少なくとも、僕が練習するよう勧すすめたことはない。

　フォーマルなパーティ。身の丈たけに合わぬ楽器。華はなやかなドレス。レッチリ。小学五年生。

　あまりにも、すべてがちぐはぐで。

　だからこそ、未いまだかつて見たこともないような形のロックが、眼めの前に在あった。

　しかし、すごい。普段とはあまりにも趣おもむきを異にする楽曲なのに、楽器だって勝手が違うのに、三人のシンクロ率に関しては一切の遜そん色しよくを感じない。ハンデが同じなら、抱かかえる想おもいが同じなら、潤と、希美と、そらの足並みは決して、僅わずかたりとも崩くずれない。

　あ。でもこれ、ボーカルはどうするんだろう。オリジナルの曲は、マッチョな男性による英詞のラップで大部分が構成されている。演奏はともかく、小学生女子に歌いこなせるようなジャンルではなさそうだけど……。

「Ａｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈッ!!」
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　遅れてステージに飛び込んできたエセ神父に、思わず僕は加減なしのツッコミを爆発させた。

　あんた呼ばわりも、エセ神父呼ばわりも、今だけは訂正しないぞ……。そりゃ、確かにこのバンド構成なら矢や面おもてに立つのは正義さんになるだろうけれども……けれども！

「しかも……なんか超上手うまいし……」

　完かん璧ぺきに歌いこなせている事実もまた妙に腹立たしい。これ絶対、僕に内緒で潤じゆんたちに自分のやりたい曲練習させて、普段からカラオケ代わりにしてたとしか思えないぞ。昨日今日のにわか仕込みで手に入るグルーヴ感じゃない。

　ああ、もう。なんでこんなに僕は……嫉しつ妬と、しているのだろう。自分が三人に対して明確な独占欲を抱いだいてしまうなんて。身の程ほど知らずで恥ずかしくなる。

　でも、いくら反省したところでこの気持ちを否定するのは難しそうだ。だって、やっぱり、僕はそれくらい大好きなのだ。潤と、希のぞ美みと、そらが奏かなでる音楽が。

「正義さんがみんなの『父親』でなかったら、今すぐそのマイクを奪うばいに行きたいくらいだ」

　なんて、もちろんこんな曲いきなり歌いこなせるわけがないのだけど。

　それに。呆あきれ笑いでステージを見つめているうちに、だんだん嫉妬も治まってきた。

　だってみんな、心から嬉うれしそうで、楽しそうだから。

　悶もん々もんとした葛かつ藤とうから解放されて、喜色満面で演奏に打ち込む四人の姿が、言葉にできない温かさを届けてくれる。いろいろ不平も抱いてしまったけど。見られて良かったな、このサプライズセッション。

　……もっとも、それは僕が個人的に抱いた感想にすぎないわけで。

『…………………………………………』

　演奏が終わり、五秒、十秒と時間が経過してもなお、しいんと静まりかえったままの会場が、再度恐怖感を煽あおる。

　正義さんが大暴れして、会は台無し。それが、正義さん自身の描えがいた青写真だろうか。確かに、ライアンさんの面目を守るという意味では、上手くいくのかもしれない。

　でも、やっぱり。これで正義さんに対する悪意を誰だれかが抱いてしまったとしたら、申し訳なく思わずにはいられない……。




　──ぱち、ぱち、ぱち、ぱち。




　そんな不安を、にわかに響ひびき渡った拍手が、ふわりと軽くする。

　穏おだやかな眼めでステージを見つめながら大きな手を何度も打ち鳴らしているのは、気付けば僕のすぐ傍そばでまっすぐに直立した、ライアンさんだった。

「──Yeah!!」

「──Pretty good!!」

　それを合図とするように、主に外国人のゲストさんたちが先だって歓声を広げていき、瞬またたく間に会場内はお祭り騒さわぎの様相となった。

「……………………え、え!?」

「意外、ですか？」

　まさかの展開に戸惑う僕を目にするや、以前と同じ通訳の方を介し、ライアンさんが僕に尋たずねて下さった。

「……はい、正直なところ。怒られるのではないかと」

　こちらからも伝えて頂くと、ライアンさんは少し長めに通訳の方へ耳打ちして、それから僕にニコリ……いや。受け取ったままのニュアンスで表現すれば、ニヤリ、と白い歯を覗のぞかせた。

「忘れましたか？　私と、ここにいる多くのパートナーたちが、いったいどこの国からやって来たのかを。ロックに対する寛かん容ようで、我々英国人が、日本人に負けるわけには参りません。今日、唯ゆい一いつファッ……気に入らない点があったとするならば。それはPeppersがアメリカのバンドであること。ただ、それだけです」

　今、通訳さんが危険な単語を漏もらしそうになったような。伝言の途中で混入させそうになったのか、源泉掛け流しなのかはわからないけど。

　でも、そうか。イギリスの人であればこそ。こんなぶっ飛んだ趣向も、日本人より受け入れやすいのかもしれない。

　そうだ。なら、せっかくだし……。

　ステージに、思いつきで提案を届けに行こうとして、止やめる。

　ううん。必要ないな。みんなきっと、はじめからそのつもりだ。

『えー。いきなり、アホなことしでかしてすみませんでした。あともう一つ、謝罪します。希のぞ美みのこと、やっぱ俺おれに面倒見させて下さい。そんなに良いい生活はさせてやれないかもしれませんが、ちゃんと責任持って育てます。全員、大切な家族です。一人だって、手放せません。せっかくお集まり頂いたのに、いまさら本当に申し訳ない』

　深々とお辞じ儀ぎを繰り返しながら、自らの決意をマイクに乗せる正まさ義よしさん。その後ろで、三人が感極まりながら微笑ほほえみを交わす。

『きたない声でお耳汚しをしてしまったので、せっかくですからもう一曲、綺き麗れいなやつもお届けさせて下さい。あとは、三人に任せます』

　たとえ、ライアンさんの拍手がなくても、会場が白しらけたままでも、怒りに燃えていたとしても。正まさ義よしさんは最初からこうするつもりだったのだろう。自分はあくまで自分の意志を伝え、ゲリラライブの首しゆ謀ぼう者しやとして責任を被かぶるのが目的。

　今日集まって下さった方たちに、本当に聴きいてもらいたい音楽は、この先だ。

『…………』

　表舞台から降りる正義さんに促うながされ、希のぞ美みがスタンドマイクの前に立つ。普段の勝ち気な印象とは違って、意外と目立つことを得意としない子。でも今日は、まっすぐ一身に、ステージの中心で脚光を浴びることを躊躇ためらわない。

『ええと……紅葉もみじ谷だに、希美です。ライアンさんが、希美──私のことを探してくれていたと聞いたとき、とても嬉うれしかったです。お母さんは、小さい私に何度も言っていました。「本当に、親不孝なことをした」って。お母さんと、私のことを許してくれているって知ったら、お母さんは、すごく喜ぶと思います。…………だから。もしかしたら、私がイギリスに行けば、もっと喜んでくれるかも。そう、思ったりもしました』

　もう一つ、希美の葛かつ藤とうが語られる。先ほど口にしなかった理由は……それが、みんなにとって最も『反論』できない動機、だからかもしれない。

　仮に、希美自身が心のどこかで、誰だれかが引き留めてくれることを無意識に望んでいたとするならば。

『でも、本当にごめんなさい。私は、行けません。ここに、いたいから。ここに、いさせてください。今は、潤じゆんと、そらと、桜花さくらと、マスターと。リトルウイングのみんなが、私の大切な家族なんです。……残る方が、もしかしたらたくさんの人に心配とか、迷惑をかけちゃうのかもしれません。それでも、私自身が、大好きなリトルウイングから離れることなんて、やっぱりできませんでした。これが最初で最後になっても良いいから……ひとつだけ、私のわがままを、叶かなえさせてください。大好きな家族と、これからもいっしょに暮らさせて下さい』

　そこまで、自分の言葉で伝えきって、希美は胸元から小さな紙切れを抜き出した。

　そして、ゆっくり、丁てい寧ねいに。

　届けたい想おもいが、届けたい人に届くことを信じながら、希美は記された文字を読む。




『さんきゅー、まい、ぐらんぱ。

　あいむ、ふぁいん。

　しーゆー、あげいん』




　──ありがとう、おじいちゃん。

　──私なら、大だい丈じよう夫ぶだよ。

　──また、会おうね。




　三つの短いセンテンスに、きっと、希のぞ美みの想おもいの全すべてが込められていた。

　僕の隣となりで、こくりと一度、ライアンさんが頷うなずく。

　……届いたよ、希美。必ず。絶対に。

『……それから。もう一曲だけ、聴きいて頂きたい曲があるんですけれど、演奏しても良いいですか？　家族と同じくらい、私たちにとって大切な人が、私たちのために作ってくれた曲です。詞は、三人で書きました』

　どこからともなく、湧わき上がる拍手。ほっとしてアイコンタクトを交わす希美たち。

　そして、潤じゆんのギターとベースのシンクロフレーズを合図に、三人の繫つながりをそのまま形にしたような、いたずらに飾り立てない言葉で紡つむがれた透き通る詞が、僕の未熟なメロディに乗せて届けられる。




『ひかりの中　笑ってた

　いつもたくさんの　ぬくもりがあった




　ひかりの中　眠ってた

　　手を伸ばせば必ず　つながりあえた』




　浮かぶイメージは、ステンドグラス。今日はいつもと違うステージだけど、寄り添う三人にとって常に変わらぬ、帰るべきところ。

　希美も、潤も、そらも。この日まで決して、何一つ波風の立たない人生を送ってきたわけではないのかもしれない。でも、今三人が共に暮らす場所は、常に幸せな空気で満ちあふれている。それは、誰だれの眼めにも確かなことだ。




『振り返れない怖さに　震ふるえた夜もあったね

　　だけど忘れない　思い出せる　どんな嵐あらしに飲み込まれても』




　Ｂメロに入ると、潤と希美がボーカルを交代する。もともとは他ほかの曲と同じく潤が一人で歌っていたのだけれど、きっとステージに出る前みんなでそうすることに決めたのだろう。

　希美の歌声は、潤よりも芯しんが強い。どちらが上ということはなく、どちらもずっと聴き続けていたくなる魅み力りよくに溢あふれた響ひびきだ。そして、このパートにおいては確かに希美の真っ直すぐさが、よりみんなを支える『希望』を象徴しているような気がした。

　そうか。あえて歌詞のどの部分が誰の担当によるものかなんて無ぶ粋すいなことは尋たずねなかったけど、今聴けばこのフレーズの紡ぎ手を、はっきりと確信できる。

　両親を失い、哀かなしみに暮れていた日々を、新たな光で照らし彩いろどってくれたのは。
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『君がいる　ここにいる

　　握りしめた掌てのひらが痛む日は　また優やさしくそっとほどいてよ




　君が笑う　それだけで

　　ひとりじゃない　わかりあえる　弾はずむようなメロディが溢あふれてくる』




　三人がこの詞を書いた当時は、七月に訪れる激動なんて微み塵じんも想像していなかっただろう。けれどもどこか、全すべてがこの日のステージのために用意されていたのではないかと思えるほど、時折視線を交わし微笑ほほえみ合う潤じゆんと、希のぞ美みと、そらの意志が、絶え間なくフレーズから伝わってくる。

　この歌は三人の、あの場所で暮らすみんなの、温かな絆きずなを綴つづった歌。




『手を繫つないで歌う　「教会のうた」』




　希美たちが題材に選んだのは、リトルウイングそのもの。『教会のうた』という題名も、歌詞全体も。あどけなく輝かしいスリーピースバンドをまさしく象徴した一曲だ。

「──まったく、ほんっとマスターも無茶するよね」

「桜花さくら」

　間奏中に声が聞こえて振り向けば、呆あきれ加減の言葉とは裏腹に心の底から愛いとおしそうな瞳ひとみを三人に向けた、桜花の姿が。

「でもま、結果オーライか。『本番』前に、潤も希美もそらも緊きん張ちようがほぐれたみたいだし」

「あはは。うん、そうだね。本当にみんな、楽しそうだ」

　大きな楽器に四苦八苦しながらも、ステージ上は終始笑顔で溢れていた。

　そして、いつもよりずっと大きな舞台であることなんて気にも留めず、共に音を奏かなでられる喜びに身を委ゆだねる希美たちに、ここにいる多くの人たちもまた酔よいしれているのがはっきりと伝わる。

　言葉以上の雄弁さで、『教会のうた』が三人共通の想おもいを、ひとりひとりに届けている。

　きっと、誰だれもが悟っているだろう。

　この歌は、この三人でしか奏でられないものであることを。

「上手うまくいったみたいね」

「あっ、くるみちゃん。一緒だったんだね。どうして響きようと別行動してたの？」

「え、えへへ。ちょっといろいろありまして」

　驚おどろく桜花に、ごまかし笑いをリレーする貫ぬく井い兄妹きようだい。それからそっと耳打ちで別れた後の状況確認をする。

「くるみも入ってこられたんだね。どうやったの？」

「なんかさっき、ＳＰの人たちが『レッチリだ！　ウェーイ！』とか叫びながら二人とも中に入っちゃったから隙すきだらけになった」

「………………」

　思ったよりプロ意識に欠ける人材だったらしい。

「でも、よかった。くるみも三人のライブ、見ることができて」

「うん。……すごく良いい曲だね」

「そうだね、本当に」

　たぶん初めて、僕は自作の歌に対し一切のマイナス思考を捨てることができた。

　旋せん律りつだけなら、自慢できるようなものではない。

　でも今は、はっきりと断言できる。この曲、最高だ、と。

　僕も、もっともっと奏かなでたい。僕のことを大切と言ってくれた、大切な恩人たちと、大切な想おもいを綴つづった歌を。

　そして、ずっとずっと響ひびかせよう。

　遠く、イギリスの地にだって伝わるように。







『お騒さわがせして、本当に申し訳ありませんでした！』

　宴うたげが終わるや否いなや、僕、正まさ義よしさん、桜花さくら、希のぞ美み、潤じゆん、そら、ついでにくるみも一列横並びで、ライアンさんに深々と頭を下げる。

　ライブの後、主しゆ催さい者しやとして穏おん便びんに取り計らって下さった心遣づかいのおかげで、宴自体は中断することなく最後まで笑い声に満ちていた。この方に対しては、本当にもういくらお詫わびを告げても足りる気がしない……。

　ところでくるみは別に謝らなくてもいいんじゃとも一いつ瞬しゆん思ったんだけど、よくよく考えればＳＰの人に対し大立ち回りを演じてしまっているからな……。

　まあそれも僕のせいで被かぶった負担なのだからくるみに責任はないものの、本人がけじめをつけたいと頑かたくなに主張するので任せることにした。

「みなさん、どうかお顔を上げて下さい。実は、ライアン氏にも初めて動画を見たときからずっと葛かつ藤とうがあったそうです。……こんなにも素晴らしいバンドから、メンバーを引き抜くのは気が進まないな、と」

　通訳の方に続き、軽快に笑うライアンさん。嬉うれしさと感謝が溢あふれるあまり、言われるが早いか自然と視線を重ね、はにかみ合ってしまう僕たちであった。

「なにより、孫の元気な姿を見られた。それだけでも、来た甲か斐いがありました。許して頂けるのなら、私の方から会いに来るのは容易たやすいですしね」

　そこまで訳してもらうと、ライアンさんはおもむろに希のぞ美みの正面へと足を進める。希美は僅わずかに緊きん張ちよう感かんを表情に乗せつつも、長ちよう軀くの英国紳士に敬愛の籠こもった瞳ひとみを向けた。

　希美の背が年齢の割に高めなのは、ライアンさんの遺伝かもしれない。ふと、そんなことを思う。

「Nozomi, Please see you again」

　これ以上ないほどゆっくり、明確に。小学五年生の日本人にも伝わるように、ライアンさんは短く平易な英語で希美に呼びかける。きっとそこに、ありとあらゆる想おもいを乗せて。

「い、いえす。しーゆーあげいん。まい、ぐらんぱ」

　しかと受け止めた希美は、ようやく、普段通りの──。

　家族に向けるのとなんら変わらぬ笑みで、差し出されたライアンさんの右手を、ふんわりと両の掌てのひらで包み込むのだった。




　　　　♪




　激動と呼ぶにふさわしい七月は矢のように過ぎていって、夏休みも目前まで迫った日曜日。

　満を持して、リトルウイングで第三回目となる潤じゆんたちのライブが決行された。

　今回は、初の午前午後二回公演。

　動画に添えてライブの開かい催さいを告知すると瞬またたく間にチケットは売れていき、席の問題でお世話になっている友人知人を招待する余裕がほとんどなくなってしまった。そこで、まずは知り合いのためにライブを行い、午後にもう一度新しいお客さんに向けて演奏を行おうとみんなで決めたのだ。

　いきなり倍以上の長さで小学生をステージに立たせることに迷いがなかったと言えば噓うそになるけど、三人共が是ぜ非ひそうしたいと強い希望を示してくれたので、相談の結果このハードスケジュールに踏み切ることにした。

　一回目のライブは、大盛況のうちに終了。より緊張感の高まる二回目も、終盤まで進んだ現段階まで大きなトラブルは起こっていない。ネット経由のお客さんもちゃんと足を運んで下さり、ステージに絶えず熱い視線と声援を送り続けている。

　実物の三人に動画以上の魅み力りよくが溢あふれていることはわかりきっていたから、来てさえもらえれば絶対大だい丈じよう夫ぶだと信じてはいたけど、いざこうして生身の音楽一本で観客を魅了する潤たちを見ていると、なんだか熱いものがこみ上げてくる。

　お客さんの中には、ライアンさんの姿もある。

　もちろん、最初は招待者としてお誘さそいさせて頂いた。でも、ライアンさんご本人がせめてもの支援にと、わざわざ一般料金を払って下さったのだ。

　きっと、正まさ義よしさんが資金援助の申し出を断ったことも関係しているのだろう。

『かなりの金額を寄付して下さろうとしたのに、かっこつけて笑いながら突っぱねちゃって……』

　と、桜花さくらが苦笑していたことを思い出す。でも、言葉とは裏腹に、桜花も『それでこそ』と言いたげな満足感を浮かべていた。

　きっと、男の意地ってやつだろうな。偉えらそうに語れる歳としじゃないけど、僕もなんとなく、気持ちはわかるような気がする。

　ライアンさんもすぐさま意を酌くみ、快く正義さんの意向を尊重したとのこと。実際、今座席から孫たちを見守るその視線は、ひたすら慈じ愛あいだけに溢あふれていた。

　だから、なおさら思う。

　次の曲、気に入って頂けるといいな、と。

『今日は、本当にありがとうございました。ベース担当の、紅葉もみじ谷だに希のぞ美みです』

　午前の部ではラストを飾った『教会のうた』の演奏が終わると、おもむろに希美がステージ中央まで足を運びマイク越しに語り始める。

『最後にもう一曲、歌わせて下さい。みなさんと、それから今ここに来てくれている、希美のもう一人の大切な家族に向けて、頑張って覚えました。……でぃす、そんぐ、いず、ふぉー、まい、ぷれしゃす、ふぁみりー』

　希美の微笑ほほえみを受けて、両りよう眼めを大きく開くライアンさん。今日は通訳の方がいないから、全すべての意味合いを理解して頂けたかどうかはわからない。

　でも、最後に付け足した英語と、

　これから演奏する曲とで、希美の気持ちは全部伝わるはずだ。

　希美が語り終えるのを待って、アコースティックギターに持ち替えた潤じゆんが、オープンコードを穏おだやかに鳴らす。

　そらは、タンバリンを担当。ドラムセットから前に出て、二人に寄り添いながら、最小のリズムを添えていく。

　──そして、希美の真しん摯しな歌声が、イギリス国歌のメロディを紡つむぎ始めた。

　といっても、『God Save The Queen』じゃない。時に『もう一つの国歌』とまで称される、地球規模で名の知れたあの英国バンドの、代表曲。

　Oasisの『Don't Look Back In Anger』。

　この曲でだけは楽器を持たず、自らの歌声一本で、必死に暗記した英詞を旋せん律りつに乗せる希美。

　ライアンさんはしばし呆ぼう然ぜんと、希美の姿を見つめ続けていた。

　けれどもやがて、その口元は嬉き々きと柔らかく解ほどかれ、懸命に英語を引っ張り出す希美の唇くちびるの動きとシンクロし始める。

　……良かった。この曲なら、きっといっしょに歌って頂けるような気がしたんだ。

　だってこのアンセムは、問答無用で『そういうもの』だから。

「選曲、大成功だね」

　ギターとタンバリンだけというアンプラグドの演奏を邪じや魔ましないように、押し殺した声で桜花さくらがＰＡ席の僕に耳打ちした。

「うん。歌詞は、そんなに相応ふさわしいわけじゃないけど」

　思わず、苦笑。この曲の意図するところはけっこう難解で、作ったノエル・ギャラガー本人が『自分の歌の意味なんてわからねぇ』と言い切っちゃうようなタイプだから、二人の関係にぴったりマッチする、という感じでもないんだよなあ。

　その辺、他ほかの曲にした方が良いいかなという迷いも多少はあったんだけど。

「そうかな？　ぴったりだと思うけどな。──Don't Look Back In Anger。お互い、昔のことは気にしてないよって、笑い合ってる感じがして」

「……あ」

　そう、か。そういう解釈も、できるのかもしれない。

　ノエルがどんな意味を込めて歌うのかなんて、知りようもないけど。

　少なくとも今この時、希のぞ美みとライアンさんの間で響ひびくこの歌には。

　僕にも確かな明るさと、前向きさで満ちているように思えた。







　午後のライブも大盛り上がりで終演を迎えることができたその日のうちに、明日帰国してしまうというライアンさんと、僕たちは希美のご両親のお墓参りに向かう。

　希美の生みの親は、小高い丘の上にある霊れい園えんの同じ場所に、夫婦揃そろって眠っていた。

　お墓は綺き麗れいに手入れが行き届いていて、絶え間なく訪れる人の存在を、言葉によらず静かに語っている。

　そうか。この前希美が言っていた『行きたい場所』って……ここだったんだ。

　きっと両親に報告と、相談をしていたんだろう。誰だれにも尋たずねることができなかった『どうすべきか』を、母親が大好きだったという紅茶の香りを届けながら、打ち明けていたに違いない。

「………………」

　両手を組み、粛しゆく々しゆくと祈りを重ねるライアンさん。希美も見よう見まねで、両親へ外国式の追つい悼とうを捧ささげる。

　その当時の決意と、最後に希美が選んだ答えは、たぶん別の物になっている。

　だとしても。きっと希美のお母さんは、今こうして並び立って冥めい福ふくを祈る父と娘の姿を、遠く天の上からお父さんと共に微笑ほほえんで見守ってくれていることだろう。

「──ミスター、キョウ。ワタシニモ、タクサン、ドウガ、ミセテクダサイ」

　全員で長い祈りを終え、駐車場まで戻る道の途中。ライアンさんがわざわざ覚えてきて下さったらしい日本語で僕に告げた。

「Yes, I try many」

　我ながら怪しい英語だ。答えとして、それ以前に文法的に、適切なのか甚はなはだ自信がない。

「アリガトウ。アリガトウ」

　でも、ライアンさんは意を酌くんでくれたようだ。無む邪じや気きにも思えるほど軽やかな握手に応じながら、僕は改めて努力を誓う。

　そうだ、がんばろう。この先もリトルウイングにたくさんの人が来てくれるように。そして、イギリスでも希のぞ美みの成長をたっぷり見届けて頂けるように。これからもみんなと共に、僕もリトルウイングで歩み続けさせてほしい。改めて、そう強く願うばかりだった。

「えへへ、私たちもいっぱい頑張りますっ」

「はむ。ライアンおじいちゃんに、よろこんでもらう」

「うん……！　希美も、がんばらないと」

　子どもたちも、手を繫つないだまま瞳ひとみを輝かせ、頷うなずき合う。

　今日のライブは上手うまくいったけど、まだまだ先は長い。あと少しすればいよいよ夏休みに突入して時間にも余裕ができるし、これからますますバンドの知名度を高めていかないと。

「ところで響きよう。いいの思いついた？　希美たちのバンド名」

「……う。それが、まだ」

　希美に指摘され、どきりと苦笑する僕。

　そう、今さらながら、こんなに大事なことを決め忘れていたんだよなあ。おかげで告知の時、どういう名義でチケットを作れば良いいのか非常に迷ってしまったのだった。

　今回はひとまず『リトルウイング』をそのまま使わせて頂いたんだけど、バンド名と会場が同じ名前だといずれ混乱を生みそうだし、やっぱり何か決めておくべきだろう。

　しかし、今後全すべてに先立つ要素となるわけだからおいそれと意見も口にできなくて、なかなかこれだ、と決めかねているのが現実だ。

「みんなで決めてくれて良いんだよ……？」

「だから小学生に頼らないでってば～」

「私たち、かっこいい言葉とか知らないので……ぜんぜん良いのが浮かばなくて」

「……はむはむず、やっぱりだめ？」

「ダメ」

「はむ。ざんねん」

　通算何度目かのギブアップも、予想通り却下されてしまった。そらの案もかわいいと思うんだけど、希美に大不評なので採用は難しそうだ。

「……？」

　僕たちが悩み出したのを眼めにして、ライアンさんが心配そうに首をかしげている。

「──……」

　ケンカしてると勘かん違ちがいさせてしまったら申し訳ないな……と説明方法を考えているうちに、正まさ義よしさんが流りゆう暢ちような英語で代わりに答えて下さった。さすがレッチリを歌いこなすだけあってバイリンガルなんだな。というか元神父さんだから当たり前か。

「Band name...」

　あご先に手を添え、いっしょに悩んで下さるライアンさん。甘えてしまうのは申し訳ないけど、すごく頼もしい助すけっ人とに思えた。何か単語一つでも、アイデアを賜たまわれたら有り難がたい限りだ。

「……！」

「え？　これ、どうかしました？」

　しばし唸うなっていたライアンさんが、桜花さくらの手に握られたビニール袋を眼めに入れるやハッと表情を輝かせる。そして不思議がる僕たちに注目を促うながしながら、袋に書かれている文字を何度も指さした。

「Saonoisサオノア……ですか？」

　どう反応すべきか迷う面々。確かに響ひびきはなんとなく良いいと思うけど、桜花のバイト先のパン屋さんと同じ名前というのは……ちょっと迷う。もちろんライアンさんはそんなこと知らないからこそ提案して下さっているのだろうけど。

「No, no, here」

　と、思いきや『そうじゃない』としきりに指を動かすライアンさん。どうやら、提案しているのは店名の下に書かれた数行の文章の中に含まれる単語のようだ。ええと……フランス語かな、これ。自信はないけど、店名の『Saonoisサオノア』もフランス語の何かから取ったらしいと以前桜花が言っていたし、たぶんそうだと思う。とはいえ恥ずかしながら初級英語でも怪しい体ていたらくなので、書いてある意味は全くわからなかった。おそらく、お店のウリなんかがまとめてあるのだと思うけど。

「桜花は、なんて書いてあるか知ってる？」

「ごめん、恥ずかしながら文章書いてあることすら教えて頂いて気付いたわ……。ええと、この部分ですね。…………『Lien de famille』。……リヤン・ド・ファミユって読むのかな？」

　リヤン・ド・ファミユ。

　聞いた瞬しゆん間かん、柔らかな語感が潤じゆんたち三人とのイメージとぴったり重なる気がした。

　でも、一体どんな意味なんだろう。




「Lien de famille────カゾクノ、キズナ」




『…………………………あ』

　にっこり微笑ほほえむライアンさんの前で、僕たちは一いつ斉せいに顔を持ち上げる。

　──家族の、絆きずな。リヤン・ド・ファミユ。

　……あはは、まいったな。

　これはもう、『決まり』としか思えない。

「ねえねえ、ぞみ……！」

「もう、希のぞ美みに訊きかないでよ。反対するわけ、ないじゃない……えへ」

「はむ。わたしも、だいさんせい」

　きらきらと喜びを溢あふれさせる子どもたちを見て、満足げなライアンさん。

「……さんきゅー、ぐらんぱ。希美たちは、『リヤン・ド・ファミユ』。……がんばる」

　そして、歩み寄ってぐっと拳こぶしを握る希美の頭を、愛いとおしげに撫なでるのだった。

　お別れする前にまた一つ、なんとも素敵なプレゼントを頂いちゃったな。

「リヤン・ド・ファミユ。家族の絆、かあ……」

　嚙かみしめるように繰り返し、穏おだやかな表情で空を見上げる桜花さくら。

　言うまでもなく僕も同じだけど、その象徴的な名に心しん酔すいしているようだ。

「Saonoisサオノアのオーナー、二十九歳独身ひとり暮らし（♀）なのに……」

　…………最後の呟つぶやきは、聞こえなかったことにしよう。
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「待ってってばお兄ちゃん！　だから夏休みのデートなんだけど──」

「ごめんくるみ！　急用ができちゃったから帰ってからまた聞くよ！」

「もおっ！　終業式の朝にできる急用ってなんなのよ！　ヴァクァ～っ！」

　妹の怒声を背中に浴びながら、僕は朝も早々うだるような暑さの道路に飛び出す。

　この通学地じ獄ごくも今日でひとまずラストだと思うとほっとするけど、かなり急がないと間に合わないから大量の発汗も覚悟しておかねば。

　といっても、遅刻しそうなわけじゃなくて、むしろいつもより家を出る時刻は多少早い。




『響きよう、七時四十五分くらいにSaonoisサオノアの近くで会えないかな？

　ちょっと、用があってさ……。


桜花さくら』






　なにせこんなメールが届いてしまったのだから、これはもう腹をくくるしかなかった。

　もちろん、過去に例のない展開。高校でなら必ず顔を合わせることができるのにこんなお誘さそいを受けるなんて、桜花の身に何か起こってしまったのではないかと心配も少なからず浮かぶ。八時前に到着となると時間はもうギリギリだったけど、なんとしても間に合わせなければ。

「あ、響～！」

「……よかった、間に合った！」

　全力疾しつ走そうで待ち合わせ場所に駆け込むと、無事桜花の姿を発見。見た感じ、特に異変は無さそうなのも含めてほっと安あん堵どが膨ふくらんだ。

「だ、だいじょうぶ……!?　ご、ごめん。なんか急がせちゃったみたいだね……」

「い、いやいや。これくらいなんでもないってば。それで、どうしたの？」

「あー、っとね……。全然大したことじゃないから、怒らないでね……？」

　真顔で訊きくと、少しばつが悪そうに頰ほおを赤らめる桜花。もしかして、重く受け止め過ぎちゃったかな。だとしても、桜花に変わったことがないならそれが一番なんだけど。

「怒るわけないよ。なんでも言ってみて」

「……う、うん。あのね」

　うつむき加減に、ちょんちょんとつま先で地面を蹴ける桜花。なんとなく、いつもより戸惑いがちに見える気もするな。やっぱり、悩み事とかあるのだろうか。

　……って、あれ。

　さっきは異変がないなんて思ったけど、よくよく見れば、あった。異変。

「響！　これ、あげる！　プレゼント！」

「……えっ!?」

　その『異変』を、桜花さくらは持ち上げ、勢い任せで僕の眼めの前に差し出した。

　──普段の桜花なら、持っているはずのない、ギターのハードケースを。

「ど、どうして急に？」

「……ほら。子どもたちもあたしたちも、たくさんお世話になっちゃったし。何かお礼しなきゃなって」

「………………っ」

　僕の中で、迷いがぐるぐると渦を巻く。

　さすがに、こんな高いものをおいそれと頂くわけにはいかない。大したことなんてしてないのにそれはあまりに分が過ぎている。

　だけど、桜花がわざわざ僕のために選んでくれたのだとしたら、突き返すのも悲しい思いをさせてしまうような。

　ああ、こういう時自分の人生経験の浅さを呪のろう。選ぶべき道が、わからない。

「こんな、すごいものをもらっちゃうわけには……」

「とりあえず、開けてみて」

　色々考えたけど、やっぱり二つ返事で受け取るわけにはいかなくて手を振る僕に、桜花はもう一歩距離を詰めて真しん摯しな瞳ひとみを向ける。

「……う、うん」

　半ば、その美しさに吸い込まれる形で、うっかり僕は頷うなずいてしまった。

　でもやっぱり物が物だし、断るべきだよなあ。とりあえず言う通り見せてだけもらって、それから遠えん慮りよする理由を考えるか……。

「………………………………へ？」

　そんな計画が、中身を見た瞬しゆん間かんに吹っ飛んだ。

　ギターケースを開けると、そこに入っていた物は……………………二本の、釣つり竿ざお。

「これは、どういう？」

「どうって。釣り、教えてあげるよ。それ、あたしのお下がりだけど、すごく使いやすいやつだから安心して。クセも無くて初心者向けだと思う」

　ええと……。

　ダメだ、浮かぶ疑問が多すぎて逆に何も言葉が出ない。

「なんで、ギターケースに？」

「えへへ、ずっと何か方法ないかなって迷ってたの。学校に釣り竿持ってく方法。あたしが毎日ロッドぶら下げてたら絶対ヘンでしょ。ふふ、だけど気付いちゃったんだ。響きようがギターのフリして持ってればぜんぜん目立たないって。あ、ちなみにもう一本はあたしのだからね」

「……なんで、終業式の日に？」

「だって半ドンだもん。家からより高校からの方が海に近いから絶対に逃せないチャンスじゃない」

　ダメだ、視線に濁にごりがなさすぎてこれ以上深く追及できる気がしない。

「……ええと。僕、そんなに釣つりに興味は」

　それでも勇気を出してもっとも根本的な問題を口にすると、とたんに桜花さくらのほっぺたがぷくりと膨ふくれる。

「……なによ。子どもたちのバンドには喜んでいくらでも付き合うくせに、あたしはダメなの？」

「う……」

　珍しく拗すねたような表情が可愛かわいらしすぎて、ダメージ極大。美人ずるい。

「キャンプの時海に行こうって約束したよね？」

「あれは……」

　あれはどちらかというと水着……違う！　海水浴的なモノを想像していたんだけど。

「テキトーに返事しただけだったの？　むー。くるみちゃんともしょっちゅうデートしてるくせに。そっか、あたしだけ断るんだ……」

「いやテキトーだなんてそんなわけないけど……なんでくるみのことを!?」

　そもそも兄妹きようだいで遊びに行くことをどうしてみんなデートと言うのか……。

「くるみちゃんが潤じゆんたちに報告[image: →]潤たちがあたしに報告、の流れ。……響きようってば、やっぱアレでしょ。ロリコンでしょ。小学生優先主義でしょ。ふんだふんだ。どーせＪＫですよ～ＪＫのお願いなんて聞いてる時間ないですよね～」

「違うってば！　そうじゃなくて、ただ釣りはやったことないからってだけで」

「……………………………………じゃあ、いいよもう」

　あ、本格的にふて腐くされちゃった……。

　まったく、桜花は押しが強いのか弱いのか未いまだによくわからないな……。

「……ん。いいよ、行こう。とりあえず今日付き合わせてもらって、それからまた考えるよ」

「いや、ううん。響忙しいのに、無理言っちゃってだんだん死ぬほど恥ずかしくなってきた。あーなんでこうなんだろ……やっぱダメだあたし……」

「生け垣がきに顔突っ込んだら擦すり傷ついちゃうってば！　だー、本当に行きたいんだって！　釣りは好きになるかわからないけど……さ、桜花とならどんなところでも、行ってみたいから！」

　う。なんか勢い任せでけっこうすごいこと言っちゃったような。

「……………………………………ほんと、に？」

　幸い、ヘンな風には受け止められずに済んだみたいだけど。

「うん、本当に。放課後、待ち遠しくなってきた」

「きょ、響……！　え、えへへ。……やった。響と二人で、海だ。……やった」

　ようやく笑顔を取り戻してくれた桜花に、僕も微苦笑を返す。

　いやはや、夏休み目前でこんなイベントが待ち受けているとは思わなかったな。

　でも、まあ、いいか。

　あれこれ考えるよりもまず先に、行動に移してみるのも悪くないって。

　最近は、そう思えるようになったから。




　　　　♪




「いつつ。外に出ると余計日焼け痕あとが染しみるな……」

　長らく不登校を続けていた僕にとって、夏休み初日というのはなんだか不思議な感覚だった。

　後ろめたさなく学校に行かなくてもいいという状況に、脳が上手うまく対応してくれないというか。本当にこんなのんびりした時間に家を出ても良いいのかなという不安を、なかなかぬぐい去ることができない。

「とりあえず、帰りに日焼け止めは買っておこう」

　なんて脳内リマインダーに記録した瞬しゆん間かん、気恥ずかしさが膨ふくれる。

　まだ誘さそわれてもいないのに、ちゃっかり次の釣ちよう行こうのことを考えてしまってる自分がなんだかおかしい。

　昨日の釣つりは、隠さずに告白すれば九割近くが苦行だった。１グラムしかないルアーのオモリ（ジグヘッド、というらしい）を15ｍくらい先の潮目に通せとか、ほんの一瞬釣り糸がたわむ『抜けアタリ』に合わせろとか、初めて竿さおを手にした人間に対し桜花さくらの指導はハードルが高すぎだと思う。

　あと竿を出している時間が想像以上に長くてびっくりした。せいぜい二時間くらいで帰るのかと思いきや、まさか日暮れ寸前まで五時間も粘ねばるとは……。しかも桜花いわく『全休だったら十時間コースがデフォだよ？』とのこと。こわい。

　とはいえ、それでも。

　たった一匹だけ釣り上げることができたアジに味わわせてもらった興奮は未いまだ両腕に染みついていたし、なにより桜花と二人で過ごせた穏おだやかな空気が、いつも以上に心地よかったんだよなぁ。

　生徒としてかなりできが悪かった自覚はあるからもう見放されていてもしかたないけど、もし『次』があるなら。……うん、二つ返事で快かい諾だくしてしまいそうだ。

　なんか不思議だな、釣りって。冷静に振り返ると楽しい瞬間なんて一瞬で残りはずっと苦悩しているだけなのに、出所不明の中毒性があるというか。

「──あっ、響きようさ～ん！」

　しみじみと桜花との初体験を振り返っていると、丁てい字じ路ろの奥から潤じゆんがレジ袋を両手にぶら下げながら駆け寄ってきた。ちょうどリトルウイングに向かう途中で会うなんて奇遇だな。

「おはよう潤じゆん。買い物してきたの？」

「はいっ。今日は私がごはん係なので、練習の前に買い物済ませちゃおうと思って」

　汗を光らせながら笑う潤に『そうだったんだ』と相づちを打ち、揃そろって同じ角を曲がる。よくよく考えればうちとリトルウイングはそこそこ近所なんだし、互いに夏休みの間はこんな風に偶然出会うこともそれなりにあるかもしれない。あまりだらしない格好をしていると恥をかくかもしれないぞと、自分自身にそっと警告文を投げかけておくことにした。

「潤、買い物袋持つよ」

「わにゃ、そんな大だい丈じよう夫ぶですよ……!?　あんまり重くないですしっ」

「お願い。何にもお手伝いしないのは、逆に心苦しくなっちゃうから持たせて欲しいんだ」

「あっ。あ、ありがとうございますっ……！」

　申し出に遠えん慮りよする潤に照れ笑いを投げかけつつ、隙すきを突いて袋を一つ奪だつ取しゆ。なんだか希のぞ美みの一件以来、前よりももっと自然に潤たちとコミュニケーションを図れているような気がする。とはいえ気を抜きすぎて知らぬ間に嫌いやな想おもいをさせるわけにはいかないから『親しき仲にも礼れい儀ぎあり』という言葉だけは忘れず胸に刻んでおかなければならないけれど。

「…………」

「…………」

　セミの声に耳を傾けながら、リトルウイングまで残り数分の道を潤の歩幅に合わせ二人でゆっくりと辿たどる。今日はこれから、潤たちのバンド──『リヤン・ド・ファミユ』の夏休みに入って最初の練習。第四回目以降のライブについても方針を話し合ったりする予定だから、きっと大事な一日となるだろう。その前にこうして心落ち着く時間を過ごせるのは、なんだかすごくラッキーな気がする。

「あの、響きようさん」

「ん？」

　不意に、潤の右手が僕の左手をぎゅっと握った。もちろん嫌な気なんてするはずもないから、そのまま潤と繫つながって歩く。

「ぞみのこと、私たちのこと。本当にありがとうございました」

「ううん。むしろ謝らなきゃいけないことの方をたくさんしちゃったし」

「えへへ、そんなことないです。響さんが背中を押してくれなかったら、きっと……」

　ぴたりと、潤は手を繫いだまま僕の腕に頰ほおを添える。

　とにもかくにも。五人が五人の望むまま、変わらず五人で居続けられることは、僕にとってもこの上なく嬉うれしい。

「私。響さんとも、家族になりたいです」

「…………………………あ、ありがとう」

　ときどきすごいこと言うなあ、潤って……。ただ僕が変な風に受け止めすぎなんだろうけど。もっと仲良くなって、深い絆きずなを育はぐくみたいという意味だよな。

　あれ、でもそれはそれでやっぱり……いや考えすぎ考えすぎ。

「僕も、そうなれるよう頑張るよ」

「私も、響きようさんにたくさん好きになってもらえるようにがんばりますっ」

　考えすぎ……だよね？

　なんだか全身の血流が速くなった気がして、無む性しように日焼け痕あとがうずく。

「夏休み、楽しみですねっ。いっぱい練習したり、ライブしたり。今からわくわくです」

「………………う、うん」

「……？」

　うっかり答えに詰まってしまった僕を、不思議そうに見上げる潤じゆん。

　いや、違う。別に家族の真意について引っ張ってしまっていたわけじゃなくて。

「もちろん僕もすごく楽しみだよ。……ただ、ごめん。もしかしたら、また僕のせいで近々迷惑かけちゃうことがあるかも」

　実は、昨日釣つりから帰った後に新たな問題が発生してしまったのだ。

　といっても、そんなに深刻なものじゃない……と思う。思いたい。正確には『どう転ぶかわからない』と表現した方が適切かもしれないけど。

「迷惑、ですか？」

「リトルウイングに着いたら話すよ。希のぞ美みとそらにも、謝っておかなきゃいけないし。まあ、そこまで大おお事ごとにはならないはずだから潤たちはあんまり気にしないで」

「わ、わかりました」

　少し不安げな瞳ひとみで見上げる潤に、申し訳なさを苦笑に乗せて届ける。

　いやはや、完全に身から出た錆さびというか、僕の不ぶ精しようが引き寄せてしまった案件だからなあ。

　可能な限り穏おん便びんに、『彼女』に矛ほこを収めてもらえるよう努力しないと。










　　　　～果たし状～




【ひびきＰ殿】




　お前みたいな陽ひに当たればすぐ干からびてしまうようなネット世界の蛙かわずが、さもリア充じゆうのごとく三次元の小学生バンドにうつつを抜かすこと片腹痛し。

　よって真の相棒、崇すう拝はいの対象、毎日ちゃんと構ってあげるべき女の子が誰だれなのかということを此こ度たび思い知らせる所存なり。

　近いうちに『りやんどふぁみゅふぁみゅ』とかいうふにゃけた名のバンドをこてんぱんにすべく、戦争をしかけるつもり故ゆえ、せいぜい首を洗浄殺菌消毒の上震ふるえて待て。

　詳細は追ってする。




　追伸。

　チャットログインしろ。メッセージ見ろ。返事出せ。アホ！





霧きり夢ゆめ












　あとがき




　一巻の発売日が二〇一二年の六月ですから、二巻発売まで実に一年四ヶ月ものブランクを空あけてしまったことになります。まずはその点について深くお詫わびを申し上げると共に、それでも見捨てずこの本を手にとってくれた方々に心からのお礼を伝えさせて下さい。

　遅くなって本当にすみませんでした！

　そして、二巻も読んで下さりありがとうございます！

　決してネタに詰まっていたわけではないのですが、もう一本の拙せつ著ちよタイトルである『ロウきゅーぶ！』が佳か境きように入ってきたこともあり、まずはそちらを区切りの良いところまで書ききってしまおうと決めた結果、『３Ｐスリーピース！』の方を挟はさみ込むタイミングを逸いつしてしまいまして……。

　なんにせよ自分の計画の見通しが甘かったのが全すべての原因です。深く反省しつつ、この先はコンスタントに続刊を出していきたいと考えておりますので、またお付き合い頂ければとても嬉うれしいです。

　まだ『ロウきゅーぶ！』の方も書きたいことはいろいろあるので、もうしばらく二本体制を持続しつつ『もっと両方のバランスを良く！』というのが来年の目標になるかなと（こんな時期に来年の話をしていたら鬼が笑いますね。笑うのは鬼よりロリの方が良いですね）。

　この巻も、自分の『好きなこと』ばかりを詰め込んでしまいました。

　根がのぼせやすい人間でして、暇ひまさえあれば様々な娯ご楽らくに手を出し、お仕事が毎度『夏休み終盤で手付かずの宿題』状態になる三み十そ路じ越え。それでいて仕事のネタを遊びから引っ張ってくるのですから、時として自分の生き様に後ろめたさを感じることもあります。

　遊びで仕事をしているのか、仕事で遊びをしているのか。どちらにせよ、客観的に『不ふ真ま面じ目め』な人生であると咎とがめられたらまったく否定ができません。

　それでも、『情熱』だけは誰だれにも負けないほど強いつもりです。仕事と遊びの境界を曖あい昧まいにしてしまいつつも、生きることに夢中でいられる。これほどの幸福は、なかなか得え難がたいものではないでしょうか。

　もしかすると、僕にとっては趣味も、小説を書くという行為も、もはや『仕事／遊び』のどちらでもないのかもしれません。ただ、本気になれる何か。だからこそ、時には苦しいことがあったとしても『やめたい』だなんて少しも思わずにいられる気がします。

　仕事や遊びの垣かき根ねを越えて、本気でいられるもの。それはもう、『愛』という言葉でしか表現しようがありません。言ってて全身むず痒がゆくなりますが。

　今巻も、溢あふれる愛だけを使って書きました。だから、小学生がたくさん出てきます。

　ではでは。また近々お会いできれば嬉しいです。最後にもう一度、ありがとうございました！


二〇一三年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。『ロウきゅーぶ！』で第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し、作家デビュー。高校卒業後バンドマン目指して上京し、大学在学中にさっくり挫折。その後自らの楽器には、あどけない天使を乗り移らせて夢を託しているとかいないとか？
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イラスト／てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。『マテリアルゴースト』（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係











本書は書き下ろしです。
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